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1  のちの僧正遍照。 
































































                                                        
3 『歴朝詔詞解』は本居宣長著。内題は「続紀歴朝詔詞解」。『続日本紀』に載る 62 篇の「宣命」を、第一詔
から第六十二詔と命名し、校訂し注釈を付したもの。  


















 新嘗会 （平安中期の例） 
新嘗祭の祭祀は十一月下（または中）の卯の日に行われる。  
子の夜～丑日  舞姫参入 帳台試（常寧殿）  
寅の日 御前試（清涼殿）    
    （此の夜 鎮魂祭7が行われる） 
卯の日  童女御覧（清涼殿）殿上の淵酔あり 新嘗祭（中和院の神嘉殿） 
辰の日 豊明節会 五節舞（豊楽院または紫宸殿） 
 （一献で国栖の奏、三献で数曲奏楽のあと五節舞になる8） 
    
 大嘗会 
子の夜～丑日 舞姫参入 帳台試（常寧殿） 
寅の日  御前試（清涼殿）   
卯の日 童女御覧 大嘗祭（大嘗宮）   
辰の日 悠紀の節会 
                                                        
5  『大嘗会儀式具釈』（荷田在満、1738 年）巻九が豊明節会次第である。新註皇学叢書第 7 巻所収。 




































                                                        
9   久米舞は早くに途絶えたという。 
10  倭舞は新嘗祭で舞われることもある。 
11  平安時代以降新嘗祭は原則として内裏西側にある中和院の正殿の神嘉殿で天皇出御で行われた。天皇不出
御の場合は神祇官において行われることもあったので神嘉殿での祭儀と天皇不出御の場合の神祇官での
祭儀の両方の式次第があった（阪本 2007）。橋本義則は、豊明節会は貞観 3 年（861 年［清和天皇］）以降、
新嘗会は全て内裏で、大嘗会は豊楽院でおのおの行われていることを指摘している。貞観期までの新嘗・
大嘗会の開催場所は表にされている（橋本 1995）。 
12  例えば、仁安元年（1166 年）の大嘗会でも、童女御覧が終わると舞姫たちの控え室である常寧殿の五節所





























                                                        
13  三善清行が醍醐天皇に奉った。群書類従「雑部」。 
14  丑の日の帳台試では大歌に対して小歌女官が登場する。帳台試の常寧殿は（出御の天皇とわずかな相伴を
除いて）女性専用の空間で扉も締め切られる。男性大歌は建物の外に位置し、大歌を受けて常寧殿内には
女官が唱和して（小歌と称した）舞姫は舞った。『兵範記』仁安 2 年 11 月 13 日条にも「大哥於東假廂発
哥歌笛了、小哥女官、於母屋幔中打拍子相和」とある。新嘗祭では大歌の座は常寧殿東廂であるが、大嘗
会には（東庇には 5 つ目の五節所が設けられるため）后町廊に設けられる。 
15  良通の献上は元暦元年（1184 年）のことである。 
16  本章（７）五節の終焉で扱うように、永享 2 年（1430 年）の大嘗会では五節舞はあったが、元文 3 年（1736



































上の御局にまゐりしほどもをかしかりき」［新編 86 段 172-173 頁］。） 
 『小右記』長保元年（999 年）11 月 23 日に生昌朝臣の舞姫が俄かに参入をやめたとある。 
                                                        





















新嘗祭の舞姫献上者は事典・概説書などでは公卿 2 人殿上人 2 人といわれているが、数は一
定ではなかった。先行研究者も取り上げているが、三上啓子（2001）が天元元年（978 年）か
ら長元 5 年（1032 年）の舞姫 4 人の献上者の公卿・殿上別の人数を示している。三上のリスト
には、 
公卿 3 人＋殿上分 1 人 
公卿 1 人＋殿上分 3 人20 
内親王 1 人＋公卿 2 人＋殿上分 1 人21 
皇太后 1 人＋公卿 3 人（非参議 1 人を含む）。殿上分なし22 
などの例があり、ここからも、公卿 2人＋殿上分 2人は平安時代全般を通じての定例ではなく、
長和ごろから公卿 2 人＋殿上分 2 人が定着していったことが分かる。公卿分の献上は新たに参
議に昇進した者や昇進したばかりの公卿に任じられることが多かった。殿上人が献ずる舞姫は
実子が原則だったが、公卿の献上の舞姫は実子でなくてかまわなかった。 
舞姫献上者の用意すべきものは多い。まず、内裏に赴くのは舞姫 1 人ではない。童女 2 人、
下仕 2～4 人を伴う。いずれも華美な衣装に身を包む23。この他にも舞姫のかしづきの女房 6 人
                                                        
19 「滅」と傍書がある。 
20 長元元年（1028 年）。 
21 天元元年（978 年）。 

































最後の舞姫の記録は永享 2 年（1430 年）の後花園天皇大嘗会で、この時は童女御覧もあり、5
人の舞姫が叙位されている。この永享 2 年大嘗会は『康富記』に詳細な記録が残る。貞享 4 年
                                                        
24 安徳朝年号では寿永 3 年である。 
25 本論第二部第 3 章でさらに考察する。 
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（1687 年）、東山天皇が大嘗祭を再興する26。貞享 4 年 11 月 17 日の辰
．
の日27には豊明節会も行














                                                        
26 近世の新嘗祭については、阪本是丸「近世の新嘗祭とその転換」が詳しい（阪本 2007）。 




29 『桜町天皇実録』に引用されている『八槐御記』元文 3 年 11 月 22 日条による。『大日本史料』では、元文
3 年 11 月 22 日条は稿本である。 


















































幻巻   
幻巻は光源氏の物語の最終章も終わり近く、光源氏が身辺を整理していよいよ出家しようと
いうころである。源氏の心は寂寥であっても、世の中は移ってゆく。紫の上が秋 8 月 14 日に

















                                                        
33 紫式部の生きた時代、公卿は通常、実子を舞姫には出さない。 
34 六条院はまだ出来ていない。六条院の完成は少女巻ではあるが、この五節の翌々年の 8 月である。 
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a. 「先遣自車令迎取舞姫＜中務少輔遠高女也＞」（永祚元年［989 年］11 月 12 日条）。 
b. 「遣余車令迎舞姫＜称備前守相近女者也＞」（長保元年［999 年］11 月 22 日条）。 
上記 2 例では何れも場合も実資の車を遣ってまず、舞姫を家に迎えている。 
c 「故好任朝臣女今夜於家令着裳、依可為五節舞姫」（万寿 2 年［1025 年］11 月 2 日条）。 
















                                                        














藤原道長 （極官 太政大臣） 
永祚元年（989 年） 権中納言（前年正月非参議より） 
長徳元年（1037 年） 右大臣 （6 月任） 
長和 4 年（1015 年） 左大臣 （参議朝経の服による替え） 
 
藤原公季 （極官 太政大臣） 
長徳元年（995 年） 大納言 （6 月任） 
長徳 4 年（998 年） 内大臣 （前年 7 月任） 
治安 3 年（1023 年） 太政大臣（治安元年 7 月任 隆家の障による替え） 
 
藤原実資 （極官 右大臣） 
永祚元年（989 年） 参議  （2 月任） 
長保元年（999 年） 中納言 （正月正三位叙） 
寛弘 8 年（1011 年） 大納言 （寛弘 6 年任 五節は中止） 
万寿 2 年（1025 年） 右大臣 （治安元年［1022 年］任） 










上論文が太政大臣の献上例をあげていないことと、延喜 19 年（919 年）から 100 年間に１例だ
けある太政大臣の献上例である天慶 8 年（945 年）藤原忠平の場合40は、承平 6 年（936 年）の
太政大臣就任から 9 年も後のことだったからとする（藤本 2008b）。しかし、藤本自身が挙げて
いる献上者リストにもあるように、太政大臣忠平は天慶元年（938 年）に献上している41。参議
は 7 人も 8 人もいて42、入れ替わりも多かったことに比べて、太政大臣は則闕の官であり、圧
倒的に人数が少ないし、新任参議でもすべてが献上者になってはいないことや、太政大臣は別
格の役職であったことも考えれば、太政大臣の献上が僅少でも不思議はないと考える。また、
本論文第三部第 1 章の穏子の舞姫献上で考察するが、天慶元年（938 年）は任大臣の見返りと
いうより、天変地異の続くなか、他に献上を命じることのできる者がなく、執政の責任で朝廷
を支えて頑張った献上であろう。また、上記の複数回献上者のリストからも分かるように長和















                                                        
かし、天皇が蔵人頭あるいは他の誰にでも意見を求めることは舞姫献上だけではない。天皇が幼少の時は、
蔵人頭主導ではなく、摂政の決定事項であろう。  
40 『貞信公記』からとする。  
41 『本朝世紀』天慶元年 11 月 22 日条「太政大臣家舞妓故伊予介源朝臣相国女」。 
42 例えば天慶元年には参議は 7 人。『公卿補任』による。 






















を進む図解がある（群書類従本 314 頁）。 
光源氏は童女・下仕の選定にかかったが、二条院の童女・下仕が皆優れているので、「いま一
ところの料を、これより奉らばや」（新編③60 頁）と、二条院から舞姫もう 1 人分の童女・下
仕を出したいものだなどと冗談を言っている。現実の童女御覧の奉仕は大変で、本論文の第二














                                                        
45 11 世紀に藤原明衡によってまとめられた書簡集『雲州消息』52 下の末（第 193 通）には、その年舞姫献上
をすることになった左近中将が、治部卿に美麗の童女の貸出を依頼している書簡が載せられている（群書
類従「消息部」）。書き下しは『新猿楽記・雲州消息』にある（重松明久 1982：234-235）。 







貴族たちは、献上者に衣装や道具を送って助け合った。寛弘 5 年（1008 年）の五節では中宮
彰子は献上者である侍従宰相の実成に舞姫の装束などを、右近宰相中将の兼隆にはリクエスト




                                                        















から教習を受け、丑の日の夜に仕上げの帳台試が行われた。『小右記』永観 2 年（984 年）11 月
18 日（甲子）条には「殿上五節参入、影舒女也、自余不参」とあり、影舒の娘だけが正式な参
入をしたが、「自余不参」という言葉から他の舞姫も子の日の参入を期待していたことが窺わ
れる。『御堂関白記』寛仁 2 年（1018 年）11 月 19 日（丁丑）条には「戌亥時五節参入、即御舞
殿、事了帰給。子時」とある。丑の日の夜 8 時か 9 時ごろに参入して、すぐ、帳台試に出御が
あって、夜中の 12 時ごろには終わったのだろうが、これでは教習の時間があったとは考えら
れない。佐藤泰弘（2009）は、舞姫の参入を精査して、子の日の参入が丑の日となってゆくこ







がある。永祚元年（989 年）11 月 12 日丑の日、新任参議実資の舞姫（中務少輔の娘）は金 作
こがねづくり
の檳榔毛の車に乗り、他の檳榔毛 5 両、網代車 2 両を従えて、五位 10 余人を含む 20 余人の前
駆に護られて出立した。また、実資の万寿 2 年（1023 年）の献上にあたっては、舞姫が実資
の車を使い、檳榔毛の車 5 両に、かしづきの女房 10 人と童女 2 人が分乗、網代車 2 両に下仕
4 人と上雑仕などが乗った。金作の牛車は勿論、これだけの数の女性たちの乗るしかるべき
                                                        















来」みっちり教習させていた記述がある（万寿 2 年［1025 年］11 月 9 日条「家有旧五節、仍日
来内々令習」）。大師だけでなく、小師も活躍した。献上各家は大師や小師に禄を出したが、禄
の他にも舞師は調度品などを持ち帰ってしまうこともあったらしい（『小右記』長元 5 年 11 月










とあるので、夜 9 時近く、長保元年（999 年）の献上時も亥始めとあるので、やはり夜 9 時過
ぎの参入であった。すると、帳台試はずいぶん遅い時間の開始となる。惟光娘は今夜だけでも
まだまだ試練が待っている。  






50 本論第三部第 3 章「『平家物語』の時代の献上者たち」の大治 2 年（1127 年）権大納言藤原宗忠の献上の項
を参照。 









張り切った52。『紫式部日記』の寛弘 5 年（1008 年）の五節に「にはかにいとなむつねの年より
も、いどみましたる聞こえあれば」（新編 175 頁）とあるので、寛弘 5 年の五節が少女巻の五
節のこの表現のヒントになったのだろうか。（そうであるならば、少女巻の執筆は寛弘 5 年の
11 月以降ということになるのだろうか。）寛弘 5 年の五節は諒闇明けなどではなかったが、敦
成親王誕生の慶事で、大変華やいだ気運があったのだろう。寛弘 5 年の新嘗祭の舞姫献上者た
ちは、公卿が新任参議の藤原兼隆と藤原実成、殿上が尾張守藤原中清と丹波守高階業遠だった。
兼隆はその年の正月 28 日に 24 歳で従三位で参議となっていた。実成は 34 歳で同じくその年



















































                                                        





















て、少女巻では冷泉帝は既に 15 歳になっていた。 
一方史実では、一条天皇に第一子脩子内親王が誕生したのは長徳 2 年（996 年）だから天皇
17 歳の時だった。『源氏物語』の冷泉帝もそろそろ子作りのできる年となっている。少女巻時















                                                        




（901 年～1000 年）という括りで観れば、以下の下線で示したわずか 5人を数えるだけである。 
 
＜教通までの内大臣たち58＞ 
宝亀八年（777 年） 内大臣 従二位 藤原良継（62 歳）正月 2 日任内大臣。 
宝亀十年（779 年） 内大臣 従二位 藤原魚名（58 歳）正月 1 日任。 
昌泰三年（900 年） 内大臣 正三位 藤原高藤（63 歳）正月 28 日任。 
天禄三年（972 年） 内大臣 従三位 藤原兼通（48 歳）11 月 27 日任。 
      天延 2 年（974 年）2 月 28 日任太政大臣。  
正暦元年（990 年） 内大臣 正二位 藤原道隆（38 歳）左大将。5 月 8 日関白。26 日摂政となる。 
正暦二年（991 年） 内大臣 正二位 藤原道兼（31 歳）9 月 7 日任。 
     長徳元年（995 年）関白（「七日関白」）。 
長徳元年（995 年） 内大臣  正三位 藤原伊周（22 歳）3 月 9 日宣旨云 関白病間可行公事云々。 
長徳三年（1001 年） 内大臣  正三位 藤原公季（41 歳）7 月 5 日任。 
寛仁元年（1017 年） 内大臣  正二位 藤原頼通（26 歳）3 月４日任。16 日摂政となる。 
治安元年（1021 年） 内大臣  正二位  藤原教通（26 歳）7 月 25 日任。 
 
藤原兼通は天延 2 年（974 年）2 月 28 日内大臣から任太政大臣。道隆は任内大臣の翌年内大
















































                                                        

















り、3 人の女御が誕生する。長徳 2 年（996 年）、当時はまだ大納言（『栄花物語』は「中納言」
と誤記）の藤原公季が娘の義子（弘徽殿女御）を、続いて新右大臣顕光が元子（承香殿女御）
を相次いで入内させた。少し遅れて故関白右大臣道兼の娘で、一条乳母の繁子を母とする尊子
も御匣殿として後宮入りをして、2 年半後に女御宣下を受ける。義子は既に 23 歳、すぐにも妊
娠可能な年齢だった。倉本一宏によればこの時代のキサキたちの初産年齢は 21.4歳（倉本 2003：
101）。顕光の娘、承香殿の女御元子の方は生年不明だが、角田文衛は 18 歳程度であったと推






































乳母だった母の強い願いによって、父の没後、義子と元子にやや遅れて長徳 4 年（998 年）2 月























（太田 2014）。但し、尚侍の定員は 2 人であるが、実際には常に 2 人が在任したわけではない
ようだ64。11 世紀に入って道長の娘たちは入内前の幼いころに尚侍に任じられており（妍子 11
歳、威子 13 歳、嬉子 12 歳）、尚侍は摂関家の入内予定の娘の一時的な名誉職となっていた。
しかし 11 世紀末に、40 年以上尚侍のポストにあった藤原道長の孫真子が没すると、150 年以
上に亘って尚侍任官者は途絶える。 
和銅 8 年（715 年）のころには尚侍は従五位に准じて給禄を受けていた。女子の位封禄は減
半、位田は減三分の一（つまり 3 分の 2）だったが、天平宝字 4 年（760 年）には尚侍の給禄





朱雀～村上朝 藤原貴子 天慶元年（938 年）11 月 14 日 
冷泉～円融朝 藤原灌子 康保 4 年（967 年）9 月 27 日？  
 藤原登子 安和 2 年（969 年）10 月 10 日  
 藤原婉子 貞元元年（976 年）5 月 
円融～後一条 藤原怤子 天元 5 年（982 年）5 月 7 日   
 藤原綏子 永延元年（987 年）9 月 
藤原妍子 寛弘元年（1004 年）11 月 27 日  








藤原威子 長和元年（1012 年）8 月 21 日  





藤原貴子（938 年） 忠平 太政大臣 承平 6 年（936 年）から 
藤原灌子（967 年） 系譜不明 
藤原登子（969 年） 師輔 故右大臣 天徳 4 年（960 年）没 
藤原婉子（976 年）  兼通 関白右大臣 天延 3年（975 年）から 
藤原怤子（982 年） 師輔 故右大臣 天徳 4 年（960 年）没   
藤原綏子（987 年）  兼家 摂政（右大臣は寛和 2 年［986 年］辞） 
藤原妍子（1004 年） 道長 左大臣内覧 
藤原威子（1012 年）  道長 左大臣 




















天元 5 年（982 年）3 月 11 日「以藤原泝子為御匣殿別当＜参議佐理妻＞」66  『小右記』 
長徳元年（995 年）正月 19 日「関白二娘67＜号内御匣殿＞、今夜参青宮云々」  『小右記』 
寛弘元年（1004 年）11 月 24 日「故御匣殿尼日来重病、送小物」     『御堂関白記』 
寛弘 7 年（1010 年）正月 11 日「従華山院御匣殿（平祐之女）許、得横笛」 『御堂関白記』 
  
などがある。最初に挙がる佐理妻の藤原淑子（泝子）は藤原為輔の娘で、為輔の極官は寛和 2
年（986 年）の権中納言であるが、天元 5 年（982 年）当時は従三位の参議である。この御匣殿
は公の機関、内裏の御匣殿と考えられる。長徳元年の関白二娘は傍書にあるとおり、原子のこ
とである。正暦 4 年（993 年）他の 2 姉妹とともに着裳した。 
検索された「御匣殿」が内裏の御匣殿なのか、それ以外の邸宅の御匣殿のことなのか、判別











また、『栄花物語』巻第二十七「ころもの玉」に、万寿 3 年（1026 年）のころではあるが、
「内の大殿の君たち七八人おはす。御匣殿など、今日明日の女御、后と思ひきこえさせたり」
（新編③54 頁）とあり、内大臣教通の娘でわずか 5 歳から御匣殿になっている生子が、すぐに
も女御、中宮になりそうだと思われていることが語られ御匣殿はここでもキサキ予備軍である。 
                                                        
66 東京大学史料データベースで検索すると藤原淑子とあるが、基経異母姉妹の淑子は別人。そちらの淑子は
延喜 6 年（906 年）没。 
67 傍書に「藤原原子」。  





70 道隆四女が御匣殿として出仕して長保 4 年に没したことは『権記』長保 4 年 6 月 3 日条でも確認される。

































                                                        













































献上者の 1 人は按察大納言である。このころと前後（970 年から 1016 年まで）の按察大納言
を以下に示す73。 
 
 天禄元年（970 年） 権大納言 正三位 藤原師氏 58 按察使。7 月 14 日薨。 
 天禄元年（970 年） 中納言  正三位 源雅信  51 8 月 5 日転。兼按察使。 
 天禄三年（972 年） 大納言  正三位 源雅信  53 正月 24 日転。按察使如元。 
 （天禄元年中納言で按察使となっていた。） 
 天延三年（975 年） 大納言 正三位 藤原兼家 47 正月 26 日按察使。 
 天元元年（978 年） 大納言 従二位 藤原為光 37 中宮大夫。10 月 17 日按察使。 
 永観元年（983 年） 大納言 正二位 源重信 62 正月 29 日按察使。 
 永延二年（988 年） 大納言 正二位 藤原朝光  38 正月 29 日按察使。 
 正暦四年（993 年） 大納言 正二位 藤原済時 53 正月 13 按察使。 
 長徳二年（996 年） 大納言 従二位 藤原顕光  62 正月按察使。 
 長徳二年（996 年） 大納言 正三位 藤原公季  48 8 月 5 日按察使。 
 長徳三年（997 年） 大納言 正三位 源時中  56 7 月 5 日按察使。 
 長保四年（1002 年） 大納言 正二位 藤原道綱  48 2 月 30 日按察使。 
 寛弘四年（1007 年） 権大納言 正二位 藤原実資  51 正月 28 日按察使。 
  （寛弘六年［1009 年］実資 転正、如元按察使。） 
 長和五年（1016 年） 権大納言 正二位 藤原斉信 50 正月 16 日兼按察使。 
 
これらの按察大納言の中で、舞姫献上者に選定されたことがはっきりしているのは藤原実資


















いたからではないだろうか。長徳 2 年（996 年）を考えよう。すぐにも出産可能な年齢の義子





















天皇（長和 5 年［1016 年］即位）の後宮は道長娘である中宮威子だけであった。実資をはじめ
とする他の貴族たちが道長を憚って入内を控えた結果であることは明白である。同母弟の教通
































































左衛門督 任官時本官 位階 年齢 備考 
（日付：補任日） 
天暦 2 年 948 6 源高明 中納言 従三位 35 1/30 兼左衛門督 
天暦 7 年 953 5 藤原師尹 中納言 従三位 34 9/25 兼左衛門督 
天徳元年 957 13 藤原師氏 権中納言 従三位 45 4/25 転左衛門督 
安和 2 年 969 1 藤原頼忠 中納言 従三位 46 2/7 兼左衛門督 
安和 2 年 969 4 源雅信 参議 正三位 50 11/11 兼左衛門督 
翌年正月 中納言 
天禄 3 年 972 4 源延光 権中納言 従三位 46 左衛門督78 
天延 3 年 975 17 源重光 参議 従三位 53 4/26 転左衛門督 
翌々年 任中納言 
正暦 2 年 991 5 藤原顕光 中納言 従二位 57 9/21 左衛門督 
長徳元年 995 3 藤原懐忠 中納言 正三位 62 8/28 左衛門督 
長徳 3 年 997 5 藤原誠信 参議 正四位下 34 1/28 左衛門督 
                                                        
77 左衛門督の相当官位は初期には正五位上。延暦 18 年（799 年）に従四位下に上り、以後定着。相当官位が
従四位下ということは、従三位を帯びている者でも位禄の支給は、左衛門督の相当官位である従四位下の
分であるということで、左衛門督になったから帯している位階が従四位下に低下するという事は勿論ない。 
78 天禄 3 年条の延光条に「正月廿四日転。督大夫如元」（ここの転は転正で権中納言から中納言）とあるから、





長保 3 年 1001 9 藤原公任 中納言 従三位 36 10/3 転左衛門督 
寛弘 6 年 1009 5 藤原頼通 権中納言 従二位 18 3/4 左衛門督 
長和 2 年 1013 5 藤原教通 権中納言 正三位 18 6/23 兼左衛門督 




進。いま 1 人の重光は 2 年後ではあるが中納言になっている。唯一の例外の誠信は、失敗・失

























                                                        














天暦元年 947 2 源高明 権中納言 従三
位 
34 － 元右衛門督。6/6 兼右衛門督。
天暦 2 年 権中納言から転正
時、左衛門督。 
天暦 2 年 948 10 藤原師氏 参議 従四
位下 
36 天暦 9 年 1/30 兼右衛門督。天暦 9 年
（955）2/7 叙従三位。任権中
納言。「右衛門督如元」。 
天徳元年 957 8 藤原朝忠 参議 正四
位下 
48 応和 3 年 12/25 兼右衛門督。応和 3 年
5/4 中納言。「右衛門督如元」。 
康保 2 年 965 6 藤原朝成 参議 正四
位下 
49 天禄元年 12/14 兼右衛門督。 
天禄元年 970 4 藤原斉敏 参議 正四
位下 
43 ならず 1/28 兼右衛門督。正四位下右
衛門督のまま天延元年没。 
天延元年 973 4 源重光 参議 従三
位 
51 天元 2 年 翌々年  参議で左衛門督へ
転。 
貞元元年 976 13 源忠清 参議 従三
位 
46 ならず 永延 2 年 右衛門督、16 年 正
三位で没。 





督正暦 5年 9/8再び右衛門督。 
永祚元年 989 3 藤原道長 権中納言 従三
位 
24 － 3/4 右衛門督。2 年後正暦 2 年
権大納言になるまで右衛門
督。 
正暦 2 年 991 2 源時中 参議 正三
位 








23 正暦 3 年 8/28 右衛門督。ほぼ同時に任
権中納言。 
正暦 5 年 994 2 源伊陟 権中納言 正三
位 
58 － 9/8 右衛門督。 




39 長徳元年 8/28 任権中納言と同時に「即
右衛門督」。  
長徳 2 年 996 6 藤原公任 参議 正四
位下 
31 長保 3 年 7/14 遷右衛門督。中納言にな
ってすぐ長保 3 年 10/3 には
転左。 
長保 3 年 1001 9 藤原斉信 権中納言 従三
位 
35 － 8/25 権中納言になってすぐ
の 10/3 に右衛門督。寛弘 6 年
3/4 権大納言になるまで右衛
門督。 
寛弘 6 年 1009 8 藤原懐平 参議 正三
位 
57 長和 2 年 3/4 右衛門督。長和 2 年から
長和 5 年 4/18 64 歳で辞督ま
で足かけ 4 年 権中納言で右
衛門督。 
長和 5 年 1016 2 藤原頼宗 権中納言 従二
位 
24 － 4/28 兼右衛門督。 







































                                                        





























島本）」においては、内大臣の異母兄弟は左衛門督ではなく左兵衛督なのである。（乙女 33 ウ 5
行目「とみすのうちゆるしたまはす左兵衛督権中」。） 





























                                                        
82 『源氏釈』 藤原伊行著。平安時代末期成立。 
83 『紫明抄』 素寂著。鎌倉時代成立。 
84 『河海抄』 四辻善成著。南北朝時代成立。 
85 『花鳥余情』 一条兼良著。15 世紀成立。 
86 『細流抄』 三条西実隆の講義をその子の公条筆録。1510～13 年に成立。青表紙系統の本文による最初の注
釈書。 
87 『岷江入楚』中院通勝著。安土桃山時代成立。諸注を集成し、三条西家の説や自説を加えたもの。 









































































































                                                        
91 「例の舞姫どもよりはみなすこしおとなびつつ」（新編③63 頁）。 































                                                        
94 「良清、今は近江守にて左中弁なるなん奉りける」（新編③少女巻 59 頁）。 
95  例外には伊周があるが、伊周は永延 3 年（989 年）4 月 5 日藤原道隆在世中に従四位上右中弁になり、10 
月 15 日には正 4 位下、正暦 2 年（991 年）の正月 26 日には 18 歳の若年で左中弁を経ずに、右中弁から
いきなり参議に引き上げられた。 
96  惟光は梅枝で参議に昇っていたことが知られる（新編③408 頁）。 
97  任官の慣例をあげた『官職秘抄』に「参議。有七道。蔵人頭。大弁＜為位階上臈者先以大弁任之＞。近衛
中将。有年労左中弁。式部大輔、為帝王ノ師者。七箇国合格受領。散三位等也」とあって、左中弁は直接





 藤原佐理は天禄元年（970 年）11 月に従四位下となり、天禄 3 年 12 月に左中弁。天延 3 年
（975 年）正月従四位上、同年 10 月紀伊守となった。貞元 2 年（977 年）正四位下に叙せ
られ、天元元年（978 年）35 歳で参議に昇った。佐理は故太政大臣実頼の孫であり、出自
はよかった。 
 源扶義は、永祚 2 年（990 年）8 月 30 日に従四位下に叙せられ同日、左中弁に任ぜられた。
正暦 3 年（992 年）12 月正四位下に叙せられた。そして、正暦 5 年 8 月参議となった。源
扶義も故左大臣の孫であった。 




かった。忠輔は安和元年（968 年）文章得業生になり、東宮学士を経て寛和 2 年（986 年）
大学頭。永延元年（987 年）権左中弁、正暦 4 年（993 年）正月、従四位上に、11 月に正
四位下に叙せられた。正暦 5 年 9 月左中弁に転じ、長徳 2 年（996 年）左中弁 9 年の労を
もって参議となった。53 歳だった。（以上 4 人『公卿補任』による。） 
 














                                                        
























































 按察使大納言になった年 左大臣になった年 
藤原仲平 延長 6 年（928 年） 承平 7 年（937 年） 
源高明 天徳 2 年（958 年） 康保 4 年（967 年） 
源雅信 天禄 3 年（972 年） 天元元年（978 年） 
源重信 永観元年（983 年） 正暦 5 年（994 年） 





4 年 2 か月後に左大臣になっていても不自然はない。 


















 藤原良世 寛平 8 年（896 年）7 月 16 日 同年10112 月 25 日致仕 
 藤原在衡 安和 2 年（969 年）正月 27 日 同年 10 月 10 日致仕 
 藤原頼忠 貞元 2 年（977 年）4 月 24 日 翌年天元元年 10 月 2 日任太政大臣 















に 2 人の娘がいたことになる。） 
                                                        
100 天皇あるいは東宮に姉妹二人を同時に配することはしないが。 

















真木柱巻（光源氏 37 歳の 10 月～38 歳 11 月）は、いわゆる玉鬘 10 帖の終わりに位置する巻












































































 小学館新編③21 頁、「夕霧は童殿上していたので（澪標２284 頁）宮中に『還』るとした」。 




































時代、おおむね五位蔵人 3 人、六位蔵人 4～5 人で、頭 2 人を入れて総勢 10 名で業務はフル回








① 藤原伊周104（14 歳）。権大納言道隆の息子。寛和 3 年（永延元年）987 年 10 月 17 日、五
位蔵人に補任。しかし、伊周は 3 か月も経たない翌年の正月 7 日に従四位下となって蔵人所
を去った。初めから、在任は短期が予定されていたと考えられる。 







                                                        















ともいわれている。道雅は、結局、寛弘 4 年（1007 年）正月から寛弘 6 年（1009 年）正月ま
で丸 2 年五位の蔵人を務めた。 
③ 藤原能信（16 歳）。道長の四男で明子腹。寛弘 7 年（1010 年）2 月、蔵人に補せられた。







① 藤原家保（15 歳）。家保は白河院の乳母子の藤原顕季の次男であった。 





③ 藤原顕頼（14 歳）。嘉承 2 年（1107 年）に補任。父の顕隆は白河院の近臣。 
④ 藤原定経（10 歳）。仁安 2 年（1167 年）に補任。藤原（吉田）経房の息子。父の経房は実
務に有能な官僚で、永万 2 年（1166 年）六条天皇の五位蔵人、仁安 3 年（1168 年）高倉天皇
蔵人で、建久 9 年（1198 年）に権大納言まで昇ったが、もとは摂関家の家司であった。 
⑤ 藤原邦兼（11 歳）。仁安 2 年（1167 年）補任。 
⑥ 藤原為賢（11 歳）。仁安 2 年（1167 年）補任。 
⑦ 高階経仲（11 歳）。仁安 3 年（1168 年）補任。経仲の父の高階泰経は後白河院の院司・別
                                                        






人数は膨れ上がっていた。仁安 2 年（1167 年）六条天皇の蔵人にはこれらの幼年蔵人を含め











歳、例外中の例外で 3か月だけの蔵人となった伊周さえ 14 歳にはなっていた。数え 16 歳は現












                                                        
107 例えば、藤原家保は嘉保元年（1094 年）6 月 13 日に補任して、7 月 16 日には去った。藤原顕頼は 12 月 9
日補で正月 24 日去、為賢は 9 月 6 日補で 10 月 20 日去、定経は閏 7 月 12 日補で 9 月 5 日去、高階経仲は




















































ぐりつけでまどはせこそせめ。       （新編 331-332 頁） 
 


















































































は多い。これに対して、非蔵人はわずか 8 件しか見出せなかった。寛弘 5 年（1008 年）までに
は 3 件、長和 5 年（1016 年）までを入れても為理、左衛門尉成行、藤原登任、藤原範永の 4 人
だけである。この 4 件を調査する。 
 
① 為理  
寛和元年（985 年）10 月 25 日、大嘗祭の御禊の殿上の留守を、仰せによって非蔵人の縫
殿助の為理が勤めたという（『小右記』）116。この時代の「為理」を探すと、菅原為理がいる
                                                        
113 非蔵人・所雑色から蔵人に補せられた例は史上何例も確認できる。 
114 『職原抄』下「蔵人所」に「非蔵人。无員数。重代ノ諸大夫ノ中。未ル補セ蔵人ニ之間先遂ク昇殿ヲ。此ヲ云
非蔵人ト。又云非職之者ト。不奉行セ公事ヲ。不着禁色ヲ」（群書類従本 630 頁）とある。 







118）。寛和元年（985 年）の非蔵人の縫殿助為理は正六位だが、この人物が正暦 4 年（993 年）
には従五位下であっても、同一人物としておかしくはない。非蔵人の縫殿助が菅原為理だっ
たとすると父親は菅原輔正で、輔正は天暦元年（947 年）26 歳で文章得業生となって以来学
者畑を歩み、安和元年（968 年）に昇殿を許されている。正暦 3 年（992 年）従三位の非参議
となり長徳 2 年（996 年）には参議となったが、寛弘 4 年（1007 年）83 歳で参議を辞して、
代わりに息子の為理の三河守を願い出ている。輔正は没後正二位を追贈された人物であるが、
寛和元年（985 年）には 64 歳で太宰大弐兼式部権大輔だったから、この勅使が菅原為理なら
ばこの非蔵人は太宰大弐の息子であったことになる。 
② 左衛門尉成行 
寛弘 5 年（1008 年）10 月 16 日、一条天皇の上東門院へ行幸にあたって、「左衛門尉成行
＜非蔵人＞」が、蔵人左兵衛尉惟任と共に大床子を舁いて南階より退下した（『小右記』）。
（実資はこれを大失なりと批判している。）この時代の「成行」は、高階成行であろう。高階
成行は長和 3 年（1014 年）正月には丹後守になっている（『小右記』）。また、万寿 4 年（1027
年）3 月 16 日条で春宮大進に任じられている（『小右記』）。娘は菅原孝標と結婚して、『更級
日記』の著者の継母となっている。 
③ 藤原登任 
長和 2 年（1013 年）正月 15 日、非蔵人から蔵人に登用された（『小右記』）。藤原登任は公
任の家人らしい。『栄花物語』において、藤原教通室となっていた藤原公任の娘が出産にあた
って、しばしば登任の三条の邸宅に移っていたとの記載がある（新編 48-49 頁など）。 
④ 藤原範永 
『御堂関白記』長和 5 年（1016 年）年 12 月 25 日条「蔵人を定む。文章生平範国、本雑
色。藤原範永、本は非蔵人。雑色に橘成任、本は所の衆」119（下線引用者）。範国は文章生に
                                                        
117 この時代にはもうひとり「ためまさ（為雅）」がいる。こちらの為雅は、藤原文範の次男で、文範は寛和元









118 『天満宮託宣記』（群書類従本 167 頁）にも贈太政大臣の勅使として、為理の記載がある。 
119 読み下しは摂関古記録データベースによる。  
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蔵人所には非蔵人の他、蔵人所雑色もいた。『貞信公記』承平 2 年（932 年）5 月 18 日に蔵
人所の雑色 5 人が定められ、また同年 11 月 4 日に平時常と藤原有茂が蔵人所の雑色となった
という記述がある。平時常と藤原有茂については出自は明らかではないが120、前述（イ）で挙


















① 藤原修政（蔭子・元蔵人所衆。『蔵人補任』） 正暦 4 年（993 年）正月 9 日六位蔵人に補
任。『権記』の正暦 4 年正月 9 日の昇殿の記事には「蔭子藤原修政＜所の雑色＞」。 
② 重家 長徳元年（995 年）8 月 1 日雑色見任。 









③ 源方弘（あるいは奉光と同一人物か） 長徳 2 年六位蔵人補任。文章生・元蔵人所雑色。 
④ 橘行資 長徳 2 年補任 元蔵人所雑色。 
⑤ 藤原季任（元蔵人雑色） 寛弘 6 年（1009 年）正月補任。 
⑥ 源頼国（進士・元蔵人雑色） 寛弘 6 年正月補任。酒呑童子退治で知られる頼光の長男。 
⑦ 藤原章信 寛弘 8 年（1011 年）正月 8 日六位蔵人になったが、半年もたたない 6 月の一条
天皇の譲位ともに院（一条）の蔵人なった。寛仁 4 年（1020 年）には右衛門権佐正五位下
（『検非違使補任』）として、2 月 5 日、こんどは五位蔵人となった。 
⑧ 藤原頼成 寛弘 8 年（1011 年）正月蔵人所雑色となる。具平親王のご落胤といわれる。 
 
上記のうち、①の修政は蔭子として叙位されているが、父親は藤原為頼（『尊卑分脈』）で、
長徳 4 年（998 年）に従四位下で没している。為頼は師貞親王（花山院）の側近だったが、花
山院退位とともに出世の道は止まっていた。為頼は紫式部の伯父である。修政自身も公卿に昇
ることはなかった。②の「重家」については『朝野群載』第五／朝儀「蔵人所月奏」長徳元年
（995 年）8 月 1 日に「雑色正六位上 重家」という記述がある（姓の記載はない）。この重家
は、藤原顕光の長男で承香殿女御元子の兄にあたる人物と考える。顕光の長男重家は長徳 5 年




は 19 歳だった（長保 3 年［1001 年］には出家してしまい父を嘆かせる）。長徳元年（995 年）
には顕光は新大納言であり、この月奏の時点では、新大納言の嫡男が正六位上蔵人所雑色であ
った可能性が高い。⑧の頼成は母の身分が低いため藤原伊祐の養子となったが、具平親王ご落








蔵人所には、非蔵人・雑色の他、蔵人所衆という職もあり、一条朝では正暦 4 年（993 年）




































                                                        
124 翻刻は『摂関古記録データベース』による。 















前述『権記』 正暦 4 年（993 年）正月の記事にあったように蔵人所の雑色、橘為義も文章生で













時、必ずしも非蔵人・雑色の順ではない（前述『御堂関白記』寛弘 4 年正月 13 日条）。しかし、
その例は少なく『春記』長久元年（1040 年）正月 12 日条での蔵人昇任人事にあたっては、ま
ず非蔵人からの候補を、ついで雑色からの候補について述べているので、公式には非蔵人のほ
うが蔵人に近い位置にいるようだ128。今まで挙げた非蔵人の経験者には上級の貴族の子弟が含
                                                        
126 賦詩。進士・秀才蔵人選抜試験であったという（岸野幸子 1998）。 

































例えば、貞観 2 年（977 年）の雅信の任右大臣以降、長和年間までに大臣にまで昇った人物は
皆、大変高い家柄の出自であったが、これら 8 人、雅信、為光、道隆、重信、道兼、伊周、顕

















年）生まれで、天暦 6 年（952 年）正月 7 日従五下（「延木御給」）。天暦 9 年（955 年）10 月
1 日侍従となったが、『公卿補任』によれば、天徳 2 年（958 年）8 月 27 日に昇殿とある。（天
暦も天徳も村上天皇の元号で代替わりはない）。また一世源氏である自明は承平 4 年（934 年）
正月 7 日従四位上。天慶 2 年（939 年）12 月 27 日侍従となったが、これも『公卿補任』によ












                                                        
129 このうち孫王賜姓した雅信と重信は従四位下直叙。他の 6 人のうち公季（正五位下）以外は従五位下であ
った。 

































友自身が権門の子で内舎人となったわけではない。清友は内舎人となった 3 年後（32 歳）、正
五位下で病没している。清友の孫で、従一位を遺贈された右大臣氏公の長子の中納言岑継は天






















天平 9 年 737 藤豊成  養老 7 年 任内舎
人 
武智麿 贈太政大臣 中納言 
天平 15 年 743 藤仲麿 38 自内舎人遷大学允 武智麿 贈太政大臣 中納言 
延暦 13 年 794 藤乙叡 31 宝亀 9 年 内舎人 継縄 右大臣 従三位兵部卿 
延暦 21 年 802 藤緒嗣 29 即授正六位上。補
内舎人 
百川 贈太政大臣 贈右大臣 
弘仁元年 810 藤道雄 53 延暦 8 年 内舎人 
19 歳 
小黒麿 大納言 中納言 




天長 3 年 832 藤継業 49 延暦 15 年 擢自内
舎人 
百川 贈太政大臣 贈右大臣 
承和 7 年 835 和気真綱 58 延暦 25 年 任内舎
人 22 歳 
清麿 正三位民部卿 従三位民部卿 
承和 11 年 844 藤長良 43 弘仁 13 年 内舎人 冬嗣 贈太政大臣 右大臣 
承和 11 年 844 橘峯継 41 天長 6 年 内舎人 氏公 右大臣 正四位下宮内
卿兼但馬守 





貞観 12 年 870 藤良世 49 承和 8 年 内舎人 冬嗣 贈太政大臣 贈太政大臣 




天慶 2 年 939 伴保平 73 寛平 3 年 内舎人 春雄 （従四位下播
磨守） 
（従五位下？） 













                                                        
137 藤原継業のみ従三位非参議に叙せられた年。他は任参議。 



































142 天安 2 年（858 年）摂政藤良房が内舎人 2 人・近衛 4 人の随身を賜っている。一条朝では兼家、道隆、道
長が内舎人を随身に賜っている。 



























































































                                                        
149 『江家次第』（十、十一月節会次第）「久停止事」に「舞姫舞於舞台事」とあり、舞姫が舞台において舞う
ことは久しく停止されていたという。 




















































晴れの日の特別衣装としては「唐装束」という言葉が『中右記』長治元年（1104 年）8 月 6
日に初見する。御八講の結願前日に舞楽などがあった際、右大臣が唐装束であったという。「染
装束」という言葉も見える。「昨日と今日、禁色を許された人たちは染装束を着たりしていた

















記抄』仁平元年［1151 年］11 月 17 日条「今夕五節参内、師長未蒙聽直衣之宣旨、束帯参入、











































































                                                        
154 但し、少女巻の五節の時点では夕霧は未だ文章生の前段階の擬文章生になったばかりであるが。 















































の大嘗会では 5 人の舞姫のうち 3 人までを清盛の子息たちが献上して、栄えゆく平家一門の威
勢をみせつけた。清盛が起こした治承 3 年（1179 年）の政変の夜、宮中では五節舞が舞われて





『平家物語』には五節、または、新嘗祭、大嘗祭は次の 5 か所156に登場する。  
a. 巻第一 殿上闇討 
b. 巻第一 東宮立 





c. 巻第五 五節之沙汰 
d. 巻第六 祇園女御  
e. 巻第十 大嘗会之沙汰 
 
a.「殿上闇討」  長承元年（1132 年）（旧大系㊤84-88 頁） 
「殿上闇討」に描かれる五節は忠盛の得長寿院の寄進により内裏の昇殿が許された年のも






本章第 2 節で詳述する。 
b.「東宮立」  永万元年（1165 年）（旧大系㊤115 頁）  
六条天皇の父二条院崩御（23 歳）により大嘗会が行われなかったというだけの記述。この
時即位した六条天皇は 2 歳（長寛 2 年［1164 年］11 月 14 日生まれ）で生後わずか 7 か月157
だった。 
c.「五節之沙汰」  治承 4 年（1180 年）（旧大系㊤378 頁）  
安徳天皇はこの年、治承 4 年の 4 月に即位の礼を行っているので、大嘗会は年内に行われ
るのが原則である。そこで大嘗会をどこで行うか、7 月から 8 月にかけて侃侃諤諤の議論が
あった158。福原で行うことは福原を正式に京と位置づけることになるので、清盛は勿論福原
挙行を主張し、九条兼実は平安京での催行を主張した。『平家物語』は、福原には大極殿も豊
                                                        
157 この間に閏月はない。  
158 新嘗祭が内裏に移っても、大嘗祭は大極殿、その豊明節会は豊楽院で開催されてきた（いずれも焼亡まで）。





『台記』康治元年（1142 年）11 月午日、大極殿で雨儀を用いた。 
『兵範記』仁安元年（1166 年）11 月 18 日戌午、東福門と昭訓門の名が見える。いずれも朝堂院内の大極
殿横の門の名。 







祇官で行われた。それでも福原への行幸があり、11 月 17 日丑の日に舞姫の参入、18 日寅日
に淵酔、19 日卯日に童女御覧、20 日辰の日に豊明節会と五節舞が福原で挙行された。この
時の福原での五節の様子は『吉記』に詳しい。11 月 18 日に福原の内裏で丙寅の日殿上の淵
酔があり、≪万歳楽≫の乱舞もあったが、勧杯すべき人たちが参上せず違例の多い淵酔とな
った。11 月 23 日には安徳天皇は平安京還都へ向け福原を後にした。 






























                                                        
159 「しかるを、この福原の新都には大極殿もなければ、大礼をおこなふべきところもなし。（中略）今年はた
だ新嘗会・五節ばかりあるべきよし公卿僉議あ（ッ）て、なを新嘗のまつりをば、旧都の神祇官にしてと




























平忠盛の国司歴   
永久 5 年（1117 年） 伯耆守 従五位下 （『長秋記』、『中右記』） 
（おそらく 6 月 28 日以前に伯耆守藤原家光が死去。その後を受けたと思われる。） 
元永 2 年（1119 年） 伯耆守 11 月 13 日、19 日見任 （『長秋記』、『中右記』） 
保安元年（1120 年） 越前守 11 月 25 日補任   （『中右記』） 
大治 2 年（1127 年） 越前守 11 月 15 日見任   （『中右記』）  
大治 2 年（1127 年） 備前守 12 月 20 日補任 （『中右記』） 
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長承元年（1132 年） 備前守 正四位下 正月 19 日重任 （『中右記』160） 
保延 2 年（1136 年） 美作守 見任  （『平安遺文』2339） 
天養元年（1144 年） 美作守 正月 24 日見任 （『国司補任』） 
 （同じく正月 24 日 藤原有成が任美作守） 
天養元年（1144 年） 尾張守 9 月 29 日見任 （『平安遺文』2536） 
久安元年（1145 年） 尾張守 7 月 9 日見任（兼右京大夫。忠盛か）（『平安遺文』2558） 
久安元年（1145 年） 播磨守 10 月 28 日見任 （『国司補任』） 
久安 5 年（1149 年） 播磨守 正四位上平忠盛 4 月 3 日重任 （『本朝世紀』） 
仁平元年（1151 年） 播磨守 正四位上平忠盛 2 月 2 日辞161 （『公卿補任』 
 
保安元年（1120 年）7 月 12 日忠盛は「伯耆守」であるが、同年 11 月 25 日の臨時除目で「越
前守」に遷任した（『中右記』）。天治元年（1124 年）11 月 16 日には「越前守」忠盛が五節を献
上しており（『中右記目録』）、大治 2 年 11 月 15 日には『中右記』記主藤原宗忠の五節献上に
対して忠盛が綿 50 両を送っているが、忠盛はこの時まだ越前守162であった。それから約 1 か
月後の 12 月 20 日に行われた秋の除目で、「備前守」となった（『中右記』）。長承元年（1132 年）
正月 19 日には備前は因幡、武蔵が重任を許されている（『中右記』）。『中右記』のこの日の条の
備前に姓名はないが、同年 3 月 22 日条には「備前守忠盛朝臣」163とあるので、重任された備
前守が、この日に先立って鳥羽院に得長寿院を寄進した備前守忠盛であったことは確実である。
保延元年（1135 年）8 月 19 日にも忠盛は備前守であるが（『中右記』）、翌年 2 月 11 日付の『平
安遺文』（2339）の中務大輔美作守平朝臣は忠盛とみられる。翌保延 3 年（1137 年）10 月 12 日
にも美作守平忠盛が東大寺御封に対する濫行に沙汰する下文を出している（『平安遺文』2377）。
保延 5 年（1139 年）3 月 23 日にも美作守平忠盛は東大寺御領に関して下文を出している（『平
安遺文』2407）。保延 6 年 4 月も造八幡宮国司等に美作守忠盛の名がある（『後愚昧記』応安 4
年 5 月 19 日条）。天養元年（1144 年）正月 24 日には美作守は忠盛から藤原有成に交替になり、
忠盛は 9 月 29 日には尾張守に見任している（『平安遺文』2536）。しかし、「尾張守平朝臣」で
あって、名前はない）。久安元年（1145 年）7 月 9 日には見任の尾張守右京大夫が忠盛とみな
されており、同年 10 月 28 日には忠盛は播磨守である（『国司補任』）。4 年後の久安 5 年（1149
年）4 月 3 日には正四位上の忠盛は大国播磨を重任した。仁平元年（1151 年）2 月 2 日 56 歳で
播磨守を辞して、仁平 3 年正月 13 日に没した。 
                                                        
160 重任者の姓名は欠くが、3 月 9 日、22 日に忠盛が見任。 






忠盛は途切れることなく国守を歴任しているが、国の数は 66（＋2 島）で任期は 4 年164だか
ら単純平均で年に 16～17 しか国守に空きは出ない。そのうえ、蔵人、検非違使、式部、民部、
外記、史の巡爵に加えて、（毎年ではなくても）検非違使、大蔵丞、織部正などの巡によって 7











年）、長承 2 年（1133 年）に亘って守は正四位下の源有賢が在任している166。したがって、堂
の供養時には欠国ではなかった。『国司補任』（平治元年［1159 年］まで所収）及び『国司一覧』
の但馬国には忠盛の名は見えないが、忠盛の父正盛は天仁元年（1108 年）正月 24 日から、天
永元年（1110 年）丹後守に遷任するまで但馬守だった。『平家物語』の忠盛の但馬守は父正盛






忠盛は天養元年（1144 年）皇后宮得子が白河殿に移徒した際の行事を勤めた賞として 10 月




進を果たせないまま、仁平 3 年（1153 年）正月 15 日に（58 歳）で没した。公卿は夢だったと
しても、大国の受領を歴任し、位階も上昇していく過程で忠盛は昇殿を切望した。まずは院へ
の昇殿、そして究極は内裏の昇殿であった。それは平家の棟梁としての忠盛の悲願であったろ
                                                        



















3 年（1106 年）には 47 人、忠盛・清盛の時代よりは後になるが、土御門天皇の時は 100 余人、
順徳朝は 70 余人であったという169。 
武士としては、源義家が既に承徳 2 年（1098 年）に院の昇殿が許されていた。しかし、義家
















                                                        
168 『平安時代史事典』「殿上人」（大津透）。 
169 『国史大辞典』「殿上人」（橋本義彦）。 


























水の臨時祭は、天慶 5 年（942 年）平将門・藤原純友の乱平定の報賽に臨時に勅使を立て歌舞
を奉ったのが始まりで、天禄 2 年（971 年）からは毎年の行事になった。恒祭に対して臨時祭
は天皇個人の祈願祭祀の傾向が強い。一方、賀茂の臨時祭は寛平元年（889 年）、宇多天皇が始





                                                        



























































「不召一舞」の「一舞」というのは、最初に 2 人で舞う舞で、『枕草子』136 段にも「一の舞の
















忠盛はこの前年の元永 2 年（1119 年）11 月の賀茂の臨時祭で新たに舞人となっていた。これ




線付加）とある。忠盛は天永 4 年（1113 年）には従五位下に叙せられていたので（盗賊追捕し
た功）（『長秋記』174 3 月 14 日条）、五位の舞人として六位の蔵人より先に名が来てよい。しか
し、六位でも蔵人なら昇殿している。すると、元永 2 年（1119 年）賀茂の臨時祭では新舞人忠
盛は、舞人の中では六位の蔵人を除いて最下位の位置づけであった。＜地下＞の付記はないが、
昇殿するのは 3 月の石清水臨時祭の際だから、新舞人となった前年（元永 2 年）11 月賀茂臨時
祭にはまだ地下であったことになる。『玉葉和歌集』の詞書のある昇殿の喜びの歌はまずもっ














                                                        
174 『長秋記』記主 源師時 1087（寛治元）～1136 年（保延 2）。朝廷の儀式・礼法に詳しい。源師時は中納
言。当時の社会的事件など記録の範囲は多様。天永 2 年（1111 年）以降が現存。 
175 「道施光花」、宗忠はこの褒め言葉が好きであったらしい。『中右記』に何回か見られる。例えば『中右記』





























内裏昇殿を許されたのは 3 月 22 日直前である。長承元年の石清水臨時祭は 3 月 15 日に行われ










3 月 22 日条の「備前守忠盛朝臣入来云、被聴内昇殿之後、今日初供御膳也、此人昇殿猶未曽有
之事也」にある。『中右記』は、この時「此人昇殿猶未曽有之事也」と記し、貴族たちの多くが
「この人の昇殿など前代未聞」と思ったことも伝えている。 
前述のように、この年長承元年の石清水の臨時祭は 3 月午の日（15 日）であった。以下が














議が使を勤め、舞人は四位のものが 4 人、五位が 4 人、六位が 2 人出るが177、代始めでない通
常の年の臨時祭においては、使いこそ四位のものが選ばれるが、舞人は五位と六位から出る。
長承元年の天皇は崇徳であるが、即位は保安 4 年（1123 年）であったから長承元年は代始めで
はなく、四位の舞人は不要である。忠盛は大治 5 年（1130 年）正月 7 日に鳥羽院の御給によっ
て正四位下に叙せられている。この時の『中右記』の記述も「人々驚耳目」と続け、例のない
昇進ぶりと受けとめられた。忠盛が従四位下になった年月は不明であるが、大治 2 年（1127 年）
備前守になったころではないかと考えられている。もし、四位の忠盛が舞人であったら、五位
の蔵人が位階を理由に名誉の一の舞を務めて、これが「依階也」と書かれるはずはない。 
元永 2 年（1119 年）11 月、忠盛が舞人となった時、『長秋記』の 11 月 13 日条には「伯耆守
平忠盛入臨時祭舞人云々、世以不許」とあるように、すぐ行われる賀茂臨時祭に忠盛が舞人に
                                                        
176 大日本古記録『中右記』には長承元年 11 月の記事はない。 




































                                                        































保安元年（1120 年）、忠盛の名は 9 人の舞人のなかの 4 番目に挙がっている。前年 11 月の賀
茂の臨時祭では忠盛の名は最後から 3 番目であった（前項（イ）で引いた『中右記』元永 2 年
11 月 19 日条にある舞人を再掲すると「少納言忠能、兵衛佐忠隆、依為位階上臈為一舞、季成、
公教、公隆、＜新舞人＞、顕頼、忠盛＜馬権頭、伯耆守、新舞人＞、蔵人顕憲、国能、四位陪従





いる。この時、次に名がある顕頼は藤原北家の息子で既に永久 3 年（1115 年）3 月 24 日に 22
歳で昇殿している。公章は不明だが、次の藤原公教の父は太政大臣にまで上る三条家の実行で、
保安元年現在 18 歳。保安元年（1120 年）には忠盛は 4 番目に名がある。しかし、名が 4 番目
にあったからといって、殿上が許されていたとは限らない。舞人の列記は殿上非殿上の順でな












ろう）。一の舞は通常、上臈 2 人が舞うのだが、位階 2 番の侍従宗成は殿上人であったが、最
上臈の兵衛佐能賢が非殿上であったので、一の舞は行われなかったというのだ。舞人最上臈が
地下であることもあったのである179。 
忠盛は、この翌年の保安 2 年（1121 年）には石清水臨時祭の舞人の中にいない。保安 2 年の
石清水臨時祭の舞人の名は「石清水臨時祭定文」（『朝野群載』保安 2 年 2 月 30 日）にあるが、
忠隆、経親、季成、公教、公隆、俊隆、長輔、家長、盛行、範隆で定例の 10 名である。忠盛は
あるいは従四位下になって舞人を外れたのだろうか。忠盛が従四位下に叙せられた年は未詳だ
が、保安 2 年では少し早すぎるように思われる。忠盛は天永 4 年（1113 年）に従五位下に叙さ
れて、足かけ 5 年後の永久 5 年（1117 年）でも従五位下である。このころは、まだ武士台頭の
時代であり、院寵臣の武士の子供たちが幼年で叙爵したり受領になったりする時代はまだ来て
いない。武士たちがやっと院と結んで政治の舞台に足がかりをつかんでゆく時代に、永久 5 年
                                                        
179 この 2 年後の永久 2 年（1114 年）には石清水臨時祭は 4 月 25 日に行われた。この年には能賢は院殿上人







からたった 4 年で従五位下から従五位上、正五位下を経て、保安 2 年に従四位下以上に駆け上
っていたとは考えにくい。なお、忠盛が従四位上に昇ったのは大治 4 年（1129 年）正月 6 日、









と考えられているようである。正盛は『国司補任』では保安元年 12 月 14 日に讃岐守に任じら
れて保安 2 年正月 26 日には讃岐守見任であり生存していた。もし、正盛が保安 2 年の 2 月か










すると結局、忠盛の院の昇殿は保安元年（1120 年）、保安 3 年（1122 年）、 保安 4 年（1123
年）のいずれかとなるが、そのうちどの年であるか決定的な決め手はない。しかし、忠盛には
元永 2 年（1119 年）11 月に初めて舞人となった賀茂臨時祭では明らかに地下であり、保安元年
（1120 年）3 月石清水臨時祭舞人の列記には、国忠という人物には地下の付記があったが忠盛
にはないこと183、前年 11 月の忠盛の舞は人々から賞賛されたこと、舞人は殿上人が望ましか
                                                        
180 この年 12 月の賀茂臨時祭の舞人の記録は見つからないが。 
181 高橋昌明は正盛の死を保安 2 年 4 月 2 日と推定する（高橋正明 2004：121）。もし、正盛の死が急逝でな
く、しばらくは病床にあったとしたら、神事奉仕の前は病人の見舞いも慎むものだから、嫡子忠盛が保安





















（ホ）  白河院の昇殿か鳥羽院の昇殿か 
 
もう一つ別の問題もある。忠盛が仕えた院は 1 人だけではない。忠盛を引き立てた白河院が








位である。忠盛は大治 5 年（1130 年）正月 7 日に正四位下に叙せられているので、それ以降に
舞人となることは、大嘗祭以外ではあり得ない。忠盛が従四位下に叙せられた年は不明である
















（４） 内裏昇殿への悲願 忠盛の舞姫献上 
 
天治元年（1124 年）、越前守であった平忠盛は舞姫を献上した。殿上闇討に先立つこと 8 年











せている（『中右記』大治 2 年［1127 年］11 月 15 日条）。 
 久寿 2 年（1155 年）11 月 25 日、藤原公長が父権中納言季成の舞姫献上によって昇殿を許
されている（『兵範記』）。 
 治承 4 年（1180 年）舞姫を献上した因幡守隆清は同年 11 月 6 日に昇殿を許されている
（『山槐記』11 月 6 日条）。 
 治承 4 年（1180 年）11 月 7 日、伯耆守基輔と中務権大輔経家も昇殿を許されているが、
                                                        




4 年 11 月 15 日条）。但し、翌年は諒闇となり、翌々年の大嘗会は献上者名が見出せず、さ
らに次の年の五節は停止になったのでこの 2 人の献上は確認できていない。 












殿上申しけるにせざりければよめる  平忠盛朝臣  
  おもひきや雲井の月をよそにみて こころのやみにまどふべしとは 










                                                        
185 「保家＜基家卿子＞。望申昇殿、奏院之処、今度五節次第太奇恠、仍不可被許欤云々」（『玉葉』文治 2
年 11 月 22 日条）。 
186 『金葉和歌集』第 5 勅撰和歌集。白河院の命により源俊頼撰。白河院の院宣は天治元年（1124 年）で初度
本は同年末に選進されたが却下され、結局、三度撰進されて 1126 年に受理された。 
187 これは『金葉和歌集』の三奏本のもの。二奏本では歌番号は 571。  
188 二奏本では「殿上申しけるころ」。 





















身のうさをおもひいりえの山のはに われもろともにたちかくれなむ 『忠盛集』118 
 










                                                        





元永元年（1118 年）正月 18 日  安芸守補任 
天治 2 年（1125 年）正月 15 日  三河守遷任 
天承元年（1131 年）12 月 24 日  丹後守補任（元三河守） 
長承 3 年（1133 年）12 月 19 日  丹後守見任  




などからは元永元年（1118 年）以前の受領の記録が見出せない。忠盛は長承元年には 36 歳で































のだった。『中右記』（史料大成本）3 月 9 日条（白河千体観音堂供養習礼）に「堂＜備前権守
造営也＞」とある。実際には忠盛は備前の「権守」でなく、「守」であったが（『国司補任』な




間違いあるまい。）さらに『中右記』3 月 22 日条に「備前守忠盛朝臣入来云、被聴内裏昇殿之
後、今日初供御膳也、此人昇殿猶未曽有之事也」（下線付加）とあり、忠盛の内裏昇殿が未曾有
のことと受け止められていたことが知られる。 
『中右記』には、忠盛がこの 3 月 13 日の勸賞で内裏昇殿とともに「遷任宣旨」を得たとあ
る。遷任とは、別の国の受領に遷れるということであるが、大治 2 年（1127 年）12 月 20 日に
備前守になって、長承元年（1132 年）正月 19 日には備前守を重任されている193。忠盛は長承
元年 11 月現在備前守であり、そして 3 年後の保延元年（1135 年）にも備前守である。この年、




   百二十句本（国会本） 五節の起源は巻第五の 49「五節の沙汰」 
   城方本（八坂系）   102「殿上闇討」、511「五節之沙汰」（起源） 
   高野本 一の巻   「殿上闇討」、五の巻「五節之沙汰」（五節の起源を含む） 
  読み本系 
   延慶本（大東急文庫本） 
    第一本の 1   「平家先祖の事」。殿上闇討ちと五節の起源 
    第一本の 3   「忠盛昇殿の事付けたり闇討の事付けたり忠盛死去の事」 
   長門本 巻一   「殿上闇討」、巻十一「五節之沙汰」（五節の起源を含む） 
   源平盛衰記 巻第一  「五節夜闇打附五節始並周成王臣下事」 











『平家物語』の覚一本には堂の供養は「天承元年」（1131 年）3 月 13 日として、殿上闇討の
































が、3 月 13 日条の誤記であろう。大日本古記録『中右記』には長承元年正月の記述は何もない。 


































































2 年（1119 年）11 月には伯耆守で右馬権頭であった。右馬権頭を辞した年月日は不明だが、高
橋昌明は「忠盛はこの頃[備前守になったころ］備前守の他に左馬権頭を兼任していたらしい」



























                                                        
200 節会でなくとも、『平家物語』で、蔵人衛門佐定長が神器の返還をもとめて、囚われの重衡のもとへ向かう
時、院の御所から使いとして五位の赤色袍の束帯に帯剣している（「内裏女房」旧大系㊦242 頁）。 




















































































                                                        







































                                                        









様」の五節への登場時期に関して、沖本幸子は、『兵範記』で仁安 2 年（1167 年）の五節の卯
の日の建春門院（滋子）の淵酔で≪万歳楽≫のあと「白薄様」が舞われている記事を引用し、
これ以前の乱舞の記録に≪万歳楽≫以外（「白薄様」を含む）は登場しないことを指摘している













































（宴酔の語を含む）の語を検索すると209、仁安 3 年（1168 年）までに 56 件210、『権記』『春記』
などを含む摂関古記録データベースで、重複する『小右記』のすべてを除いて 5 件がヒットす
る。この他『兵範記』（長承元年［1132 年］～承安元年［1171 年］記載）には 17 件、『山槐記』
は（記載は仁平元年［1151 年］～建久 5 年［1194 年］ではあるが）19 件あった。（但し、これ
らのヒット数は単語の数の合計で、同一日の淵酔が複数で数えられている例を含んでいる。）
十分ではないにしても、何の分析や推測もできないほど過少ではない。記録類の検索をする限








                                                        
209 大日本古記録フルテキストテータベース。  





































                                                        
215 成実は承安元年 12 月 14 日に六位蔵人見任している（前年に名前はない）。仲基、惟頼、範光の 3 名も承
安元年に六位蔵人である。蔵人が従事する日中行事・恒例雑事・臨時急事等について橘広相（837～890）
が詳説した『侍中群要』五の五節行事の項に「寅日束帯」とある。しかし、蔵人は五位であるから、五節







文政 13 年［1830 年］写）では石帯も用いず、さらに略装になっている。（国立国会図書館デジタルコレク
ションでは、寅の日の殿上の淵酔はコマ番号 36-37、御前の召はコマ番号 48-49）。一方、京都大学附属図
書館所蔵『五節渕酔之屏風絵』（如慶法眼写）では、石帯着用が見える。殿上の淵酔はコマ番号 16、御前
召はコマ番号 20-21、豊明節会はコマ番号 24-25。 

















































仁安 3 年（1168 年）の 2 月 19 日に六条天皇が譲位して高倉天皇が即位した。六条天皇は二
条天皇の皇子だったが、天皇親政を目指す二条と、院政を敷く後白河の父子の確執の中、永万
元年（1165 年）、病を得た天皇二条はわずか 2 歳の息子の六条に強引に譲位してすぐ、翌月に
崩御していた。その翌年仁安元年（1166 年）10 月 10 日、後白河は自身の退位後にできた皇子
で、平滋子所生の 6 歳の憲仁の立太子に成功、仁安 3 年（1668 年）2 月には六条を 5 歳で退位
させ、憲仁（高倉）を 8 歳で即位させたのだった。高倉の母滋子は清盛の妻時子の妹である。
清盛は仁安 2 年 2 月 11 日太政大臣に就任220したが、3 か月後の 5 月 17 日に太政大臣を辞し、
後継者重盛に権限を委譲して表向きは政界から引退し、仁安 3 年 2 月 22 日に入道した。（但























（『兵範記』仁安 3 年 11 月 21 日条） 
 










                                                        
221 極官が正三位兵部卿。仁安 3 年 11 月現在は正四位下で蔵人頭。 
222 兼日：兼ねての日。期日より前の日、あらかじめ、日頃。 
223 「有限之公事」の有限については宮川久美の論文がある（宮川 2007）。「有限公事」については、『万葉集』












で、基房は、5 歳で退位させられた六条天皇の摂政だったが、代わって即位した高倉も 8 歳の
幼帝だったので、引き続き摂政を務めていた。『兵範記』では後白河が怒っている事を伝えてい


























等又束帯」（下線付加）。永久 2 年は 1114 年、予とは源雅兼で当時は五位の蔵人。 
226 この言い分は公卿としてはかなりもっともな言い分である。 






















11 月 21 日条で後白河の逆鱗に信範は「存心中周章」している。） 
この基房という人は、もともと自分の権威が傷つけられると激怒する性格だったとみられる。











                                                        







とにかく、その年の 11 月 21 日、右大将源朝臣（雅通）・大納言皇太后宮大夫左近大将藤原
朝臣（師長）は「不候帳台試」により、各々その官を解却されることになる。この時、基房の












かれてから、わずか 4 週間232も経たない 12 月 16 日に還任されたのである。当初から一時的な
















                                                        
231 午前 3 時ごろ。「暁」の呼び方と時刻については小林賢章（2003）に詳しい。 




























































頼盛・保盛の仁安 3 年の解官に至った事件を追ってみよう。まず、『兵範記』11 月 28 日条は
頭中将が後白河院に呼び出され、院は保盛の五節献上の次第を聞いた後、頼盛・保盛の親子の















を解官されたというのだ。頼盛・保盛は自身が解官されただけでなく、さらに翌月 12 月 13 日
                                                        
















だけのことではなく、仁安元年（1166 年）11 月 16 日にも、「五節不参」によって、故右大臣藤
原（徳大寺）公能の息子、実家（当時 22 歳）が蔵人頭中将などを解任されている（『公卿補任』
藤原実家）。しかし、実家も翌仁安 2 年（1167 年）2 月 11 日（つまり約 3 か月後240）に頭中将
に復して翌仁安3年2月17日に従三位に叙せられている（従三位の日付については異説あり）。
他の五節不参による解官処分がいずれも短期で許されたのに対し、5 つの職すべて解かれた頼





ここでまず知っておかなければならないのは、仁安 3 年には保盛は五節献上者の 1 人であっ
たということである。保盛は単なる参列者ではなく、五節行事の立役者というべき舞姫の献上
者であった。実際の献上者が終了後に不承引に問われること自体尋常ではない。この年は高倉
天皇の大嘗祭であったので舞姫は 5 人で、保盛を含めて次の 5 人が献上した。（この 5 人の献
上者たちについてはこの後の第 3 章「『平家物語』の時代の献上者たち」の仁安 3 年に詳述す
る。） 
 
公卿分 3 名 
① 権中納言藤原成親（31 歳）。成親は藤原家成の息子。永治 2 年（1142 年）正月 5 日に五位
（5 歳）。天養元年（1144 年）12 月 28 日に 7 歳で越後守になった。永万 2 年（1166 年）
正月から蔵人頭。仁安元年（1166 年）に従三位で公卿に列していた。 
② 平時忠（39 歳）。時忠は前年仁安 2 年の 2 月に参議で右衛門督になっており、この年仁安
3 年の 7 月 3 日に、検非違使別当に就任していた。よく知られるように時忠の姉の時子は
清盛の継室であり、この年の 3 月に皇太后となった滋子は妹である。 
③ 左大弁源雅頼（42 歳）。雅頼は長寛 2 年（1164 年）正月 21 日に参議に任ぜられ、永万元
年（1165 年）8 月 17 日から左大弁。仁安 2 年（1167 年） 2 月 11 日に従三位に叙せられ、
                                                        





仁安 3 年正月 11 日には正三位に昇叙されていた。 
 
受領分 2 名 
④ 能登守通盛241。通盛は、清盛の異母弟で頼盛からは異母兄である平教盛の嫡男。保盛から
みれば従兄弟である。仁安 3 年 3 月 15 日に正五位下、5 月 13 日から常陸介から能登守に
遷り、8 月 4 日に従四位下に叙せられている。生年は不明だが、久寿 2 年（1155 年）ごろ
の生まれかといわれる242。そうだとすると、仁安 3 年には 14 歳になる。実質的には、五
節は、この年参議となり正三位となった父教盛の経営であろう。 
⑤ 尾張守平保盛。保盛は忠盛の五男頼盛の息子（長子と思われる）で長寛元年（1163 年）正
月 24 日右兵衛佐並びに越前守、永万元年（1165 年）正月 5 日 従五位上、仁安元年（1166
年）12 月 20 から右兵衛佐兼尾張守、この五節の前年となる仁安 2 年閏 7 月 12 日に昇殿を
許され243、そして仁安 3 年正月 11 日に正五位下に叙せられていた。ところが、仁安 3 年












月記』の天福元年（1233 年）9 月 28 日条に、定家邸を訪れた右兵衛佐が「厳父之病、危急云々、
今年七十七云々」と言ったというのである。寛喜 2 年（1230 年）正月 25 日条の除目の項で「右
兵衛佐高頼」があり、傍書に「保盛卿子」とあるので、この傍書によれば厳父が保盛であるこ
                                                        
241 通盛（左兵衛佐）が正五位下となったのは仁安 3 年 3 月 15 日で（その時、能登守に遷った）、正五位下と
なったのは保盛より 2 か月遅いから本来、通盛が最下臈であるはずだが、日記類の史料を見る限り献上者
としては常に通盛が先に書かれている。 
242 『朝日日本歴史人物事典』（櫻井陽子）。  







に 6～7 回登場する）、特に『明月記』寛喜元年（1229 年）10 月 28 日条には「早旦、門の外に
出づるの次で、隣家の三位入道先日の音信に依り相謁す。往時を言談す」とあり、保盛自身が
隣に住んでいて定家と親交があったことがわかる。『明月記』諸本の傍書を信じれば、保盛天福
元年 77 歳の信憑性はきわめて高いといえるだろう。保盛が天福元年（1233 年）に 77 歳であっ
たなら、逆算すると、保盛は保元 2 年（1157 年）生まれとなるから、仁安 3 年（1168 年）のこ
の五節の時にはわずか 12 歳である。『公卿補任』から保盛の経歴をたどると、応保 2 年（1162
年）10 月 9 日に叙位されて、長寛元年（1163 年）正月 24 日に右兵衛佐、越前守に任ぜられて、














                                                        
244 訓読版の底本は国書刊行会本、陽明文庫所蔵の古写本、並びに京都府立総合資料館所蔵の古写本とを校合
したという。特段の注記はない。また、徳大寺家本『明月記』にも保盛卿子の書き入れはある。 
245 例えば、康治元年（1142 年）には藤原成親が 5 歳で従五位下に叙せられ、天養元年（1144 年）、7 歳で越
後守に任じられていた。（父の家成は鳥羽法皇の第一の寵臣であった）。その成親の娘の成子の夫であった
藤原基宗は応保元年（1161 年）7 歳で叙爵。加賀守に叙任される。侍従を経て、承安 2 年（1172 年）に正
五位下に叙されたし、応保 2 年（1162 年）には清盛五男の重衡も 12 月に 6 歳で叙爵。承安 3 年（1173 年）
正月 6 日には、宗盛の子がわずか 4 歳で従五位下に叙爵されているし、保盛の弟光盛も安元 2 年（1176
年）5 歳で従五位下（『公家事典』）になっている。角田文衛（2003：235）に長門本、延慶本、四部合戦状
等々にあるとの指摘があり、かなりの信憑性はあるだろう。 




さらにいえば、この年大嘗会 5 人の舞姫を献上したのは公卿 3 名と、能登守平通盛と尾張守
平保盛の 2 名の受領だったが、通盛の父教盛はこの年 8 月 10 日に参議に任じられており、保












る。宗子の息子たちの中では家盛が長子であったが久安 5 年（1149 年）に病死した。『本朝世
紀』の久安 5 年（1149）3 日 15 日条に家盛の悲しい死の様子が語られている248。家盛は病をお
して熊野御幸に扈従して、途中、宇治川落合のあたりで絶命したのだ。頼盛が叙爵したのは久




しかし、平治の乱以後は清盛直系が抜き出て、頼盛は清盛嫡子の重盛（保延 4 年［1138 年］生）
にも大きく離されていくことになる。頼盛の任参議 36 歳に対して、清盛の嫡子重盛が参議と
なったのは 28 歳、永万元年（1165 年）、重盛が 28 歳で正三位の参議となった時、頼盛 33 歳は
正四位下の修理大夫であった。翌々年仁安 2 年正月 28 日頼盛は正三位（非参議）となるも、8
月 1 日には重盛の弟宗盛も参議になった。頼盛は仁安元年（1166 年）10 月 21 日から皇太后呈
子の皇太后宮権大夫であったが、仁安 3 年 3 月、呈子にかわって滋子が皇太后になると、宗盛
                                                        
247 頼盛の生年については揺れがある。『国史大辞典』（飯田悠紀子）は長承元年 1132 年、『平安時代史事典』
（谷口昭）の「56 歳で没」によれば 1131 年生となる。ここではとりあえず『公卿補任』の年齢に従う。 
248 「是日。従四位下行右馬頭兼常陸介平朝臣家盛卒。扶病扈従熊野御供。自去十三日殊以平発。今日於宇治
川落合之邊気絶了云々」。 
249 頼盛叙爵時には家盛は存命だった。家盛の生年は不詳だが、長承 3 年（1134 年）に六位蔵人になっている。
頼盛の異母兄の教盛が叙爵したのは久安 4 年（1148 年）で 21 歳の時だった。 
 132 
 
が皇太后宮権大夫となった。一方、頼盛と同様に清盛の異母弟であった教盛は仁安 3 年 8 月 10
日参議となり 12 日に（従三位を飛ばして250）正三位に叙された。 
頼盛の主な官歴は次のようなものである。 
久安 3 年（1147 年）10 月 14 日 15 歳 叙爵（従五位下） 
保元元年（1156 年）閏 9 月 22 日 24 歳 安芸守 
 10 月 22 日  叙従四位下 
保元 3 年（1158 年）11 月 26 日 26 歳 従四位上  
平治元年（1159 年）12 月 27 日 27 歳 兼尾張守 
応保元年（1161 年）2 月 28 日   29 歳 叙正四位下 
応保 3 年（1163 年）正月 24 日  31 歳 辞尾張守、以男保盛申任越前守 
永万 2 年（1166 年）7 月 15 日  34 歳 兼大宰大弐 
仁安元年（1166 年）8 月 27 日  34 歳 叙従三位  
 10 月 8 日  大宰府に赴任 
 10 月 21 日  兼皇太后宮権大夫 
仁安 2 年（1167 年）正月 28 日 35 歳 正三位 
 4 月 17 日  依召自西府上洛 
仁安 3 年（1168 年）3 月 11 日カ 36 歳 止権大夫 
 10 月 18 日  任参議 
 11 月 28 日  解却所職 
嘉応元年（1169 年）11 月 16 日 37 歳 本座 
 12 月 30 日  還任 






『兵範記』による仁安 3 年（1168 年）の頼盛の解官理由は、前にも引いたように「逆鱗之至、
被解五ヶ重職了、五節参入、并御覧儀、奉行職事数度遣御教書、一切不承引、毎度対捍」（『兵
範記』11 月 28 日条）であるが、田中大喜は「舞姫の参入や御覧の儀式を毎度怠ったことを直
接の契機として行われた」（田中 2003a）とするが、舞姫の献上は一大事業であり、やっと参議




























平通盛の童女には按察中将藤原実宗と堀川中将藤原頼定が付き添った（『愚昧記』11 月 22 日






                                                        
251 本論文の第二第３章第１節「献上者の負担の増大―舞姫の参入と童女御覧を巡る攻防」に詳述。 
























が（前掲の『兵範記』11 月 28 日条）、この時、後白河の下問に対して実守は「頼盛卿申状、度々
散状」と答えたというが、散状とは何を意味したのか。実守はどういう人物だったのか。何か
頼盛に含むところがあったのだろうか。実守は故右大臣公能の三男で 22 歳、この年の 8 月か
ら蔵人頭だった。三条家は代々、故実典礼に明るい家として知られていた。「散状」の意味は
「命令や質問に対する略式の回答書」や「なおざり、なげやり」（以上『広辞苑』）が見られる。
『兵範記』での「散状」の用例は 10 件254見出せるが、用例は仁安 2 年（1167 年）から承安元
                                                        
この事件の前年である仁安 2 年（1167 年）までリストにある 16 回の五節のうち、献上者全員について判
明しているのは 12 回あるが、このうち「参入」が 1 名しかいない年は 5 回（うち 1 回は大嘗祭）、全員密




253 『兵範記』仁安元年（1166 年）11 月 13 日条から武蔵守知盛が実際に献上したことが確認される。 
254 歴博データベース 検索語は「散状」 







実守は実定の同母弟で、この 2 年後の嘉応 2 年（1170 年）12 月 30 日に参議に昇るが、長寛 3




盛が解官されると 12 月 13 日に藤原成頼が参議に還任した。）この年の 2 年前、仁安元年（1166
年）には実守のすぐ上の同母の兄の実家が「五節不参」を理由に頭中将等を解却されている。
（実家は前述のように翌年 2 月 11 日に還任して、この年仁安 3 年 2 月 17 日非参議の従三位と















                                                        
 仁安 2 年（1167 年）7 月 11 日 奏法勝寺盂蘭盆講僧参否散状、  
 仁安 3 年（1168 年）7 月 25 日 公卿以下供奉諸司諸衛官人差文并散状、  
 仁安 3 年（1168 年）8 月 3 日 両大将以下公卿参否、外記散状之上、  
 仁安 3 年（1168 年）9 月 18 日 凡如此供奉官散状、式部経次官申長官、  
 仁安 3 年（1168 年）11 月 5 日 貞来臨示雑事、官掌宗職又申諸国散状、 
 仁安 3 年（1168 年）11 月 28 日 厳親頼盛卿申状、度々散状次第申上云々、 
 仁安 4 年（1169 年）3 月 29 日 示石清水行幸舞人四位陪従等散状、舞人併称所労出 
 仁安 4 年（1169 年）4 月 1 日 今日更衣具了、明後日改元定卿相散状、晩頭帰家、 
 承安元年（1171 年）12 月 24 日 中納言宗家卿参入、公卿散状被問外記広基 
























記』は仁安 3 年 11 月 20 日条で仁安元年（1166 年）11 月 13 日の事を引いて忠通を法性寺禅閤
と呼んでいる256。清盛入道相国は「相国禅門」であり、「禅閤」ではなく「禅門」という一般に
入道を示す言葉が付される。忠通は仁安 3 年 11 月には故人ではあったが、このころ「禅閤」








                                                        
256 『愚昧記』仁安元年 11 月 13 日条「法性寺禅閤（藤原忠通）、于時為摂政出給」。  
257 『猪隈関白記』：関白近衛家実の日記、自筆本 23 巻、古写本 16 巻（ともに陽明文庫）、建久 8 年（1197 年）
～建保 5（1217 年）の記事。 
258 例『吾妻鏡』「項年之間、平相國禪閤、恣管領天下、刑罰近臣剰奉」（国文学資料館「古典選集本吾妻鏡デ








て現地に赴任したことをあげる（田中 2003a）が、頼盛は仁安元年（1166 年）7 月 15 日太宰大





不参に関しての咎めはなく、年が明けて仁安 2 年（1167 年）正月 28 日には、頼盛はさらに正
三位に昇叙されている。そして 3 か月後の 4 月 17 日、召しによって大宰府から上洛している。





女房で、身分は低く、滋子が「女御」となったのは高倉が立太子して後の仁安 2 年（1167 年）
正月である（女御は本来天皇のキサキであり、上皇の妻妾への宣下は例外でもある）。滋子がい
つから後白河の寵を受けるようになったか特定はできず、退位後のことではないかと考えられ





ついては「依代始母后入内」と書かれている。滋子の内裏参内の記録を拾うと、仁安 3 年 3 月
20 日の立后以後に滋子が（この五節以前に）内裏に行啓したのは、仁安 3 年 3 月 26 日、9 月
15 日、11 月 13 日の 3 回がある。「代初めの母后入内」といっているから、高倉が即位して母















大臣をいい、仁安 3 年 11 月現在の太政大臣は、藤原忠雅であるが、忠雅は現職だから当然「入





仁安 3 年は既に 2 月 11 日に清盛は病を得て出家して、重盛を後継として権限委譲はスムー
ズに行われているように見える。出家者は当然、院や宮中に参入して議定などに参加はしない。
                                                        





































った。もっとも、この成親も翌年の嘉応元年（1169 年）12 月 24 日には延暦寺大衆による「嘉
応の強訴」によって解官され配流されることに決まるのだが。（実際には配流は免れた。当然後
白河の配慮があったと考えられる。）しかし、この嘉応の強訴で 12 月 30 日には、尾張守は藤
原範能に交代している（『兵範記』に尾張守藤範能の名がみえる）。尾張が平家の手に戻るのは、
治承 3 年（1179 年）正月 6 日、尾張の知行権が中宮徳子に与えられて、清盛の七男の平知度が
国守になった時である261。仁安 3 年の頼盛解官が、清盛が頼盛をおとなしくさせるための解官






尾張守の職にあったものは平治元年（1159 年）12 月 27 日から長寛元年（1163 年）正月 24
日までは頼盛で、その後、清盛系の平重衡が引き継ぎ、そのあと仁安元年（1166 年）12 月 30
日から保盛つまり頼盛の息子が守となった。重衡は清盛の息子であるから、重衡在任中に尾張
                                                        






























































激怒したが、結局、わずかひと月もたたないうちに 2 人とも元通りの官職に復帰した。 





                                                        






はずである。仁安 3 年（1168 年）は清盛正室（継室）時子の甥である高倉が即位したばかりで、
しばらくは後白河の庇護が必要な時である。高倉政権が安定するまで、敢えて後白河と事を構
えたくないはずの清盛は、ギリギリのところで頼盛・保盛の解官（と尾張の知行の喪失）を黙


































                                                        
264 『小記目録』第七に「［長保］五年九月四日、可レ献二五節一公卿・受領等況員数、被二始定一事」とある。 
265 陸奥・大宰府は任期 5 年。  
266 『枕草子』第 23 段「すさまじきもの」に「除目に司得ぬ人の家」、第 133 段「つれづれなるもの」に「除
目得ぬ人・家」とある。（それぞれ新編 60 頁、253 頁。） 
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親（禅閤忠通）の命によって参入も御覧も勤仕しなかったのだ（『玉葉』元暦元年 11 月 18 日
条）。 
兼実は良通の童女御覧の勤仕を辞退する旨を伝えてはあったものの、11 月 1 日再び院の使い
が来て童女御覧の勤仕をするようにと申し入れてきた。兼実はやはり承諾しなかった。そして
「計略269その力なきの上、ことまた非拠たり」と日記に書く。10 月 27 日に御覧の勤仕を断っ
た時に「計略なきの子細を申し了んぬ」という言葉を院への返答の中で使ってはいる。舞姫に
かかる費用は勿論、童女御覧でさえ、費えが大きかったことは事実であろう。しかし、逃れら


































（1146 年）内大臣藤原頼長の舞姫参入271の際には、舞姫と童女 2 人、 傅
かしづき
8 人、下仕 4 人を内
裏へ運ぶのに、舞姫は金 作
こがねづくり
の車272（借用して手配する）に乗せ、前駆 20 人と車副 6 人をつけ







る（『台記』久安 2 年 11 月 11 日条）。 
五節献上の莫大な費用負担を多少でも軽減するために、平安中期には、五節にかかる莫大な
                                                        
271 この年は頼長と越前守俊盛が参入の儀を行い、公教と美作守は密参した。 
272 『小右記』永祚元年（989 年）11 月 12 日条にも、実資献上の舞姫一行に、金作車 1 両、枇榔毛車 5 両、莚



























して、調達不能だった国が 21 か国、未進が 5～6 カ国で、辞退した国も 7 か国あった。この『中






                                                        
273 この時、備前守だった忠盛は几帳帷 2 帖を送っている。 








第２節 『平家物語』の時代の献上者たちの考察  元永元年～寿永 4 年 
 
本節では元永元年（1118 年）から寿永 4 年（1185 年）の献上者について考察する。忠盛が内
裏昇殿を果たし、『平家物語』が始動するのは長承元年（1132 年）であるが、忠盛が昇殿を悲
願としたころから壇の浦での平家滅亡までの五節献上者を考察することとし、元永元年（1118




a: 三上啓子（2001）  978 年～1039 年 
b: 寺内浩 （2004）  919 年～1030 年 
c: 藤本勝義（2008a）  919 年～1016 年 
d: 佐藤泰弘（2009）  919 年～1154 年 
























太宰の権帥で権中納言の重資（74 歳）が献上した。重賢は長く参議を勤め、永久 3 年（1115




正五位下右少弁尾張守源師俊は前々年の永久 4 年（1116 年）に舞姫を献上したばかりであっ
たが、元々献上者と定められていた讃岐守顕頼が俄かに服となり、すぐに代替もなく、再度の







③ 能登守藤原基頼  
藤原基頼は永久元年（1113 年）正月ごろ高階時章の後に能登守になったと思われる。能登守
になって約 6 年が経っている。その前は康和 5 年（1103 年）11 月 1 日陸奥守になり、天永 2 年
（1111 年）12 月 2 日まで在任が確認される。 
 
④ ◆ 越中守源俊親   
 この年は公卿 1 人に受領 3 人という変則的な献上となった。『中右記』によると、当初はも
う 1 人の公卿分として源大納言雅俊が決まっていたのだが、7 日間の服となり、辞退となった。
そこで越中守源俊親に替えが命じられた。源俊親は以前、若狭守時代に五節を献上している276
が、この年は他に代替させられる人もなくて俊親の献上となった。元若狭守の俊親は永久元年




                                                        
275 『公卿補任』の長承 2 年（1133 年）任参議の師俊の尻付による。 
276 俊親は嘉承 2 年（1107 年）に若狭守に見任しているが、舞姫献上の年は不明である。 
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元永 2 年（1119 年） 
＜公卿＞ 
① 新中納言藤原実隆 
 従三位藤原実隆（41 歳）はこの年の正月 24 日権中納言となったので、新中納言の献上であ
る。実隆は権大納言藤原公実の長男。参議になったのは天永 2 年（1111 年）。 
 
② 宰相中将源雅定 




③ 近江守高階重仲  
 この時の近江守は高階重仲で、寛治 6 年（1092 年）には出雲守であり、永長元年（1096 年）
11 月 20 日まで在任が確認される。従四位下重仲はこの年 7 月 30 日に近江守に任ぜられたが、
あいにく翌年保安元年（1120 年）9 月 25 日に卒去する。 
 
④ 備中守藤原重通  
 備中守藤原重通は、権大納言宗通の五男で、天永元年（1110 年）12 歳で叙位。永久 2 年（1114
年）16 歳の正月 22 日に院分で備中守となった。重通はこののち保安 3 年（1122 年）正月 23 日
まで備中守であるので、備中守を重任したことになる。重通は少将・中将や蔵人頭を経て長承











誤写されたものと考える278。藤原仲実は大納言藤原実季の三男で寛治 6 年（1092 年）に参議と








 治部卿能俊は従二位権中納言兼治部卿源能俊（51 歳）である。大納言源俊明の子で、康和 2
年（1100 年）に参議になっていた。能俊が権中納言となったのは天永 2 年（1111 年）正月 23
日だから 9 年前である。元永元年（1118 年）7 月 30 日従二位に昇叙されている。献上の翌々





③ 加賀守藤原実能  
 藤原実能は正四位下右近中将で中宮権亮。元美作守（天永 2 年正月 23 日～）だったが、元




 藤原顕能は永久 2 年（1114 年）正月 22 日に 17 歳で備中守となった。顕能は天永 3 年（1112
年）7 月 23 日から讃岐守であった。舞姫献上のすぐ後の保安元年（1120 年）12 月 14 日には備
前守に遷任した。院の近臣で「夜の関白」の異名をとった藤原顕隆の息子。この後も大治 2 年
（1127 年）12 月 20 日越前守、長承元年（1132 年）4 月 4 日美作守など、受領を歴任した。 
 
保安 2 年（1121 年） 記録なし。 
 
保安 3 年（1122 年） 
＜公卿＞ 
① 参議藤原顕隆か 
 この年の貴族の日記類に献上者の名は見出せない。この年正月に新大納言 1 人と新中納言が
2 人、12 月（五節直後）に 4 人の新権大納言と 5 人の新権中納言が誕生する。昇任者のいずれ
                                                        
下記の左 3 つが「権」と最右一つが「新」と解読されている。   
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かが献上したのであろう。服藤は『兵範記』の仁安 2 年（1167 年）10 月 24 日条279から参議藤
原顕隆を挙げる。顕隆（51 歳）は献上の年保安 3 年の正月 23 日参議になった。そして献上の
直後 12 月 27 日には権中納言になるので、献上者としてはふさわしい。 
 
保安 4 年（1123 年） 記録なし。 
 
天治元年（1124 年）  
＜公卿＞ 
① 権中納言源雅定  
 史料大成本『中右記目録』の記載は「新中納言雅実」とある。雅実という公卿は天治元年に












定する。為隆は保安 3 年（1122 年）、献上 2 年前の 12 月 17 日に参議となり、12 月 21 日に左




③ 越前守平忠盛  
 この献上で、忠盛は内裏昇殿を望んだが、許されず、がっかりしていたことを、本章第１節
「忠盛の昇殿の悲願」で述べた。第１節（１）「受領忠盛」で示したように、保安元年 11 月 25
日に伯耆守から備前守に遷任して 4 年目の献上であり、越前を重任して 3 年後備前守に遷任す
る。 
保安元年（1120 年） 伯耆守 11 月 25 日 遷越前守 （元伯耆守） 




保安元年（1120 年） 越前守 11 月 25 日 補任 
天治元年（1124 年） 越前守 11 月 6 日 見任 
大治 2 年（1127 年） 備前守 12 月 20 日 補任 
 
④ 安芸守藤原為忠 
 受領分のもう 1 名の献上者は藤原為忠である。為忠が安芸守に任ぜられたのは、元永元年
（1118 年）正月 18 日で、この舞姫献上からすぐ、天治 2 年（1125 年）正月 15 日には参河守に
遷任している。『中右記目録』は 11 月 16 日の五節参入に続いて 17 日に「安芸守為忠昇殿」と
記す。為忠は確かに五節参入の翌日に内裏昇殿を許されたのである。 
 
天治 2 年（1125 年） 
＜公卿＞ 
① 中納言源顕雅 











③ 加賀守藤原季成  
 藤原季成は保安 2 年（1121 年）4 月 14 日（あるいは閏 4 月 11 日）から加賀守。それ以前は
周防の介。周防には永久 5 年（1117 年）から守として源清実が見任しているので、やはり守で
はない。永久 2 年（1114 年）4 月 3 日任尾張守と見えるが280、尾張守は天仁元年（1108 年）正
月 24 日から永久 3 年（1115 年）12 月 16 日まで高階為遠であるので、季成は尾張では権守で
あったかもしれない。『平家物語』には季成は巻第四「源氏揃」（旧大系㊤278 頁）に「加賀大
納言季成卿」として以仁王の外祖父として名前が登場する。 
                                                        






年（1119 年）7 月 30 日に任河内守であるが、元永 3 年以後の河内守の名はなく、保安 4 年（1123
年）2 月 14 日の河内守は藤原姓の人物であるらしいので、元永 3 年以降保安 4 年までに顕俊は
河内守を去っていたことになるが、いつ越中守になったのかは不明ではある。「顕俊」の名（姓





① ◆ 中納言 
 『中右記目録』には中納言としか記載がない。この年、あるいは前年に中納言（権）に昇任
した者はいない。保安 3 年（1122 年）に源顕雅、藤原俊忠、藤原実行、藤原顕隆、藤原長忠、




隆と比定できない。保安 3 年（1122 年）にも実隆は新中納言ではなかった。実隆は翌年 10 月
に死去するが、この大治元年（1126 年）に献上して、翌年死去した可能性はある。俊忠、長忠
も保安 3 年以来献上の記録は残っていないが、次年の『中右記』大治 2 年 10 月 16 日条にいう




② 甲斐守源雅職  
 源雅職が甲斐守となったのは保安元年（1120）年 12 月 24 日である。甲斐守に遷任してくる









大治 2 年（1127 年） 
＜公卿＞ 













（『中右記』史料大成本 大治 2 年 10 月 16 日条［大日本古記録にこの日の記録はない］） 
 
この年の公卿分の献上者には左衛門督通季と右衛門督実行が定められていたのだが、この日
10 月 16 日侍従中納言実隆が薨去した。実隆は通季と実行の兄であったので、2 人は献上者か
ら外れることになる。他に（献上者候補となりそうな）左兵衛督権中納言実能も実隆の兄弟で
ある。「右府、藤大納言、皇后宮大夫、民部卿」は「四条宮服」とあるが、四条宮とは、太皇太
后藤原寛子（頼通の娘で後冷泉の后）で、この年の 8 月 14 日に 92 歳の大往生を遂げていた。
大治 2 年の中納言 6 人のうち 5 人が服、残り 1 人の中納言顕隆は既に保安 3 年（1122 年）に献
上している。参議 5 人の中では藤原宗輔が天治 2 年（1125 年）に、藤原為隆が天治元年（1124
年）に献上している。残りの 3 人、源師頼、源師時、藤原伊通については残っている記録には






































大治 2 年には当初予定者の服のため、代替の献上者選びが難航し、5 年も前に同日に大納言
となった 2 人に押し付けられたのである。宗忠が「万事不叶歟」など言い立てたかいがあって
か「治部卿＜能俊＞、下官、姫命令暁参」と、代替の 2 人はとにかく、参入の儀は免れたよう
                                                        
282 実資の献上ではなく、婿の兼頼の献上であったが、実資がせっせと援助した。 














『中右記』11 月 15 日条に「如法参入」（定例の儀礼にのっとって）参入した 2 人の舞姫のう
ちの 1 人の献上者の記載は単に「尾張」だけである285。大治 2 年（1127 年）の尾張守は、『国
司補任』は（『二中歴』からとして）正月 19 日に藤原長親が重任されたとする。「国司一覧」も












年の大治 3 年（1128 年）の守の名は『国司補任』・「国司一覧」にはなく、大治 4 年（1129 年）
2 月 24 日には尾張守は長親ではなく顕盛である。（「尾張守顕盛朝臣」。『長秋記』裏書。）これ
より前、保安 4 年（1123 年）6 月 10 日には長親は備中守見任である（『百錬抄』）が、同年 10
月 1 日には長親は既に備中守ではない。（藤原敦兼が守として見える［『国司補任』］。）五節よ
り後であるが、天承元年（1131 年）正月 19 日には長親は伯耆守に見任している。長親以前の
尾張守は保安 3 年（1122 年）11 月 1 日に藤原敦兼が守に見任している。『二中歴』は編纂物で、
成立は鎌倉末期ともいわれる。典拠は『二中歴』のこの一か所だけであるが、（重任にせよ、遷
任にせよ）この年の献上者の尾張守は正月から任に就いていた藤原長親ということになろう。




藤原政教（雅教）が献上した。政教は元永元年（1118 年）正月 6 日わずか 5 歳で叙爵（禎子
                                                        
284 服喪中の参内の装束も関心あるが未調査。 
285 『中右記』大治 2 年（1127 年）11 月の記録は史料大成本のみで、大日本古記録本には見当たらない。 
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内親王給）。保安 4 年（1123 年）正月 22 日に 11 歳で越後守に任ぜられ（院分）、大治 4 年（1129
年）12 月 25 日に遠江に遷任した。越後は新叙とみられるが、父親の参議家政は、既に永久 3
年（1115 年）に早世している。母は権中納言顕隆娘。政教はこの後いくつかの国の受領を歴任
した後、保元の乱で功を立て、保元元年（1156 年）9 月 13 日に参議兼左大弁となって公卿に
列し、保元 3 年（1158 年）従三位権中納言となる。 
 
大治 3 年（1128 年） 
＜公卿＞ 
① 右大臣藤原家忠 
大治 3 年の右大臣は藤原家忠（76 歳）である。家忠は保安 3 年（1122 年）12 月 17 日、源雅
実の任太政大臣の後を受けて右大臣となった。保安 3 年には 5 人の新権大納言と 7 人の新権中











顕保が美濃守に任ぜられたのは天治元年（1124 年）12 月 28 日。天承元年（1131 年）12 月
27 日まで在任したと思われる。美濃守以前は土佐守（永久 5 年 3 月 12 日には見任）。 
 
④ 備後守藤原時通 




大治 4 年（1129 年） 












藤原実行もまた保安 3 年（1122 年）新権中納言昇任者の 1 人である。五節未役によりこの年
の献上となったと考えられる。実行は崇徳天皇の母である待賢門院の異母兄であり、久安 5 年
（1149 年）に右大臣、久安 6 年（1150 年）に太政大臣に至った。 
 
＜受領＞ 
③ ◆ 因幡守藤原通季（通基） 




上者名は、「因幡守通季」となっている。『中右記』11 月 21 日条の道
．
季は、音による誤記か誤
写であろう。しかし、この五節から 2 年前の『中右記』大治 2 年（1127 年）12 月 7 日条の小
除目では「因幡守藤通基、＜元武蔵守＞」とあり、大治 2 年の武蔵守としての名は通基である。
『中右記』は、五節参入 4 日後の節会の日（辰の日）である 11 月 24 日条にも「因幡守通基」







同母兄に藤原通季であるが、この通季はこの五節の前年の大治 3 年 6 月 17 日に左衛門督権中
納言で薨じている287。あるいは権中納言の薨去によって、通基は通季を名乗ることに遠慮がな
くなった改名でもあっただろうか。通季の因幡守在任は大治 5 年 6 月 24 日まで確認されてい
る。 
 
④ 丹後守源資賢  
大治 4 年の丹後守は『国司補任』では源資賢である。『中右記』は、この年大治 4 年 3 月 12




日条及び閏 7 月 19 日に「丹後守資賢」と書き、また、11 月 24 日斎院の御神楽でも「笛丹後守
資賢」と書いているので、この年の献上者は源資賢と断定してよかろう。資賢は今様を能くし
たことから後白河院に気に入られ、権大納言まで昇った。後白河の側近だったので治承 3 年
（1179 年）の政変では一時追放されたが、翌年には許された。『公卿補任』の資賢が永暦 2 年
従三位に叙せられた時の尻付には「丹波守」となっている。資賢は天治元年正月 22 日 12 歳で
従五位下丹後守となった。天承元年（1131 年）12 月 24 日源資賢は参河守に遷任する。（父は
源有賢で功により永久 6 年［1118 年］に三河守となっている。）父の有賢は大治 4 年（1129 年）
現在は阿波守で、従三位となって公卿に列するのは保延 2 年（1136 年）である。 
 
大治 5 年（1130 年） 
＜公卿＞ 
① 新中納言藤原長実  









③ 土佐守藤原家長  
藤原家長は天治元年（1124 年）に土佐守となり（元美濃守）、献上の前年大治 4 年に土佐守
に復任している。献上の翌年の天承元年（1131 年）の 12 月 27 日に備中守に遷任した。家長
は、白河院の寵臣であった藤原家保の息子で、大治 5 年現在父の家保は伊予守である。受領は
2 か国を兼ねないから、知行することになった国の守には息子を申任する。家保のもう 1 人の




藤原範隆が甲斐守となったのは大治 3 年（1128 年）正月 24 日でそれまでは和泉守だった。
                                                        
288 保延元年（1135 年）に献上者となる。 
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範隆はこの後、長承 2 年（1133 年）8 月 27 日に甲斐守で卒する。 
 









通である。宗能も成通もは献上前年の天承元年（1131 年）12 月 22 日に任参議になっており（中
将如元）、献上者となるにふさわしく思われる。『兵範記』のこの献上年の長承元年 11 月 20 日
条の五節参入の記事には献上者たちの列記はなく「戌剋加賀五節参北陣」から、加賀が五節を
献上したことがわかるのみである。『兵範記』にはこの他は童御覧の日などにも献上者名は見











参議左大弁の藤原実光（65 歳）である。実光は献上前年、天承元年（1131 年）12 月 22 日に
参議に任ぜられているので、参議として初めて迎える五節での献上である。 
 








③ 能登守藤原季兼  
この時点の能登守は従五位下の藤原季兼で、能登守になったのは大治 2 年（1127 年）2 月 24







所だけが参入の議を行った。この年、長承元年閏 4 月 4 日に俊成は任加賀守（元美作守。美作
守になったのは俊成 10 歳290の大治 2 年［1127 年］正月 19 日）。養父顕頼は前年の天承元年 12
月 22 日参議となったが、それ以前の保安 4 年（1123 年）4 月 5 日から大治 2 年正月 19 日まで
丹波守だった。国守の任期は一期 4 年だが、俊成は長承元年（1132 年）4 月 4 日まで美作守を
延任して、五節の年の 4 月に加賀守を得ていたことになる。保延 3 年（1137 年）12 月 16 日遷
遠江守。 
 
長承 2 年（1133 年） 記録なし。 
天承元年（1131 年）に新参議あるいは新中納言となった者の中で、長承元年（1132 年）、長
承 3 年（1134 年）、保延元年（1135 年）に献上者として名が挙がっていない者が献上した可能
性は高い。天承元年の新参議は藤原宗能 1 人だけだが、宗能は翌年の長承元年に献上した。天








頼はこの献上年の 2 月 22 日に任権中納言。新中納言ではあるが、前々年には養子の俊成が加
賀守として受領分を献上しており、俊成はその時、15 歳だったのだから、実際の経営は顕頼だ













従三位修理大夫藤原家保は、大治 5 年（1130 年）献上の土佐守家長の父で、白河院の寵臣。
献上年である長承 3 年（1134 年）2 月 22 日参議となった。新参議の献上である。新参議の家
保自身は大治 4 年（1129 年）から伊予守であったが、天承元年（1131 年）12 月 24 日守を止め




この年の献上公卿 2 名はそれぞれその年の新任の権中納言と参議であった。 
 
＜受領＞ 
③ 能登守藤原季行  
藤原季行は大治 5 年（1130 年）に阿波守となり、長承元年（1132 年）5 月 6 日、季兼の後に
能登守となっていた。19 歳と考えられる292。保延 6 年（1140 年）4 月 7 日因幡守に任ぜられる
まで、能登守を続けた。長承元年（1132 年）～保延 6 年（1140 年）を重任したことになる。父
は敦兼で諸国の受領を歴任した。敦兼も季行も篳篥の名手であった293。季行は、平治元年（1159
年）には従三位となり公卿に列した。季行の娘が兼実の長子良通の母であるため、季行は兼実
                                                        
291 『中右記』11 月 20 日条は「今夕五節参入、別当顕頼、＜参入＞、能登守季行、＜暁参＞、長門守顕盛、
＜参入＞、修理大夫家保、＜暁参＞」であるが、『長秋記』11 月 20 日条は「晴、五節参る、別当、顕頼、
長門参入、家保、師能暁参云々」とあり、暁参したのは季行でなく「師能」という名前がある。この年は













藤原顕盛（顕成とも書かれる）は大治 5 年（1130 年）正月 28 日長門守に任ぜられ、長承元
年（1132 年）11 月 23 日には（顕盛が）見任している（『中右記』）。保延 4 年（1138 年）正月
22 日に備後守となった。   
 




原璋子）の異母兄。実行が権大納言になったのは献上の 4 年前の天承元年（1131 年）12 月 22
日。天承元年には新参議は 4 人もいたし、新任の（権）中納言も 2 人いた。しかし、この年（保
延元年）には新任参議はおらず、新中納言は 1 名だった（源師俊）が、前年長承 3 年（1134 年）
には新任の参議が 3 名おり、うち 2 名は長承 3 年に舞姫を献上した。長承 3 年（1134 年）の新













③ 播磨守藤原家成  
正四位下播磨守藤原家成は大治 5 年（1130 年）に 10 月 27 日任播磨守であるから、播磨を重
任したことになる。（それ以前は、若狭守、加賀守、讃岐守を 1～3 年で転任している。）この




ることはなかったが。家成の父の家保は翌保延 2 年（1136 年）8 月 14 日に薨じ、家成は服中





か、人のきらをみがくは」（旧大系㊤86 頁）294と囃された。家成は大治 5 年（1130 年）4 月 21
日に昇殿を許され、その年の 10 月 27 日から播磨守である（『公卿補任』）から、「播磨よねは」





大治 5 年（1130 年）なら 7 歳となる。家成は忠雅の母方の伯叔父にあたるので、父を亡くした
忠雅を引き取って養育したというのが真実だろう。 
 
④ 出雲守藤原光隆  
藤原守光隆が出雲守となったのは大治 5 年（1130 年）10 月 27 日で、16 年後の久安 2 年（1146
年）12 月 29 日に出雲守から但馬守に遷任している。『国司補任』には、大治 5 年から保延 2 年
（1136 年）4 月 7 日まで出雲守、保延 4 年 12 月 29 日の 2 年半、安芸守となるが、保延 4 年 12
月 29 日に再び出雲守となっている。（光隆が安芸守であった 2 年半の出雲守の名前は『国司補
任』にはない。）寺内浩（2004：150）の少年受領の表から計算すると、五節献上時には光隆は
9 歳になるので、五節の経営は当然父の清隆が差配したと思われる。父清隆は大治 4 年（1129




保延 2 年（1136 年）  
＜公卿＞ 
① 右大将藤原頼長 











藤原成通は献上年（保延 2 年）11 月 4 日に権中納言となった。成通は『平家物語』に直接の
登場はないが、蹴鞠の名手でもあった他、多芸で、今様も笛も馬術も能くしたという。今様は




















保延 2 年（1136 年）の具体的氏名は『中右記』にはないが、『国司補任』の長承元年（1132
年）には和泉守として藤原宗兼の名が見える。その前年には和泉守としては源盛季の名が見え
るので、宗兼の任和泉守は天承元年（1131 年）～長承元年（1132 年）の可能性が高い。そして、
長承 3 年（1134 年）閏 12 月 30 日に（姓名は欠くものの）和泉守は重任された記録があるの
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この時点の伊賀守は藤原光房である長承元年（1132 年）9 月 9 日見任。前年の天承元年（1131
年）正月 19 日には前任者だろう源光行が見える296。光房は長承 2 年・3 年（1133 年・1134 年）、








保延 3 年 1137 年 記録なし。 
 
保延 4 年 1138 年 記録なし。 
 
保延 5 年 1139 年 記録なし。 
 
保延 6 年 1140 年 記録なし。 
 
永治元年 1141 年 記録なし。 
 
康治元年（1142 年） （近衛天皇大嘗会） 
＜公卿＞ 
① 権中納言藤原実光 
実光が権中納言に任ぜられたのは保延 2 年（1134 年）とだいぶ前のことになる。この五節の
翌年には息子和泉守の重任を願って権中納言を辞した。    
 
                                                        





（1141 年）12 月 13 日であるから、参議になって初めての五節である。 
 
③ 参議藤原経定 





家明が越後守となったのは 5 年前の保延 3 年（1137 年）正月 30 日であるので、延任（重任
か）して 2 年である。これから 2 年後の天養元年（1144 年）12 月 18 日に美濃守に遷任した。
家明の父は藤原家成で、家明が越後守となったのは 10 歳の時だった。 
 
⑤ 甲斐守藤原顕遠 
元摂津守の藤原顕遠が甲斐守になったのは、この五節の年康治元年（1142 年）の正月 23 日
だった。明けて康治 2 年正月 3 日には正五位下に叙せられた。その後、甲斐守を久安 6 年（1150
年）正月 29 日まで勤めた。 
 
康治 2 年（1143 年）  
＜公卿＞ 
① 右大将藤原実能   
実能は保延 2 年（1136 年）任権大納言。保安元年（1120 年）加賀守の時代にも五節を献上し
ている。 
 
康治 2 年（1143 年）に新参議はいない。前年康治元年の新参議は藤原清隆（53 歳）1 人だけ





② 参議藤原教長  
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永治元年（1141 年）8 月 25 日土佐守として見任。前年の保延 6 年（1140 年）の守は空白な
ので、盛章の任の年月はわからない。天養元年（1144 年）、久安 2 年（1146 年）、4 年（1147 年）
に盛章が見任。久安 5 年（1149 年）10 月 2 日には藤原信頼が守として見えるので、盛章は保








④ 上野介藤原保説  
藤原保説は保延 3 年（1137 年）正月 30 日に任上野介。保説は五節献上の翌年の天養元年
（1144 年）正月 16 日見任しているが、12 月 14 日には肥前守に見任している（久安 5 年［1149
年］3 月まで肥前守）。 
 






る。『本朝世紀』11 月 18 日の項は、 
 
                                                        
297 新編では「伊予守盛章が娘」（新編①330 頁）、延慶本では「伊与守顕章ノ娘」（『延慶本平家物語全注釈』
巻四 354 頁）。 









事二事以上の場合」を示す記号である「 」 」を入れて、前 2 件と別件であることを示唆して
いる。しかし、この年の『公卿補任』を見る時、この「 」 」で区切られた二事は表裏一体であ
ったことがわかる。忠雅は永治 2 年（1142 年）従三位となっていたが、それからこの年久安元













久安 2 年（1146 年） 
＜公卿＞ 
① 内府藤原頼長 
内府頼長（27 歳）の任内大臣は 10 年前の保延 2 年（1136 年）12 月 9 日頼長 17 歳の時だっ















内大臣すなわち公教がいる。三条公教は康和 5 年（1103 年）生で没年は永暦元年（1160 年）だ
から、公教は後白河の幽閉よりは 20 年近くも前に没している。 
  
康治 2 年（1143 年）、天養元年（1144 年）、久安元年（1145 年）と新しい参議は出なかった。
参議は別名 八 座
やくらのつかさ






俊盛の任越前守は天養元年（1144 年）12 月 30 日。元丹後守。翌年の久安 3 年正月 5 日俊盛
は従四位下に叙せられた。俊盛は鳥羽院の寵姫得子（美福門院）の甥で得子の庇護を受けた。
保延 2 年（1136 年）に丹後守になったのは丹後が得子が知行する分国になったからで、任越前
守も越前が得子に分国（知行国）されたからと考えられる。俊盛の五節献上は越前守で 2 年経




④ 美作守平親家  
 献上者は美作守であるが、『本朝世紀』のこの年の 4 月 17 日条に賀茂斎院禊の前駆の中に右
兵衛佐美作守平親家がいるので、美作守は親家だろう。『国司補任』が久安 2 年（1146 年）に
平親家を美作守見仁とするが、その 2 年前の天養元年（1144 年）には正月 24 日「平範
．
家」を
美作守としている（「親家の誤りか」と注記がある）。平範家は保元 2 年（1157 年）10 月 27 日
44 歳で従三位に叙せられた。その際の『公卿補任』の尻付によれば長承 3 年（1133 年）閏 12








① 権中納言藤原成通   
成通の任権中納言は保延 2 年（1136 年）11 月 4 日（あるいは 12 月 9 日）で、9 年前である。
成通は献上の翌々年久安 5 年（1149 年）7 月 28 日権大納言に昇進した。 
 
② 権中納言藤原公能   
公能の任権中納言は永治元年（1141 年）12 月 2 日だから、献上の 8 年前だった。 
 
2 人とも任権中納言からは年月が経っているが、前述の久安 2 年の項でふれたように、久安
元年（1145 年）に五節献上のために忠雅が（9 人目の）参議に任じられたのを除いては、康治
2 年（1143 年）以降、新たな参議の任命がなかった。この五節の翌年久安 4 年（1148 年）にも






③ ◆ 長門守源‧師行 
「服藤リスト」の藤
．
師行は誤記と考える。源師行は康治元年（1142 年）正月 23 日に正四位
下で長門守に任ぜられている。重任（あるいは延任）されているわけだが、『台記』に、師行は









藤原通重は康治元年（1142 年）4 月 7 日には能登守を見任している。久安 4 年正月 28 日任
丹波守（元能登守）であるので、11 月の五節献上後の正月の除目で丹波守遷任した。なお、通




久安 4 年（1148 年） 記録なし。 
 
久安 5 年（1149 年） 
＜公卿＞ 
① 左兵衛督藤原重通 
権中納言藤原重通の任権中納言は永治元年（1141 年）12 月 12 日。献上の 8 年前。 
 
② 太宰権帥藤原清隆 











年）の 12 月 29 日わずか 9 歳の時であった（その前は 7 歳で越後守）。後に鹿谷の陰謀の中心
となったあの成親である。長じて後白河院の寵臣となり、院との男色関係もうわさされた。保
元元年（1156 年）には諸大夫の家柄ながら近衛少将となる。五節献上の年には 12 歳なので、
成親の父の家成（この時は権中納言）が五節は経営したと推定される。明けて翌年久安 6 年
（1150 年）の正月には正五位下に叙せられた。その後、成親は讃岐守として、久安 5 年、6 年、
仁平元年（1151 年）、2 年に見任として見え、久寿元年（1154 年）正月 28 日越後守に遷ってい
る。これより後、久寿 2 年（1155 年）の正月 28 日には越後守に遷任しているが、これ造鳥羽



















久安 6 年（1150 年）  
＜公卿＞ 
① 権中納言藤原経定 
藤原経定（51 歳）はこの年久安 6 年の 10 月 20 日に権中納言に任ぜられたばかりである。こ
の年 8 月 21 日に中納言藤原公教が権大納言となり、参議に 1 人欠員ができたのに合わせて経
定が 8 人目の中納言（権）となり、早速の献上であった。経定の任権中納言は「超公隆」と付
記される。経定が超えたとされる公隆が参議になったのは保延 4 年（1138 年）11 月 17 日であ
ったから参議歴は 12 年で、中納言昇進の目安とされる 15 年は経っていなかった。経定が参議
になったのは公隆より 2 年あとの保延 6 年だったが、経定は左中将であったから参議から中納
言への良いルートにいたとはいえ、この年他の公卿人事の宣旨は 8 月 21 日付であるので、五
節献上と引き換えに公隆を超えて 10 月 20 日に任権中納言になった可能性は高いと考える。 
 
② 参議源雅通 









正四位下成雅が近江守となったのは前年の久安 5 年（1149 年）7 月 8 日とされるが、この五
節以降国司補任に近江守としての名はない。仁平 3 年（1153 年）正月 23 日には藤原朝方が近
江守で「重任」されている。これが近江守重任だとすると、任期 4 年として、朝方の任近江守















五節を献上した光隆とは兄弟である。定隆の任但馬守は久安 6 年（1150 年）正月 29 日。五節
献上の年の正月である。この時、17 歳。但馬守以前は永治元年（1141 年）12 月 2 日に 8 歳で
任備中守。これは父清隆が伊予守を辞して、定隆を備中守に申任したものだった。定隆は仁平
元年（1151 年）、2 年に但馬守として見任、仁平 2 年 12 月 30 日に任加賀守。父清隆は永治 2 年




① 参議藤原経宗  
左中将藤原経宗（35 歳）が参議に任ぜられたのは献上 2 年前の久安 5 年（1149 年）7 月 28
日であった。献上の前年久安 6 年には新参議が 2 名誕生し、そのうちの 1 人源雅通はその年に
早速舞姫を献上したが、もう 1 人の藤原為通は何か障りがあったのかその年とこの年は献上せ




② 参議藤原師長  
左大藤原臣頼長の息子である師長はこの年 2 月 21 日に 14 歳で参議となった。師長の父頼長
は久安 6 年（1150 年）に氏の長者となっており、それ以後は頼長の息子たちは順調に出世して













源信時は久安 5 年（1149 年）11 月 16 日には備前守であったことが確認される。信時は献上




年）7 月 28 日だった。この後も武蔵守を続けて久寿 2 年（1155 年）再び重任を得ている。信
頼の『平家物語』の登場回数は多い。後白河の寵臣となり、権勢を得て、『平家物語』では冒頭
「祇園精舎」で驕り高ぶってほろんだ人物たち「丞平の将門、天慶の純友、康和の義親、平治
の信頼」（旧大系㊤83 頁）の中に書かれる 1 人だが、仁平元年の献上の時はまだ 19 歳の若者だ
った。 
 
仁平 2 年（1152 年）  
＜公卿＞ 
① 参議左大弁藤原資信 
藤原資信（71 歳）の献上である。資信が参議となったのは献上 3 年前の久安 5 年（1149 年）
正月 29 日だった。参議となって経験する 3 回目の五節での献上となった。 
 
② 中宮権大夫藤原為通  
藤原為通（41 歳）は権大納言伊通の長男。崇徳天皇の寵臣だった。この献上の 2 年前の久安




③ ◆ 尾張守藤原親隆 
尾張守藤原親隆が献上者だったが、実際には阿波守藤原成頼の経営であると『兵範記』はい






頼は 3 年前の久安 5 年（1149 年）に五節を献上している（久安 5 年の項を参照）ので事実上 2




度目の献上となる。成頼の任阿波守はこの年仁平 2 年の正月 28 日だった。この後、保元元年




重家は応保 2 年（1162 年）に一時、白河法皇の意向で解官された。歌人として知られる。嘉
応 2 年（1170 年）に従三位（非参議）に上った。重家は初め光輔といった。 
 
仁平 3 年（1153 年）  
＜公卿＞ 
① 右大臣源雅定 
右大臣左大将の源雅定（60 歳）は献上 4 年前の久安 5 年（1149 年）に内大臣となり、翌年




ある。従三位非参議だった兼長はこの献上年の 9 月 14 日に参議に任ぜられ、さらにこの年の








藤原基家の任能登守は久安 4 年（1148 年）正月 28 日。その後、仁平元年（1151 年）、3 年、
久寿元年（1154 年）、2 年に守として基家の名が見える。保元元年（1156 年）正月 2 日には守
基家の名が見えるが、正月 27 日に美作守に任ぜられたという。そして同日能登守には藤原家
長が任ぜられたというが、9 月 8 日再び基家が能登守に任ぜられて保元 2 年、3 年見任で平治







平親範は仁平元年（1151 年）12 月 30 日に重任され、保元元年（1156 年）正月 27 日に停め









久寿元年（1154 年）  
＜公卿＞ 
① 中納言中将藤原師長 
この年 5 月 29 日に中納言藤原家斉が薨じて、中納言は一席空いていた。『兵範記』では 11 月
16 日条で献上者「中納言中将」であるが、11 月 18 日条には「新中納言五節」である。仁平 4
年（1154 年）に新たなに中納言となった者は、11 月 12 日つまり五節の直前に権中納言となっ









藤原公通（38 歳）の任参議は久安 6 年（1150 年）正月 29 日だから、献上より約 5 年も前の















い。教盛は仁平元年（1151 年）2 月 2 日に上臈数十人を超えて淡路守になった（『公卿補任』仁
安 3 年）。これに対して頼盛の任常陸介は久安 5 年（1149 年）6 月 4 日（『公卿補任』）、そして
仁平 3 年（1153 年）つまりこの献上の前年の 3 月 13 日に常陸介に復任している。『本朝世紀』
仁平 3 年 3 月 13 日条に「被行『復任除目』」として「中務大輔平朝臣清盛、安芸守、同常陸介
朝臣、淡路守同朝臣教盛」、割注で「已上、故忠盛朝臣子」とある。つまり、この五節の前年の
3 月 13 日に教盛は淡路守に、頼盛は常陸介にそれぞれ復任しているのである。『国司補任』は
『御八講記』に頼盛の常陸介が久寿元年（1154 年）4 月 22 日、8 月 8 日、9 月 18 日、29 日、
そして 11 月 16 日に見えるとしている。そして、『兵範記』自体にも保元元年（1156 年）つま
りこの献上から約 2 年後の 3 月 5 日に頼盛の常陸介が見える。献上の前年に頼盛が常陸介に復
任して、献上の 2 年後に頼盛が常陸介見任なのであり、前年に淡路守に復任した教盛が、献上
の前後わずかな期間だけ常陸介になったとは非常に考えにくいことである。なお、2 年後の、
保元元年（1156 年）閏 9 月 22 日清盛が安芸守から播磨守に遷ると頼盛が安芸守となり、空い
た常陸介には異母兄平経盛が入った。保元 3 年（1158 年）8 月 10 日頼盛は再び常陸介となっ
たが、10 月 3 日参河守となった（藤原顕長と交換）。教盛のほうは平治元年（1159 年）12 月 27
日、平治の乱の勲功により越中守に遷った後すぐ永暦元年（1160 年）正月 21 日に常陸介に遷
った（『公卿補任』）。 
なお、頼盛は保元 2 年（1157 年）の信西の内裏の再建で貞観殿を造営。10 月 22 日その成功











④ ◆ 丹波守藤原成兼 
藤原成兼の任丹波守は久安 5 年（1149 年）8 月 28 日だから、久寿元年（1154 年）には延任







久寿元年（1154 年）の舞姫の 1 人は「忠基卿女」（『台記』同年 11 月 16 日条）と記されるか
ら、公卿の娘である。公卿の娘が舞姫となるのも抵抗なくなってきたのだろうか。但し、久寿
元年の献上者に忠基卿はいない。忠基はこの時は 54 歳で散位前中納言の太宰権帥であった。
忠基はこれから 2 年後の保元元年（1156 年）7 月に薨去する。 
 
久寿 2 年（1155 年） （後白河天皇大嘗会）  
＜公卿＞ 
① 大納言民部卿藤原宗輔 
藤原宗輔（79 歳）の任（権）大納言は保延 6 年（1140 年）3 月 17 日。15 年も前である。転
正は久安 5 年（1150 年）7 月 28 日。宗輔は天治 2 年（1125 年）にも舞姫を献上している。 
 
② 大納言春宮大夫藤原宗能 
藤原宗能（72 歳）の任権大納言も久安 5 年（1150 年）7 月 28 日。5 年も前のことである。
宗能はのちに応保元年（1161 年）に内大臣に昇る。宗能は参議だった長承元年（1132 年）にも
献上した。宗能は有職故実に明るく、兼実は日記『玉葉』に 86 歳で没した宗能の死を惜しむ言












たちだった。この年、中納言（権と合わせて）は 8 人だったが、参議は 6 人に減っている。さ
らに 1 名（藤原教長）が 12 月 22 日に参議を辞す。但し、この年には参議も新任はなかった。





3 人が権中納言に昇格して、新参議が一挙に 7 名も誕生する。新参議のうち 1 名（藤原伊実）
は正月 27 日に参議となり、その年の 9 月 13 日に権中納言に昇った。しかし、それは翌年のこ
















平清盛（38 歳）が献上した。久安 2 年（1146 年）2 月 1 日に正四位下に叙せられて翌日安芸
守となった。保元元年（1156 年）7 月 11 日、保元の乱の勲功で播磨守となるまで安芸守。永暦
元年（1160 年）2 階昇叙して正三位となって参議となるまでにはあと 5 年あった。 
 
保元元年（1156 年） 記録なし。 
 
保元 2 年（1157 年）  





流罪となったので、忠通の実質上の長子301として、権大納言だった基実が、この年 8 月 9 日（あ
るいは 10 日）、4 人を超えて右大臣となった。この年の基実の献上は、忠実―基実の継承ライ
ンが確立したことを示す晴れがましい献上だったであろう。『平家物語』巻第一「吾身栄花」で
清盛の 8 人の娘のうちの 1 人が六条の摂政殿（すなわち基実）の北政所になったと記される











は新任参議が僅少だった仁平 3 年（1153 年）に参議になっていたが、なぜか献上者
となった記録がなかった。保元の乱の後処理の人事で保元元年（1156 年）、つまり献上の前年







少年受領となった。献上の年には 21 歳だった。 
 
④ 因幡守藤原信隆 
藤原信隆（32 歳）は後白河院の近臣で、この献上の年から 4 年後、憲仁親王を皇太子に擁立
しようとしたとして、二条天皇によって因幡守を解官される。『平家物語』（巻第一「吾身栄花」
旧大系㊤93 頁）でも述べられているように、平清盛の娘を妻としていた関係から親平家であり、





保元 3 年（1158 年） 
＜公卿＞ 
① 按察使藤原重通  
按察使は権大納言藤原重通（60 歳）。重通の任権大納言は献上 2 年前の保元元年（1156 年）
9 月 13 日だった。 
  
② 皇太后宮権大夫藤原伊実 
皇太后宮権大夫は権中納言藤原伊実（34 歳）。伊実の任権中納言も献上 2 年前の保元元年 9











藤原実清の任越前守は仁平 3 年（1153 年）4 月 6 日。保元 3 年従五位上。平治元年（1159 年）
見任。正月 6 日正五位下に叙せられる。実清は『平家物語』では巻三「公卿揃」（旧大系㊤222
頁）で、安徳天皇誕生の際治承 2 年（1178 年）、六波羅に駆けつけた公卿 33 人の最後に新三位
実清と名が挙げられている。『公卿補任』で治承元年（1177 年）11 月 12 日、40 歳で従三位に
叙せられたことが確認できる。従って献上の年には 20 歳の若者だったことになる。 
 
④ 伊豆守藤原経房 
『吉記』の記主（吉田と号したことによる）。経房は仁平元年（1151 年）7 月 24 日伊豆守と
なり、この五節の直後の保元 3 年 11 月 26 日に安房守に遷任した（『国司補任』の「経房」の
尻付による）。藤原経房は摂関家の家司から六位蔵人になり、実務に優れていたので昇進を重
ねた。後に大納言に昇る藤原経房もこの時はまだ 17 歳にすぎなかった。経房は寿永 4 年（1185
年）にも献上することになる。 
 
保元 4 年（1159 年） 記録なし。 
 
永暦元年（1160 年）  
＜公卿＞ 
① 権中納言藤原雅教 
藤原雅教（48 歳）は献上 2 年前の保元 3 年（1158 年）年 8 月 10 日に権中納言になって、こ
の年転正した。この年の新参議には平清盛もいる。前年の平治の乱が勃発・終息、この年、6 月
20 日に正四位下から従三位も飛ばして、正三位に叙せられ、8 月 11 日参議となった。 
 
② 別当藤原公光 














あった。献上の年には 19 歳。受領を歴任するが、公卿に昇ることはなかった。 
 
④ 丹波守藤原成行  
藤原成行の任丹波守は保元 3 年（1158 年）10 月 6 日。その前年保元 2 年 12 月 29 日備中守
に任じられた。丹波守の後の去就は不明。 
 
応保元年（1161 年）    
＜公卿＞ 
① 権中納言源定房 
従三位源定房（32 歳）は、前年（永暦元年）8 月 11 日に権中納言となり、この年（応保元
年）正月に正三位に叙せられた。なお、平清盛はこの年、9 月 13 日に権中納言に進んだ。  
『平家物語』では徳子の出産に六波羅に駆け付けた公卿の中に源大納言定房の名がみえる
（巻第三「公卿揃」旧大系㊤222 頁）。また、重盛が大納言定房を超えて内大臣になったという
（巻第一「俊寛沙汰 鵜川軍」旧大系㊤125 頁）。 
 
② 権中納言藤原顕時 
藤原顕時（52 歳）は平治元年（1159 年）4 月 6 日（平治の乱以前）に参議に任じられて、献
上の前年永暦元年（1160 年）10 月 3 日に権中納言になっていた。『平家物語』では、顕時の長











『山槐記』11 月 21 日条にある献上者摂津守は高階泰経である。『平家物語』巻第三「大臣流
罪」で治承 3 年（1179 年）の政変で清盛によって解官された貴族たちの中に「大蔵卿右京大夫
兼伊予守高階泰経」の名がみえる（旧大系㊤258 頁）。泰経は『平家物語』では義経の院への取




文治元年／寿永 4 年（1185 年）11 月 2 日、義経が九州へと都落ちするにあたって「義経を大
将としてその下知に従え」という院宣を願ったが、それを院へ奏上したのも大蔵卿泰経だった
（巻第十二「判官都落」旧大系㊦390 頁）。泰経は文治元年／寿永 4 年（1185 年）末に頼朝から





で清盛一門ではない。平基親はこの年わずか 11 歳。平治元年（1159 年）～仁安元年（1166 年）
に伯耆守。任伯耆守から 3 年目の献上である。後白河の近臣であった基親はのちに治承 3 年
（1179 年）の政変で解官されるが、寿永 2 年（1183 年）還任。のち建久元年（1190 年）従三







応保 2 年（1162 年） 記録なし。 
 
◆ 長寛元年（1163 年）  
① 内大臣藤原兼実  
兼実の日記『玉葉』のこの日の記録は残っていない。しかし、元暦元年（1184 年）11 月に息
子良通の献上を記録した中に「下官為大納言献五節之時、＜長寛元年＞、依故禅閣命、参入・







『公卿補任』で確認しても、長寛元年には兼実は 15 歳で権大納言であるが、翌長寛 2 年の閏








年］～長寛 2 年［1164 年］）の基房と兼実の兄弟の例が挙げられている（巻第一、旧大系㊤92

















長寛 2 年（1164 年） 記録なし。 





永万元年（1165 年） 諒闇（二条天皇崩御）により五節停止。 
 




月 9 日に参議となり、献上の年の 7 月 15 日に権中納言になった。新中納言の献上である。 
重盛が叙爵されたのは 13 歳であるから、院の近臣たちの子弟が往々幼年で叙爵しているの




藤原成頼（31 歳）の妻の父である邦綱卿はこの年正月 12 日に参議に任ぜられるも 8 月 27 日
に婿の成頼を申任して辞職。成頼は譲りを受けて同日参議となった。従って新任参議の献上で
ある。成頼は久安 4 年（1148 年）周防守時代と仁平 2 年（1152 年）尾張守の献上を成り代わっ
て経営しているので、記録に残る限りでは 3 度目の献上となる。 
  
③ 参議平親範 
平親範（30 歳）は献上の前年永万元年（1165 年）正月 23 日に任参議。前年の五節のころは
父の死で服解しており、12 月 20 日に復任した。親範は仁平 3 年（1153 年）に伯耆守として受
領分を献上している。 
 





である。久安 3 年（1147 年）生まれの宗盛はこの年 20 歳で、嫡子重盛より 9 歳若い。宗盛は
長寛元年（1163 年）12 月 20 日美作守に遷任された（『公家事典』）。遷任後 3 年の献上である
が、献上の翌年仁安 2 年（1167 年）には守を止められた。しかし、これは参議となるために止
                                                        
305 次男基盛は応保 2 年（1162 年）に病死している。 
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められたと考えられ、翌年は大栄転で参議となる。（『公卿補任』は閏 10 月 12 日に「止守」に、
「7 月か」と傍書する。仁安 2 年に閏 10 月はなく、参議になるので守を止められたはずである
から、傍書のように、閏 7 月末に美作守を止めて 8 月 1 日に参議となったと考える。） 
 
② 武蔵守平知盛 
知盛は清盛の四男。宗盛の同母弟である。永暦元年（1160 年）2 月 28 日に武蔵守となった
（9 歳）。献上時は 15 歳ということになる。献上の翌年の仁安 2 年 12 月 30 日には平知重306を
後任として武蔵守を辞している。その次の年仁安 3 年正月に従四位下に昇叙はされている。ま




った。この後は 11 年後の治承元年（1177 年）正月 24 日 26 歳で従三位に叙せられ公卿に列し
たが、参議となるのはさらに 4 年後の養和元年（1181 年）30 歳の 3 月 26 日で、同年 9 月 23 日
には参議を辞した。（但し翌年 10 月 3 日任権中納言。） 
  




げて後白河の怒りを買い、永暦元年（1160 年）2 月 28 日に解官されて阿波に配流された。二
条親政の確立で、応保 2 年（1162 年）に召還されて、長寛 2 年（1163 年）には権大納言に還
任、同年閏 10 月 23 日に右大臣となっていた。召還後は過激な行動を控え、二条崩御後は後白






房308（21 歳）だった。実房は前年の仁安元年 6 月 6 日に、非参議から参議を経ずに権中納言と










治部卿は権中納言藤原光隆（41 歳）で、献上の年仁安 2 年 8 月 1 日に権中納言となった。新
中納言の献上である。光隆は「猫間の中納言」として『平家物語』に登場する（『平家物語』巻








平経盛は清盛の異母弟。安芸守、常陸介、伊賀守を歴任して応保元年（1161 年）10 月 19 日
から若狭守。献上の前年、永万 2 年（1166 年）正月 12 日若狭守に重任された。この時 40 歳。
壇の浦では、異母弟の教盛と鎧の上に碇を負って手を取り組んで入水したと語られる（巻第十











この時点の出雲守は藤原朝時。『愚昧記』11 月 13 日参入記事に献上者たち 4 人目の出雲守の
「某」に藤原朝時の傍書がある。鎌倉時代の歌人に藤原朝時がいるが、元久元年（1204 年）ご
ろの生まれで年代が合わない。朝時という人物については不明である。 
                                                        




仁安 3 年（1168 年） （高倉天皇大嘗会）  





成親は家成の三男で、久安 5 年（1149 年）讃岐守時代にも献上している。成親は後白河の側
近で、平治の乱では信頼とともに首謀者であった。信頼は処刑されたが、成親は妹が重盛の妻
だったところから解官されるにとどまり、応保元年（1161 年）4 月に右中将に還任はしたらし
いが、同年 9 月 28 日二条天皇によって再び解官。二条の死後、永万 2 年（1165 年）正月に左
中将に返り咲いて、後白河院の引き立てで、この献上の前々年の仁安元年（1166 年）に参議と
なりこの前年仁安 2 年 2 月 11 日に権中納言となっていた。 
 
② 権中納言検非違使別当平時忠 
平時忠（39 歳）は、この献上年の 8 月 10 日に権中納言に任官した。時忠は清盛の継室時子
の同母弟。高棟流の平氏。異母妹滋子が後白河の寵を受けて憲仁（高倉）を産んだ。応保元年






さまを指していっているのだが、『平家物語』によれば、清盛の出家入道は仁安 3 年 11 月 11 日
（史実では 2 月 11 日だが）、まさに頼盛保盛父子が失脚したこの年の五節のころのことにな















350 頁）。その後は保身のため娘を義経に嫁がせたりして、生き延びるが、結局は寿永 4 年（1185
年）9 月能登の国に流されることになり建礼門院徳子に別れの挨拶に出かけている（巻第十二
「平大納言被流」旧大系㊦383-385 頁）。時忠は文治 5 年（1189 年）配流先の能登で没した（60
歳）。 
 
以上 2 人はともに新任権中納言の献上である。 
 
③ 左大弁源雅頼 
雅頼（43 歳）が参議となったのは長寛 2 年（1164 年）正月 21 日。約 5 年前であるから、任













通盛は、清盛の弟教盛の嫡男、つまり清盛の甥にあたる。この献上の年である仁安 3 年の 5
月 13 日に常陸介から能登守に遷任された。その後、越前が重盛の知行国になると、通盛は長
く越前守を勤める。安元 2 年（1176 年）に越前守となり、治承 3 年（1179 年）10 月 9 日能登
守、同年 11 月 18 日、治承 3 年の政変で藤原季能の越前守を停めて通盛が越前守に再任、養和
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久寿 2 年（1155 年）ごろと推測している。五節献上の仁安 3 年には 14 歳ほどになっていただ
ろうが、やはり、父教盛の実質経営であろう。この献上の年である仁安 3 年（1168 年）の 8 月







長寛元年（1163 年）正月 24 日右兵衛佐並越前守、永万元年（1165 年）正月 5 日従五位上、仁
安元年（1166 年）12 月 20 から右兵衛佐兼尾張守、仁安 2 年（1167 年）閏 7 月 12 日に昇殿を
許された（『兵範記』仁安二年閏七月十二日条「昇殿聴、右兵衛佐兼尾張守平保盛」）。そして仁
安 3 年（1168 年）正月 11 日に正五位下に叙せられていた。保盛はこの年おそらく 12 歳。同じ
く献上者となった通盛とはいとこ同士になる。保盛の父の頼盛もこの献上の年に待望の参議に
任ぜられた。但し、補任は 10 月 18 日であるので、五節の献上はその前に決定していたと考え
られる。 
 
嘉応元年（1169 年）  










安 3 年（1168 年）8 月 10 日。但し、仁安元年（1166 年）には新参議が 3 人、新中納言が 4 人
いた。仁安 2 年（1167 年）には新参議が 2 人、新中納言が 4 人いた。仁安 3 年（1168 年）には
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安 3 年（1168 年）の 12 月 13 日。この献上は権中納言任官後では始めて迎える五節であった。
邦綱は清盛の盟友であるが、『平家物語』では財産家（大福長者）で賢人として描かれる。中宮






③ 常陸介藤原頼実  
上掲の『兵範記』嘉応元年 10 月 13 日条から、受領分の献上者として、常陸介頼実朝臣と伯
耆守宗頼に舞姫献上が命じられたことがわかる。（但し、実際に献上したかは確認できなかっ
た。）この頼実は藤原頼実と考える310。藤原頼実は経宗の長男で嘉応元年には 15 歳。治承 3 年





うやく参議になったのは建久 6 年（1195 年）12 月 9 日で 42 歳になっていた。 
 
嘉応 2 年（1170 年） 




① ★ 中納言藤原忠親 
堀川中納言忠親（40 歳）の任権中納言は仁安 2 年（1168 年）2 月 11 日。献上の 2 年前であ
                                                        
310 歴史上に源頼実という人物もいるが、寛徳元年（1044 年）に没している。 






て後白河が諮問した 5 人の公卿の 1 人に堀河大納言忠親がいた（旧大系㊦238 頁）。 
 
② ★ 源宰相資賢 
参議源資賢（59 歳）はこの年、つまり五節の直後の 12 月 30 日権中納言に昇進した。鳥羽院
の近臣だったが、芸能に堪能で今様が上手かったので後白河院にも気に入られた。二条天皇に
よって一時は信濃に追放されたが、復帰後は参議、中納言から権大納言まで出世した。後白河
の側近として、治承 3 年（1179 年）の政変では清盛によって解官されたが、養和元年（1181 年）
12 月 4 日に権大納言に還任した。なお、この年の童女御覧に童を出したのは資賢 1 人だけだっ
た。『平家物語』は、ちょうどこの年、嘉応 2 年の正月、藤原成親（35 歳）が、長老であった
資賢と「栄花の人」である兼雅を超えて右衛門督兼検非違使の別当に任ぜられたことを語る（巻
第二「大納言流罪」旧大系㊤181 頁）。しかし、資賢自身も 12 月には権中納言になったのだ。 
 
＜受領＞ 
③ ★ 上総介藤原基輔か 
仁安 2 年（1167 年）3 月 20 日に藤原基輔が上総介となり、献上年である承安元年（1170 年）
10 月 9 日に基輔が見任している。10 月 9 日といえば五節献上者は既に定められている時期で
あり、献上者上総介は藤原基輔とみて間違いあるまい。この年の五節では上総介だけが参入の
儀を行い、他の 3 人は密参（『愚昧記』）。基輔は歌人として知られていた。 
 
④ ★ 越中守藤原行雅か 
この年の受領分献上者の 1 人には但馬守が定められていたが、重病に依り越中（守）に改定
された（『玉葉』11 月 13 日条）。越中は嘉応元年（1169 年）正月 11 日に藤原行雅が受領とな
り、この献上年の嘉応 2 年（1170 年）の 5 月 22 日に見任している。その後は、安元元年（1175
年）に平俊盛が見任していて、治承 4 年（1180 年）正月 28 日に平業家が重任した（以上「国
司一覧」）。行雅から平俊盛への交替時期は不明だが、業家の重任が補任から 4 年目のこととす
れば補任は安元 2 年（1176 年）ごろ、するとその前の守の業家の補任は承安 2 年（1172 年）か
承安 3 年（1173 年）ごろの可能性は高く、行雅が嘉応元年（1169 年）から業家補任まで、4 年





承安元年（1171 年）    
＜公卿＞ 
① 中御門中納言藤原宗家 
藤原宗家（33 歳）は前年嘉応 2 年（1170 年）2 月 11 日父の服喪から服解、復任。宗家の任
権中納言は仁安元年（1166 年）8 月 27 日であったので、5 年も前の事ではある。しかし、翌年









美作守藤原雅隆（25 歳）は、五節献上の前年の嘉応 2 年（1170 年）正月 18 日に備後守から
美作守に遷った。五節献上から約 3 年後の承安 5 年（1175 年）正月 25 日に美作守を重任され




（1168 年）8 月 4 日、仁安 4 年（1169 年）2 月 1 日、嘉応元年（1169 年）6 月 8 日の条に見え








にはなく、承安 2 年にはあったことなどからこの五節は承安 2 年（1172 年）のものではないか
                                                        













承安 2 年（1172 年）   
＜公卿＞ 
① 権大納藤原実国  
『玉葉』には新大納言実国とあるが、藤原実国（33 歳）の任権大納言は嘉応 2 年（1170 年）











たことは間違いない。藤原資長は永暦元年（1160 年）10 月あるいは 12 月 3 日、43 歳で右大弁
から参議に昇り同日左大弁に転じた。ちょうど同じ年の 8 月 11 日、清盛も 43 歳で参議になっ
ている。資長が権中納言になったのは永万元年（1165 年）8 月 17 日であるから、献上年より 7
年も前である。但し、この年も前年も新任の参議も権中納言もいない。資長は保元元年（1156
年）7 月 39 日院試に合格して秀才となっているだけに漢詩に長じていたが和歌も能くした。
（兼光も保元 3 年文章生となり、この年承安 2 年［1172 年］には 25 歳あるいは 27 歳で、のち
                                                        
313 保安 3 年の献上者藤原顕隆の項を参照。  
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に寿永 2 年［1183 年］平家都落ち後の除目で正四位下で参議となった。） 
 
＜受領＞ 
③ ★ 信濃守藤原隆雅か 
『玉葉』11 月 14 日条の童女御覧に「信濃童」が出ているので、献上者には信濃守がいたこ
とになる。信濃守には仁安 3 年（1168 年）正月の除目で藤原隆雅が任じられている（『兵範記』
正月 11 日条）。そして『玉葉』承安 2 年（1172 年）閏 12 月 7 日条に「近江守実範、殊寵之間、
可被相転江州於熟国欤、信濃＜前相国知行＞、出雲＜朝方卿知行＞等、応其撰云々」とあるの
で、承安 2 年 12 月まで信濃の知行主は前相国（前太政大臣）であったことが知られる。承安 2
年時点の前相国は藤原忠雅である（『公卿補任』）。一方、近江守だった「実範」とは院の寵臣、







『尊卑分脈』が拾わなかった子女がいたかもしれない。承安 2 年 11 月の五節時点の信濃守は
















が近江守として承安 3 年（1173 年）で没した為経であったのだろうか。兼のくずし字（  ）には為（  
）に近いものもある。 




承安 3 年（1173 年）  
＜公卿＞ 
① 花山院中納言藤原兼雅 




名門の出身で 3 歳で叙爵。永万元年（1165 年）年 7 月 27 日従三位の非参議となっていた。仁
安 3 年（1168 年）2 月 17 日、参議を経ず権中納言に任じられた。6 年近くも前のことである。
但し、この年も前年も、新任の参議や新権中納言はいなかった。承安 3 年（1173 年）当時は 26









② ★ 参議左大弁藤原実綱 
この年の献上者の 1 人は参議左大弁藤原実綱と比定する。舞姫を献上する参議には翌年に限




たものであることがわかる。承安 3 年の参議左大弁は藤原実綱であるから、承安 3 年の五節の
公卿献上者の 1 人は藤原実綱であったと特定できる。 
実綱（長寛元年改名。元の名は実経）は内大臣公教の長男で、仁安 2 年（1167 年）2 月 21 日、
献上年の 6 年前に 40 歳（あるいは 41 歳）で参議に任じられた。『平家物語』では、実綱（実
経）は、巻第三の治承 2 年（1178 年）の安徳天皇誕生に駆けつけるすべての公卿たちの名とと









③ ★ 備中守源雅賢 












守源雅賢（元土佐守）は、久安 4 年（1148 年）生まれの 26 歳。承安元年 4 月 21 日から備中守
で、献上の約 1 年後の安元元年（1175 年）正月 22 日に重任を得ている。雅賢は治承 3 年の政
変で解官され追放されるが、治承 5 年には還任、養和 2 年 3 月には祖父資賢の権大納言辞官申
任によって右中将に昇進する。文治元年（1185 年）12 月 29 日、平親宗（平時忠の異母弟）の
解官によって参議となって公卿に列した。 
 




承安 4 年（1174 年）  
＜公卿＞ 
① 右衛門督平宗盛 
権中納言兼右衛門督平宗盛（28 歳）は嘉応 2 年（1170 年）12 月 30 日 9 人目の中納言（権）






となっていた。権中納言昇進は 4 年前ではあるが、宗盛は献上の前年（承安 3 年）10 月または




清盛の異母弟である教盛（47 歳）は献上の 6 年前の仁安 3 年（1168 年）8 月 10 日に参議に
なっている。6 年前であり、教盛にこの前後特筆すべき昇任も昇叙もない。この年は新しい参
議は 2 人いた（正月に実家、8 月に成範）のに、なぜ教盛が選ばれたか不明であるが、この前




③ ★ 常陸介高階経仲か 
『玉葉』には献上者受領に「常陸」が挙がる。承安元年（1171 年）12 月 8 日、高階経仲が常
陸介に任じられており、経仲が治承 3 年（1179 年）11 月 17 日に常陸介を解官されている。ま
た、治承 3 年（1179 年）正月 6 日に知行国主として高階泰経の名が見える322が、経仲は泰経の
長男である。以上から、承安 4 年（1174 年）の常陸介はおそらく高階経仲と考えられる。経仲
は承安 4 年には 18 歳、父泰経の助力を得つつ献上したものだろう。 
 
④ ★ 因幡守藤原隆保か 
同じく『玉葉』にもう 1 人の献上受領として「因幡」が挙がる。因幡は応保元年（1161 年）
10 月 19 日から藤原隆房が国守で嘉応 2 年（1170 年）正月 18 日に秩満し、代わって藤原隆保
が国守となり治承 2 年（1178 年）正月 28 日秩満しているので、承安 4 年（1174 年）現在因幡
守は隆保だったと推定される。（治承 2 年には隆保秩満の同日に隆清が因幡守となった。）因幡
は藤原隆季が知行する国で、隆房、隆保、隆清は息子たちとみられている323。隆季は承安 4 年
現在 48 歳で権大納言兼中宮大夫であった。 
 
安元元年（1175 年）  
この年の五節は閑院内裏で行われることになり324、丑の日に閑院に舞姫が参入し帳台試が行
                                                        
322 『日本史総覧』の「国司一覧」による。寿永 2 年に泰経は従三位に昇ったが『国司補任』尻付には知行国
は書かれていない。 
323 『公卿補任』建久 8 年（1197 年）隆保の従三位昇叙の際の尻付による。 
324 大内裏は存在していたので、行事の際は、しばしば天皇は通常起居する里内裏から内裏へ行幸していた。










安元 2 年（1176 年） 母后平滋子崩御による諒闇で五節なし。 
 
治承元年（1177 年）  
＜公卿＞ 
① 左兵衛督藤原成範 

















③ ◆ 丹後守平‧師盛 
                                                        










である。丹後国は安元 2 年（1176 年）3 月 4 日に平師盛が国守に見任しており、治承 2 年（1178





師盛は承安元年（1171 年）生まれであるので325献上年にはわずか 7 歳だったことになるか




㊦193 頁）、主従 7 人で小舟で落ちてゆくところ、新中納言知盛の侍が乗せてくれというので漕
ぎ寄せたところ大男が飛び乗った勢いで船が転覆して討たれてしまい（巻第九「落足」旧大系
㊦225 頁）、その首（備中守327）は大路を渡されたという（巻第十「首渡」旧大系㊦239 頁）。 
  
④ ◆ 安房守藤原定長 
藤原定長は永万元年（1165 年）新帝（六条）即位の日に蔵人になった。献上の 11 年前の仁
安元年（1166 年）正月に蔵人の巡で日向守となった。六条即位の時はまだ院政に対立した二条
天皇が在世していたので、巡による国守就任も行われたのだろう。定長は安元 2 年（1176 年）
正月 5 日に安房守になり、治承 4 年（1181 年）正月に重任する328。安房守となって 2 年目の献
上である。「服藤リスト」では阿波守とあるが、『愚昧記』も『玉葉』も安房守であるので、誤
記であろう。『愚昧記』の定長に続く割書に、（安房は）「右中弁経房知行也」とある。経房は定
長の兄である。定長は実務官僚として出世、のちに文治 5 年（1189 年）7 月 10 日に参議に任
ぜられる。実務官僚である定長は『平家物語』では蔵人衛門権佐として登場。安徳即位の模様
を立派だったと厚紙 10 枚ばかりに書いて安徳祖母の二位の尼へ送っている（巻第四「源氏揃」
                                                        
325 『朝日日本歴史人物事典』（田中文英）による。 
326 例えば寿永 2 年（1183 年）の出来事である「維盛都落」で都落ちに加わる師盛 5 兄弟の中に丹後の侍従忠
房の名がある（旧大系㊦99 頁）。 
327 師盛は寿永 3 年には「備中守」と呼ばれていた。「落足」での師盛の最期は「小松殿の末子、備中守師盛
は」で始まる。  
328 『公卿補任』文治 5 年「藤定長」の尻付による。安房守の前は日向守。 
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治承 2 年（1178 年）  





権大納言藤原隆季（52 歳）が献上。隆季の任権大納言は仁安 3 年（1168 年）12 月 13 日であ
るので、10 年近くも前のことになる。治承 2 年の新任は宗盛の権大納言だけだった。宗盛は既
に過去 2 度の献上の記録がある（直近は承安 4 年［1174 年］）。隆季は家成の長男で清盛とは 2
重の姻戚関係を結び（妹は重盛の妻になり、清盛の娘を隆季は嫡子の隆房の室に迎えた。後者
は『平家物語』巻一「吾身栄花」旧大系㊤93 頁）、親平家を鮮明にしている。これより後、治






② ◆ 参議藤原実宗 
『玉葉』治承 2 年 11 月 18 日条に五節献上公卿として割書に「隆季『大納言』、実守『参議』、」
と、藤原実守を挙げる。「服藤リスト」は『玉葉』通りの実守をあげるが、本論筆者は参議藤原
実宗と比定する。 
実守は『玉葉』の翌年の治承 3 年（1179 年）の公卿献上者にも「公卿、＜権中納言朝方、参
議実守＞」とある。そして『山槐記』治承 3 年 11 月 11 日条の「今夜五節参入」に続く献上者
の名の中に「宰相中将、＜実守＞」があるので、治承 3 年の献上者宰相藤原実守は 2 つの日記




で合致する。治承 2 年と 3 年と公卿の 2 年続けての献上はありえない。治承 3 年は 2 つの日記









藤原実宗は前権大納言公通の長男で、治承 2 年の前々年の安元 2 年（1176 年）12 月 5 日に
参議となったので、参議となってから迎える 2 度目の五節であった。治承 2 年と治承元年に新
しく参議・（権）中納言に任じられた者はいなかった。実守の任参議は嘉応 2 年（1170 年）12




























                                                        
330 以下、宗と守の字例  くずし字データベースより。 
「宗」と判読されている字：   「守」と判読されている字： 
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上者である上野守頼高は「五節参入日とされる丑の日 18 日はちょうど 7 日目にあたるが、参




治承 2 年（1178 年）の受領分の献上者は上野介藤原頼高であったが、経営の大部分を父の兼光
が行ったのであろう。受領である頼高であろうと、左少弁兼光であろうと朝廷としては非公卿
分の五節が献上されさえすればよく、特に名前を厳格に使い分けなかったと見える。 
藤原兼光は 14 歳で文章得業生、仁安元年東宮学士。承安 2 年（1172 年）から左少弁。献上
の１年後の治承 3 年 10 月 9 日右中弁に昇任するが、舞姫献上の年には左少弁に過ぎなかった。
しかし、兼光は、後白河法皇の寵妃高階栄子（丹後局）の婿となって順調に出世した。 





④ ◆ 加賀守平親国 
『玉葉』治承 2 年（1178 年）11 月 18 日条には受領献上分として上野の兼光に続けて「加賀
[権弁親宗知行国也イ]、」という割書がある。これを「服藤リスト」は加賀守平親宗とするが、
本論筆者は以下の理由で加賀守である親国（親宗の子）の献上と考える。 
権弁親宗とは『公卿補任』で平親宗と確認される（寿永 2 年［1183 年］に参議となった年の
尻付から）。平親宗は平時忠の異母弟、つまり時子と建春門院滋子にとっても兄弟である。後白
河の近臣となり、治承 3 年の政変で後白河の近臣として解官される。時子の弟ではあるが、宗
                                                        
331 石丸熙の知行国守表による（石丸 1971：66）。但し、『尊卑分脈』では確認できなかった。 
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盛とは仲は良くなかった。親宗は安元元年（1175 年）12 月 8 日から治承 3 年 10 月 9 日まで権
右中弁であるので、献上の年には確かに権弁である。政変で一時解官されたが、そののち左中
弁、右大弁と上昇して、寿永 2 年（1183 年）正月 22 日に右大弁のまま参議となるが、同年 11
月（あるいは 12 月）28 日、木曽義仲により両職を解却された。舞姫献上年である治承 2 年（1178
年）には右中弁で正月 5 日に従四位上に叙せられていた。国守経歴でいえば親宗は、仁安 2 年
（1167 年）伯耆守となり、嘉応 2 年（1170 年）正月 26 日讃岐守になっているが、『公卿補任』
にはその後の加賀守については記述はない。この年もう 1 人の受領献上の上野国と同じく加賀
国の治承 2年（1178 年）正月 6 日に知行主は平親宗で国守には知行主の子平親国となっている
ので（石丸 1971）、治承 2 年の献上者名としては加賀守平親国であるべきと考える332。また、
この五節から間もなくの治承 3 年正月 1 日の『山槐記』の記述にも「加賀守親国」がみえる。






（前年）に前駆をつとめた殿上人 16 人の筆頭に蔵人頭親宗の名が挙がる（旧大系㊦352 頁）。 
 
治承 3 年（1179 年）   
この年の五節は劇的な五節だった。治承 3 年 11 月 14 日、突如、清盛が福原から軍勢を率い
て上洛し、後白河を幽閉した（いわゆる治承 3 年の政変）。この日は辰の日、つまり五節の豊明























も解官される。16～19 日にかけて、後白河院の近臣を中心に 39 人が解官され、清盛の信任す
る者たちの除目が行われた。 
戌の刻（午後 8 時ごろ）であろうか、兼実は参内した。子の刻（深夜 12 時）のころ天皇の出
御があって豊明節会は始まった。関白基房も出席していた。この騒然とした日、宮中で行われ




権中納言朝方は 13 年前の仁安元年（1166 年）11 月 16 日に「依不参五節」を理由に右大弁
を解かれ蔵人頭を停められたことがあったが（『公卿補任』）、翌仁安 2 年（1167 年）2 月 11 日
に待賢門院の御給で 33 歳で従三位に叙せられた。しかし、安元元年（1175 年）11 月 28 日参
議となるまで 9 年近くも非参議に留まっていた。そして、この年、治承 3 年（1179 年）10 月
12 日権中納言となり、権中納言となった直後の献上であった。幸い、五節直後の政変で院の近
臣ら 39 人が解官される中、朝方は後白河の近臣ではあったが解官は免れる。朝方は『平家物




② 宰相中将藤原実守  
藤原実守（32 歳）の任参議は嘉応 2 年（1170 年）12 月 30 日と、8 年も前である。但し、こ
の年治承 3 年と前年の治承 2 年、治承元年には新参議も新中納言もいなかった。邦綱が治承元
年権大納言になっているのみである。3 年前の安元 2 年（1176 年）に新参議となった実宗は治










（1160 年）4 月 7 日、讃岐守だった俊盛は、息子の季能を讃岐守に申任して守を辞した。美福
門院の死（永暦元年［1160 年］11 月 23 日）後は後白河院の信任を得て、長寛 2 年（1164 年）
に従三位になり公卿に列した。俊盛はこの献上の 2 年前治承元年（1177 年）9 月に 58 歳で出
家した（『公卿補任』）。献上者である遠江守盛実自身は人名事典などには登場しない。『安徳天





また、遠江が治承 3 年に平家の知行国に組み入れられた様子もない。） 
 
④ ◆ 備後守藤原宗隆  
『山槐記』11 月 11 日丑条には献上者名として備後守＜宗隆＞が挙げられている。『玉葉』11
月 11 日条では「受領＜遠江、甲斐＞」とある。藤原宗隆は仁安元年（1166 年）生まれだから、
この献上の年は 14 歳である。宗隆は承安 4 年（1174 年）に 9 歳で甲斐守となり、甲斐の次に
は治承 2 年、つまり献上年の前年（1178 年）正月 28 日に備後守になっていた。この年、治承
3 年の五節の日に、軍勢を率いて上京した清盛により、17 日～18 日、甲斐守藤原為明が解官さ
れると、宗隆が甲斐守に再任される。『山槐記』治承 3 年 12 月 12 日に「甲斐守同宗隆＜元備
後＞」とある。五節参入の 11 月 11 日現在は備後守であった。 






















権大納言藤原実国（41 歳）は 10 年前、嘉応 2 年（1170 年）から権大納言であり、権大納言
となって 2 度目の献上であった。これは当初は左大将の実定の代替である。実国はこの年、治
承 4 年 2 月 21 日、安徳の受禅により新院（高倉院）の別当となっていた。この五節の前年の







この前年治承 3 年（1179 年）正月 19 日参議に任ぜられたが、後白河院の近臣であったので
11 月 16 日治承 3 年の政変により左中将を止められていた（参議は解官されていない）。しか
し、この年治承 4 年正月 24 日に朝参を許された。管絃に秀でていた335。兼実と親しく九条家
に奉仕した。寿永 2 年、平家の都落に際して姿を隠していた後白河が比叡山へ御幸したと聞い
て駆けつけた大勢の公卿・殿上人たちの中に定能もいた（旧大系㊦119 頁）。 






































                                                        
336 『兵範記』仁安元年（1166 年）11 月 14 日条の加階の記事の中に「平経正＜上西門院久寿元年＞」とあり、
久寿元年（1154 年）の「御給」の脱落とみられる。 
337 生母の出自のためか。 








養和元年（1181 年） 諒闇（高倉院崩御）につき五節停止。 
 









寿永 2 年（1183 年） 五節停止。 
 
元暦元年（または寿永 3 年）（1184 年） （後鳥羽天皇大嘗会） 
この年は安徳天皇を奉じた平家が 2 月に一の谷で大敗し、重衡が生虜となり、維盛の戦線離
脱があり、源氏の範頼が西国へ下向した年である。前年の寿永 2 年（1183 年）8 月 20 日、平
安京では後鳥羽天皇が神器のないまま践祚した。そして、この年寿永 3 年（平安京では元暦元
年）7 月 28 日、剣璽のないまま後鳥羽の即位式が挙行されて、この年の五節は大嘗会となっ
た。『玉葉』記主兼実は剣璽もない即位式には反対した。献上者のうち良通は童女御覧を勤仕
し、頼実は参入の儀を勤仕した。他の 3 人の献上者たちはどちらも奉仕しなかった。 
＜公卿＞ 
① 権大納言右大将藤原（九条）良通 





                                                        
位下は 8 歳（1160 年）、従五位上は 13 歳（1165 年）である。仮に通盛より 6 歳遅れとすれば 1166 年の従
五位上昇叙の時は 19 歳前後であろうか。通盛は寿永 2 年には従三位（非参議）であるが。 
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て、基通は寿永 2 年（1183 年）11 月 21 日一時摂政を停められたが、この献上年の寿永 3 年
（1184 年）正月 20 日、摂政并びに氏の長者に復帰していた。この復帰には後白河との男色関
係も噂されている。しかし、文治 2 年（1186 年）3 月 12 日に基通は摂政并びに氏の長者を停
められて、10 月 29 日良通が 20 歳で内大臣に任ぜられた。摂関家の後継として父兼実は期待し





② 左兵衛督藤原頼実  
頼実（29 歳）は左大臣経宗の長男。後白河の近臣だったが、治承 3 年（1179 年）の政変でも




③ 平宰相親宗   
平親宗は高棟王流の平氏で後白河の近臣。治承 2 年（1179 年）にも息子の加賀守親国の献上
を実質的に経営している。親宗は平時子の兄弟ではあったが、後白河の近臣として治承 3 年の
政変で解官された。寿永 2 年（1183 年）正月 22 日には参議となったが、木曽義仲により 12 月
28 日に解官された。木曽義仲失脚後、この年寿永 3 年（1184 年）9 月 18 日参議に還任した。 
親宗は『平家物語』では巻第十一「一門大路渡」の章段で、白の狩衣（浄衣）を着た宗盛が
八葉車に乗って大路を渡される時、前々年、宗盛の内大臣就任の華やかな行列に扈従した殿上
人 16 人の筆頭に蔵人頭親宗の名があげられる（旧大系㊦352 頁）。 
 
＜受領＞ 
④ 但馬守藤原範能    
範能は正三位参議左京大夫藤原修範の長男。嘉応元年（1169 年）12 月 30 日に院分国である
尾張守となった。献上の前年、寿永 2 年（1183 年）8 月 16 日に但馬守に遷った。この年の 11
月 12 日の大嘗会叙位で従四位下に昇叙されている。こののち建久元年（1190 年）に従三位に
なっている。遷但馬守の翌年の献上である。『平家物語』では、巻第十一「内侍所都入」で内侍
所を迎えに行った人々の中に但馬少将範能（教能）がみえる（旧大系㊦344 頁）。 
                                                        




⑤ 紀伊守藤原範光    












文治元年／寿永 4 年（1185 年） 




















た。晩年の元久 2 年（1205 年）6 月に内大臣任官の話が出たが通資は重篤な病の床にあった。
女院が任官させるように責め申したが勅許は出なかった。しかし、信清卿が通資邸へ使いに来
た時、通資は誤解して大臣に任じられたと披露してしまったので家人や雑人たちは通資を大臣
殿と称したが、結局勅許を得ることなく 7 月 8 日に薨去したという（『明月記』6 月 19 日条、
7 月 8 日条）。 
 
＜受領＞  
③ ★ 美作守藤原公守  
この年の受領献上者としては、『玉葉』文治元年（寿永 4 年［1185 年］）11 月 22 日条の割書
に「美作、内大臣知行」とある。文治元年の内大臣は藤原実定（47 歳）である。美作国は治承
4 年（1180 年）正月 28 日に藤原公守が国守に補任された（『玉葉』）。公守は実定の次男である
（『尊卑分脈』）。この五節の直後の文治元年 12 月 27 日には知行国主は実定の兄弟の実家で、
29 日には実家の次男の公明が知行国主となるが、11 月現在で実定が知行国主なら息子公守が
美作国守として献上者ということになる。公守は 12 月 29 日に越前守となったが（父実定が知
行国主）340、その人事は頼朝の介入といわれる（佐藤圭 2012：362）。 
 









年）の政変では右京大夫・大蔵卿・伊予守を解官され、治承 5 年（1181 年）5 月 26 日更任し
た。寿永 2 年（1183 年）2 月 21 日従三位に叙せられて、「卿」と呼ばれる身分になったが、そ
の年の 11 月 28 日木曽義仲により院の近臣として大蔵卿は解官されてしまうが、義仲の失脚と
ともに復帰した。泰経はこの献上の年文治元年（1185 年）12 月 27 日義経の謀反に与同したと
して頼朝の怒りを買って解官され、29 日に伊豆の国に配流と決まるが、下向することはなかっ
                                                        




















a. 参議・中納言になった年、または昇任して初めて迎える五節で献上を命じられた貴族たち   
 
年  新参議 17 人  年  新中納言 14 人 
1119 年 源雅定  1119 年 藤原実隆 
1122 年 藤原顕隆    
1130 年 藤原忠宗  1130 年 藤原長実 
1132 年 藤原宗能、藤原実光   
1134 年 藤原家保  1134 年 藤原顕頼 
   1136 年 藤原成通 
1142 年 藤原経定、藤原顕業    
1145 年 藤原忠雅 
   1149 年 藤原清隆 
1150 年 源雅通  1150 年 藤原経定 
1151 年 藤原師長   
1153 年 藤原兼長   
   1154 年 藤原師長  
   1160 年 藤原公光 
 1166 年 藤原成頼 
   1166 年 平重盛 （任参議も同年） 
   1167 年 藤原光隆 
   1168 年 平時忠 
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   1169 年 藤原邦綱 
1171 年 藤原頼定  
1177 年 藤原長方  1177 年 藤原成範 
   1179 年 藤原朝方 
1184 年 平親宗（還任）   




年  新参議 7 人 年  新中納言 11 人  年  新大納言 4 人 
1124 年 藤原為隆 1124 年 源雅定     
1135 年 藤原実衡    
1143 年 藤原教長    
1151 年 藤原経宗   
1152 年 藤原為通    
  1157 年 藤原朝隆  
  1158 年 藤原伊実  1158 年 藤原重通 
  1160 年 藤原雅教  
  1161 年 源定房、藤原顕時 
  1166 年 平親範 
    1169 年 藤原実房 
 1168 年 藤原成親 
  1170 年 藤原忠親   
    1172 年 藤原実国 
1178 年 藤原実宗 
1180 年 藤原定能 
  1184 年 藤原頼実  1184 年 藤原良通 
  1185 年 藤原経房 
 
c. 五節の直後（年内の 12 月あるいは翌年の正月）に昇進・昇叙した人たち 3 人 
 
1136 年 藤原頼長  12 月 9 日  権大納言 → 内大臣 
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1153 年 藤原兼長  12 月 12 日 参議 → 権中納言 
1170 年 源資賢  12 月 30 日 参議  → 権中納言 
 
d. その他、参考までに、献上の 3 年前に昇進したもの 
 
 1118 年 源重賢  任中納言 
 1120 年 源能俊  任権大納言 
 1125 年 源顕雅  任権中納言  藤原宗輔 任参議  源顕雅 任権中納言 
 1152 年 藤原資信 任参議 
 
以上、1118 年から 1185 年まで献上公卿（延べ）94 名341のうち、新しく参議あるいは中納言
になって初めて迎える五節で献上したもの（a グループ）は、それぞれ 17 人と 14 人。前年の
五節以前または前々年に参議、中納言、あるいは大納言時に昇進したもの（ｂグループ）は、















                                                        




伊予は権守）、参議源朝任の備前守の 3 件のみ。また、最後の年が長元 2 年は 1029 年であるから、平家の
時代より 1 世紀以上前の例である。 





天永 2 年（1111 年）正月 23 日に権大納言源俊実（66 歳）は息子の忠高を美濃守に申任して権
大納言を辞退、また永治元年（1141 年）には権中納言の藤原顕頼が息子の惟方を越前守に申任
して権中納言を辞し343、康治 2 年（1143 年）11 月には権中納言の藤原実光（75 歳）は息子の
光盛の和泉守の重任を願って、権中納言を辞す旨を申し入れている344。また、仁安 2 年（1167
年）2 月 11 日には按察大納言の藤原公通 51 歳が息子の実仲を下総守にするため、権大納言を
辞した（按察使は如元）。（以上 4 人は『公卿補任』から、天仁元年 ［鳥羽天皇］ 以降寿永 3
年までの前中納言以上の散位たちを追って拾った。すべての例は尽くしていないかもしれない
345。）公卿が息子などを申任して官職を辞すれば、年齢による致仕などと違って、「理解」（「理」
                                                        
同 2 年（1000 年） 近江守従三位菅原輔正 兼 
治安 3 年（1023 年） 美作守従三位藤原通任 兼 
万寿元年（1024 年） 伊予守従三位藤原道雅 兼 
長元元年（1028 年） 伊予守従三位藤原資平 兼 
同 2 年（1029 年） 備前守従三位源朝任  兼 
  上島亨（2020：763）の著した表 1 に「11 世紀以降における公卿の国守補任」を『公卿補任』からまとめ









 保安 3 年（1122 年）藤原長忠（65 歳）が 12 月 17 日に権中納言となるも、21 日は息子能忠を権右少弁
に申任して権中納言を辞した。 
 長承 4 年（1135 年）4 月 9 日権中納言の源雅兼（57 歳）は息子の雅綱を権右少弁に申任して権中納言を
辞した。雅兼は 12 月 12 日に出家した。 
 保元 3 年（1158 年）中納言藤原資信（77 歳）が中納言を辞する時には猶子の資忠を木工頭に申任した
（資信は 11 月 8 日に出家。同月 18 日に薨）。同年中納言藤原忠雅 35 歳は左衛門督を辞して弟の右少将
忠親を左中将に申任した。 
 平治 2 年（1160 年）太政大臣藤原宗輔（84 歳）は息子の参議俊通の右中将の兼任を申して上表した。 
 永暦元年（1160 年）権大納言藤原末成（49 歳）は息子の公光の権中納言を申任して権大納言を辞した。 
長寛元年（1163 年）には権中納言藤原雅教（51 歳）が息子の駿河守雅長の左少将を申任して中納言を
辞した。（雅長の駿河守は如元）。 
 長寛 2 年（1164 年）には内大臣藤原宗能（81 歳）が上表、息子の宗家の叙正三位を申した。 
 永万 2 年（1166 年）権中納言顕長（50 歳）は 6 月 6 日左衛門督を辞官して、外孫の公綱の左衛門佐を
申任し、8 月 27 日に権中納言を辞して、息子の左少将長方の右衛門佐の兼任人を申した。顕長自身は
皇后宮大夫は留任した。 
 仁安元年（1166 年）権中納言顕時（57 歳）は息子の丹波守盛隆の木工頭を申任して権中納言を辞した。 





























伊予、筑前の 31 国の名が挙がる。これら院分国 31 国にはいわゆる熟国が多いが、受領（特に













































































                                                        
348 折紙：古文書の用紙の形。1 枚の和紙を横に半折したもの、またはそれを用いた文書。平安時代末よりみ
られる。『日本大百科全書（ニッポニカ）』の解説より。 


















序章でみたように、11 月の五節の舞姫は新嘗祭の年には 4 名、大嘗祭350には 5 名が献上され
る。新天皇の即位351が 7 月以前だと大嘗祭は当年の 11 月に、即位が 8 月以降だと翌年の 11 月
に行われる。最終日に天皇は豊楽殿または紫宸殿において群臣に宴を賜う。いわゆる豊明節会




































だったりあるいはないこともあるといっている。献上者の内訳が公卿から 2 名（大嘗祭は 3名）
と受領から 2 名という分担が定着したのは後一条朝のころからである（服藤 2015：49）。 










和暦  （西暦）  献上者 献上者リストに挙げている研究者 備考 
天慶元年（938） 皇太后／中宮藤原穏子 寺内、佐藤、藤本、服藤 a 
天元元年（978） 内親王資子  三上、寺内、佐藤、藤本、服藤 
永延 2 年（988） 皇太后藤原遵子   三上、寺内、佐藤、服藤   
  皇太后詮子  藤本 
永祚元年（989） 太皇太后昌子内親王  三上、藤本、服藤  
正暦 4 年（993） 皇后／中宮中宮藤原定子 三上、藤本、佐藤、服藤  b 
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長保 2 年（1000） 中宮藤原彰子   三上、藤本、佐藤、服藤 
寛仁 2 年（1018）  一品内親王脩子   三上 






b 正暦 4 年――服藤は皇后と呼ぶが、献上時点では定子は中宮である。 
c 寛仁 2 年――服藤、佐藤、寺内はこれを敦康親王（男性）の献上とする。藤本リストは長和
5 年（1016 年）までで範囲外である。 
 
本論筆者は女性献上者を以下の 8 名と考える。（下線部分が先行研究と異なる部分） 
（1） 天慶元年（938 年）    中宮（皇太后）藤原穏子 
（2） 天元元年（978 年）    一品内親王資子 
（3） 永延元年（987 年）    中宮遵子 
（4） 永延 2 年（988 年）    皇太后藤原詮子 
（5） 永祚元年（989 年）  太皇太后昌子（内親王）  
（6） 正暦 4 年（993 年）または 5 年  中宮藤原定子 
（7） 長保 2 年（1000 年）   中宮藤原彰子 
（8） 寛仁 2 年（1018 年）   一品内親王脩子  
 
本論筆者は、永延 2 年の献上者の皇太后は藤原詮子であり、寛仁 2 年の献上者の一品宮は内







第１節 中宮穏子の舞姫献上 天慶元年（938 年） 
 










































兄である。寛平 3 年（891 年）穏子 7 歳の時、父基経が薨去する。その後は、異母兄の時平が
穏子の後見となった。穏子は、自分の庇護者となった時平に恩義を感じていたらしく、同母兄
忠平（六歳年上）と結びついた後も、時平の子女たちを優遇している。時平は、寛平 9 年（897
年）東宮受禅の日の 7 月 3 日に、穏子を新天皇醍醐に入内させようとしたが、醍醐の父帝宇多
の母班子女王は穏子の入内を快く思わず、穏子の参入を差し止めた。班子女王は、同じ 7 月 3
日その日に入内して 25 日に妃に立てられた為子内親王の母である。以後も班子女王の穏子入
内への妨害は続く。穏子は、それでもなんとか昌泰 2 年（899 年）夏ごろ入内したとされる355。
入内がいつにせよ、女御宣下がなされたのは、皇太后班子女王が昌泰 3 年（900 年）の崩御の
翌年 3 月まで待たねばならなかった。穏子は延喜 3 年（903 年）、19 歳で皇子崇象（保明）を










太孫であった慶頼王は延長 3 年（925 年）5 歳で死去。寛明は慶頼王の死後立坊する。さらに
延長 4 年（926 年）には穏子 42 歳の時に桂芳坊で成明親王（村上）を産んだ。穏子の後見だっ
た時平は延喜 9 年（909 年）に薨じていたが、以後は同母兄の忠平と結び、東宮の母として朝
廷での立場は強固なものになってゆく。延長 8 年（930 年）寛明（朱雀）が 8 歳で即位すると
翌年 11 月、穏子は皇太后となった。（但し、皇太后宮職には改組されず、中宮職が継続した。） 
夫君醍醐天皇の延長 8 年（930 年）の死後も穏子は幼帝朱雀の母后としてそのまま内裏に居







らも、朱雀こそが穏子の鍾愛の息子だったと考えられる。穏子は天暦 6 年（952 年）の朱雀の
                                                        
354 温子は後に醍醐天皇の養母として皇太夫人となったため中宮と呼ばれた。 
355 角田文衛（1984：3）。但し、入内月日のはっきりした記録はない。『朝日日本歴史人物事典』（服藤早苗）
は穏子入内を昌泰 2 年（899 年）としている。 




ただ 1 人残った息子の村上の居る内裏に還って居住した。仁和元年（885 年）生まれの穏子は、











舞姫献上者の決定は天皇あるいは摂政が行う。天慶元年（938 年）には朱雀は 16 歳になって
いたが、忠平が摂政を務めていた。（忠平は承平 7 年［937 年］天皇元服以来、何度も上表を出
していたが、摂政辞任は許可されていない。忠平が摂政を辞したのは天慶 4 年［941 年］11 月
のこととなる。［但しそのまま関白となった。］）宇多天皇が朱雀の父醍醐に与えた訓戒である
「寛平御遺誡」は、舞姫献上者決定は難事だから、10 月に入ってすぐに決定するようにといっ
ている。『北山抄』では「近例は九月」という。しかし、天慶元年は 10 月 7 日になっても献上
者が出揃っていなかった。この時点では、正月に権中納言昇任していた師輔で公卿分 1 名は確




右衛門督は参議源清蔭で、清蔭は陽成天皇の長子で延喜 3 年（903 年）従四位上に直叙された。









上を命じられて承諾したのは新任参議 4 名（『貞信公記』天慶 2 年 10 月 2 日条）、藤原元方、
源高明、伴保平、藤原敦忠であって、清蔭の名前は見えない。天慶 2 年の新参議は他に藤原忠
文 67 歳もいるが、任参議が 12 月 27 日であるので、10 月時点ではまだ参議ではない。また天
慶 3・4 年の献上者名は判明していないので、天慶元年には献上を免れた清蔭が天慶 3・4 年に
献上者となったかどうかについては不明である。 
天慶元年『貞信公記』の 10 月 9 日条に「五節事申中宮」、10 月 10 日条に「五節仰右大将」
とあるのは、10 月 7 日、清蔭の調整が不調に終わったので、窮した忠平が 9 日に穏子に 1 名を
依頼し、10 日に、右大将つまり、自分の息子である右大将の実頼に献上を割り振って残り一名
を自身で献上することにして殿上 1 名と公卿 3 人の献上者を揃えたと推測する。 
以上、摂政忠平が天慶元年に献上者を確保するのに苦労したさまが窺われる。以下が、やっ


























358 平随時は最終的には天暦 2 年（948 年）59 歳で参議に昇る。 



































                                                        
360 「むねはり」とも。 







舞の練習も重ねてきたのだろう。しかし、実頼の邸で 19 日に犬の死穢が出来したため、22 日
の丑の日に内裏参入はできなかった。当然その夜の常寧殿の帳台試にも参加できなかったこと







中宮穏子の同母の兄であり、良き協力者であった。忠平は、昌泰 3 年（900 年）21 歳で従四位
下参議として公卿に列してから順調に出世、右大臣、左大臣、摂政左大臣などを経て天慶元年
には 59 歳で従一位の摂政・太政大臣であった。 
忠平は、当初、献上を定められていた次男の権中納言藤原帥輔の代替として献上者となった。
師輔はその年 31 歳、正月 7 日に従四上に叙せられ、6 月 23 日には上位者 7 人を超えて従三位
の権中納言に任じられていたから、師輔の舞姫献上はその時点で既定路線であったと考える363。







ある。当初の献上者であった師輔は承平 6 年（936 年）正月 29 日に従四位下参議右近権中将で
伊予権守を兼任しているので（『公卿補任」）、伊予権守であった師輔が、伊予介であった源相国
                                                        
363 なお、師輔は承平 5 年（935 年）にも献上しているらしい。『江家次第』（巻十、十一月、神道大系本）に、
承平 5 年には殿上分の舞姫はなく、4 人とも公卿（中納言伊望、参議是茂、伊衝、九条殿イアリ）が献上
したと傍書がある記事がある。師輔は承平 5 年に参議になっているので、承平 5 年の献上はうなずけると
ころではある。（承平 5 年 2 月 23 日任参議。28 歳。従四位下。母は右大臣正三位能有の娘。『公卿補任』
による。）承平 5 年の他の献上者である是茂、伊衝の両名も前年承平 4 年の 12 月に参議になったばかり





は源相国の伊予介は確認できない。承平 6 年（936 年）8 月 15 日には伊予介には従五位上大江
朝綱が任じられているが、それ以前の介の記録はないので、師輔が正月に権守となってから、
大江朝綱が伊予介となる 8 月まで源相国が伊予介であった可能性は否定できない。 
 
（３） 天慶元年（938 年）という年 
 
実は、この年、天慶元年は惨々な年だったのだ。4 月 15 日大地震がおこり、その日から地震
は続いた。『貞信公記』は 4 月 16 日、17 日、18 日、19 日、20 日、21 日、22 日、23 日、26 日、
28 日、29 日に地震を記録する。15 日の地震では宮城でも内膳司の建物が壊れ、4 人の死者を
出した。内膳司は天皇の食事を調理するところで、清涼殿からも遠くはない（「昨夜内膳司屋
臥、死者四人、宮城四面垣多臥、京中人宅垣悉頽、自余損害多数、不能具記」『貞信公記』天慶
元年 6 月 16 日条）。京の人家も大打撃を受け、京の惨状は描き切れないものであったようだ。
17 日には差し迫った賀茂祭（4 月の中の酉の日）の中止が発表された。24 日には地震により左
右の獄舎の囚人 30 人が放免されている（『貞信公記』天慶元年 4 月 24 日条）。勿論、誦経、修
法は間断なく行われ、各地の社に使いは派遣される。5 月 22 日に承平 8 年を天慶と改元した
が、5 月以降 11 月までも地震は頻発している。6 月 20 日には鴨川が大洪水、（鴨川の氾濫は珍
しいことではなかったが）「西堀河以西如海」（『貞信公記』6 月 20 日条）という状態になった。
西堀河とは右京の荒地ではなく、貴族の邸宅も立ち並ぶ左京の住宅地である364。邸宅が水没し
た公卿や殿上人もあったであろう。11 月に入っても地震は続き、『貞信公記』は新嘗祭までに





なくなった結果であったのだろうと考える。右衛門督には拒否されて、10 月 9 日に穏子に 1 人
を依頼して、10 日にあと 1 人を自分のもう 1 人の息子に割り振って、とにかく 4 人をそろえた
と忠平は思っただろう。ところが、早くから献上者に決まっていた次男師輔が妻の服喪により
舞姫献上ができなくなった。これは 11 月 5 日と日にちは切迫していたし、既に 10 月 7 日の時
点で他に献上者候補はいなかったのであるから、忠平自らが師輔の準備を引き継ぐ形で献上を
引き受けるしかなかったと思われる。勤子内親王重体の状況下であるいは覚悟していたことか
                                                        






（４） 天慶元年（938 年）の五節 
 










ないが、『養老令』「喪葬令」（第二十六）2 条に、天皇は本服 2 等以上の親喪のためには錫紵を
着ることが定められている365。11 月 5 日の姉である勤子の死によって 11 月 9 日に朱雀は錫紵
を着した。そして、4 日目の 11 月 12 日に脱いでいる（『本朝世紀』朱雀天皇天慶元年 11 月）。
兄弟姉妹の服は 3 か月であり、錫紵は 1 か月を 1 日と計算して着用日数にするので、姉の死に











                                                        
365 「凡天皇。為本服二等以上親喪。服錫紵」。  



















第２節 資子内親王の献上 天元元年（978 年） 
 






資子は村上天皇の第 9 皇女で天暦 9 年（955 年）生まれと考えられる（薨去時の年齢から逆
算）。薨去は長和 4 年（1015 年）。母は中宮安子。安子は師輔の娘であった。資子に父母の愛情
は深かったといわれる。資子は円融天皇や大斎院選子の同母の姉であり、同母の弟である円融
天皇とは特に親しかったという。資子が 10 歳の時、母安子は選子の出産で死去、父村上もそ
の 2 年後の康保 4 年（967 年）5 月に在位のまま 42 歳で崩御した。村上の死後は同母の兄が即
位して（冷泉天皇）、資子は安和元年（968 年）12 月 14 歳で着裳して三品に叙せられた。冷泉
が在位 2 年で譲位させられて弟の守平（円融天皇）が即位すると、資子は円融の手厚い保護の
もと内裏で華やかな生活をするようになる。資子（19 歳）が天禄 3 年（972 年）3 月 25 日に内
裏の昭陽舎で藤花宴を催した日、15 歳の円融も臨席して、この日資子を一品に叙した。さらに、
























子が、円融より 12 歳の年上の 27 歳で入内して中宮に冊立された。その前年、関白だった兼通
が没したが、兼家を嫌う兼通は、最期の執念によって兼家の関白就任を阻み、従兄の頼忠を後
任の関白としていた。兼通が死んでようやく兼家は娘を入内させることが可能となったのであ
る。詮子は天元元年入内して、天元 3 年（980 年）6 月 1 日第一皇子懐仁（のちの一条天皇）
を産む。 






永観 2 年（984 年）に円融が譲位して堀川院へ移ると、資子内親王も内裏を出て三条宮に移
り住んだ。永観 2 年 11 月 28 日資子が「初めて」三条宮へ遷ったという伝聞が『小右記』に見
える。しかし、天元元年（978 年）11 月の舞姫献上の時には資子はまだ内裏で生活していた。
寛和 2 年（986 年）正月 13 日に資子は落飾して尼になり（『日本紀略』）、三条宮で生活を続け
た。それから 29 年後、長和 4 年（1015 年）4 月 26 日、61 歳で薨じた。甥にあたる三条天皇は
叔母の薨葬にあたって錫紵を着した（『小右記』長和 4 年 5 月 10 日条）。 
 






忠清は天慶 6 年（943 年）生まれで、醍醐皇子有明親王の第一王子。母も左大臣藤原仲平の
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娘で出自はよく、天暦 2 年（948 年）孫王として従四位下に直叙された。参議から右衛門督等
を経て正三位に昇って寛和 2 年（986 年）に没した（以上『公卿補任』より）。参議になったの
は天禄 4 年（973 年）であるから、天元元年（978 年）の献上は直接昇進と結びついたもので
はなかった。しかし、献上年の天元元年 10 月 17 日、参議右衛門忠清は近江守に補されている。




場でしかなかった。46 歳で従四位上で参議になったが、参議任官は天延 2 年（974 年）だから
この五節の 4 年も前になる。五節の前年（977 年）に正四位下に昇叙されているが、これは造
宮功によるもの（『公卿補任』）で五節のためではない。しかし、天元元年には惟正は従三位に










この五節の年である天元元年（978 年）は円融の 2 人の女御が入内した年である。4 月 10 日
に新たに関白となった左大臣頼忠の次女遵子が入内して承香殿に入り、5 月に女御となった。
入内時は女御宣下はまだだったが、女御に准じて輦を許されての晴れやかな入内であった（『日







後宮は中宮媓子と新しい女御 2 人でキサキが 3 人となったわけだが、既に中宮の位にあり、32
                                                        
367 『日本人名大事典』による。『本朝皇胤紹運録』によれば、従五位上。 











第３節 永延 2 年（988 年）の「皇太后」の献上 
 











＞」とある。当今である一条天皇は寛和 2 年（986 年）6 月 23
日に践祚して、7 月 22 日に即位した。大嘗祭は新帝の即位式が 7 月以前だとその年に、8 月以
降だと翌年が大嘗祭となる。一条天皇の大嘗祭は即位の寛和 2 年（986 年）の年内の 11 月に行


































六十賀が行われた 10 月に続く 11 月に四条の宮が五節を献上した、つまり、四条の宮の遵子が
五節を献上するのは、兼家の六十賀が行われた年ということになるからだろう。そして、兼家
が 60 歳になったのは実際、永延 2 年（988 年）である。史料でも、兼家は永延 2 年（988 年）
の 3 月 16 日に法性寺で六十賀を行い（『小右記』）、3 月 25 日には天皇が内裏常寧殿で兼家の六
十賀を行った（『日本紀略』）他、11 月 7 日に息子である権大納言道隆が兼家の六十賀を行う






















賀は行幸ではなく、内裏の常寧殿で天皇主催の賀が 3 月 25 日に行われているのである。東三
条院で行われたのはその後宴で 3 月 28 日のことであるという（勿論、天皇の行幸はない）。 
                                                        
369 『朝日日本歴史人物事典』（朧谷寿）の解説による。 




（２） 永延 2 年の「皇太后」の比定 
 
それにもまして、『小右記』が云う永延 2 年の献上者の皇太后が遵子でないのは決定的な理
由がある。永延 2 年の皇太后は詮子であって、遵子ではないのである。 
永延 2 年（988 年）といえば、遵子の夫君、円融天皇は既に永観 2 年（984 年）に譲位して
おり、次の花山天皇は「欺かれて」、在位わずか 1 年 10 か月で出家退位、それをうけて寛和 2
年（986 年）に円融皇子である幼い懐仁親王（一条天皇）が 7 歳で即位してから 2 年目である。























                                                        




永延 2 年（988 年）の時点での 3 后を確認しよう。中宮が遵子で、皇太后は詮子、そしても
うひとつの后位である太皇太后は、冷泉中宮だった昌子（内親王）が占めていた。昌子は、詮
子が皇太后に冊立されるため、寛和 2 年（986 年）7 月に皇太后から太皇太后に転上していた。
一方、遵子が「皇太后」となるのは長保 2 年（1000 年）であり、その年には太皇太后昌子（内
親王）が崩じ、詮子が太皇太后に転上して、皇太后位が空いたのである。但し、中宮遵子は永
延 2 年の 2 年後の正暦元年（990 年）には皇后へと呼称を変えさせられることになる。藤原道
隆が娘の定子をとにかく立后させるため 3 つの后位を 4 后に増やすためであった。 
 
以下に永延元年（987 年）から永延 2 年を経て長保 2 年（1000 年）皇后定子が没するまでの
后位にいた人物の変遷をまとめた。 
 
表 一条朝后位変遷 （一条天皇: 寛和 2 年［986 年］6 月 23 日花山出家を受け践祚） 
和暦 西暦 太皇太后 皇太后 皇后 中宮 




  遵子 
（円融正妻） 
永延 2 年 988 昌子内親王 詮子   遵子 
永祚元年 989 昌子内親王 詮子   遵子 
正暦元年 990 昌子内親王 詮子 遵子 
 
定子 
（10 月 25 立后） 




長保元年 999 昌子内親王 
（12 月 1 日崩御） 
  遵子 定子 
長保 2 年 1000   遵子 定子 
 
（12 月 16 日崩） 
彰子 
（2 月 25 日立后） 
天皇: 冷泉－円融－花山－一条 
 
もう一度いうと、永延 2 年（988 年）には遵子は中宮であり、「皇太后」といえば、それは詮
子のことであった。 
では、誤記の可能性はどうだろうか。『小右記』の「皇太后」が皇后の誤記である可能性は限
















では、詮子の献上はどのような状況下で行われたのだろうか。永延 2 年（988 年）、詮子の愛














第４節 永延元年（987 年）の献上者 遵子 
 














年）7 月 11 日～正暦 2 年（991 年）9 月 21 日の 4 年間であることが『公卿補任』からわかる。
時中の父雅信はこの間ずっと左大臣であったので左大臣家に問題はない。この 4 年のうち、正
暦 2 年（991 年）9 月には時中は右衛門督に転じているので、正暦 2 年の 11 月の五節の時には
既に左兵衛督ではない。永延 2 年（988 年）については『小右記』の割注によって 4 人の献上
者全員が判明しているが時中は献上者には入っていない。したがって、この年も除かれる。し
たがって、左兵衛督時中が献上者でありえたのは永延元年（987 年）、永祚元年（989 年）、正暦
元年（990 年）の 3 年間に絞られる。 
 
表 1 源時中 （『公卿補任』による。下線付加）  
寛和二年条（986 年） 非参議 正三位 45 7 月 23 日叙。元正四位下。10 月 15 日任三木。 
寛和二年条（986 年） 参議 正三位  45 10 月 15 日任。大蔵卿皇太后宮権大夫等如元。 
永延元年条（987 年） 参議 正三位  46 大蔵卿。皇太后宮権大夫。7 月 11 日左兵衛督。止卿。大夫如
元。8 月 20 日庚戌着座。 
永延二年条（988 年） 参議 正三位  47 左兵衛督。皇大后宮権大夫。正月 29 日。 
永祚元年条（989 年） 参議 正三位 48 左兵衛督。皇大后宮権大夫。 




正暦元年条（990 年） 参議 正三位 49 左兵衛督。皇太后宮権大夫。 
正暦二年条（991 年） 参議 正三位  50 皇太后宮権大夫。左兵衛督。9 月 16 日止権大夫（依本宮御出
家也）。同 21 日転右衛門督。 
 
この 3 年のうち、正暦元年（990 年）の献上者は『小右記』から左大臣源雅信、参議藤原時
光、近江守平惟仲、和泉守藤原時明と全員の名が判明する。そして、時中の名はないので、正














めでたし。          （新編①159 頁。下線付加） 
 
兼家の東三条院での六十賀への行幸は現存する一次史料には見あたらないようだが、前年の
永延元年（987 年）の 10 月 14 日に天皇が摂政兼家の東三条第へ行幸した記録は『日本紀略』
と『扶桑略記』にある。この東三条院への行幸では擬文章生の省試を兼ねた詩宴を行った。そ
の行幸で、有国（当時は在国）は家司賞として従四位下に加階され、同日右中弁から左中弁に
転じた。平惟仲もまた、永延元年（987 年）10 月 14 日の行幸の家司賞として、正五位上に加
階され、次月 11 月に右少弁から右中弁へ転じているので、『栄花物語』の記述と一致する。 
 
表 2 家司たち（藤原有国・平惟中）   （『公卿補任』より。下線付加） 
藤原在国 永延元年（987 年） 右中弁。10 月 14 日従四下（此日行幸枇杷第。以家司有此賞）。同日左中弁。 
平惟仲 永延元年（987 年） 右少弁。9 月 4 日兼大学頭。同 10 月 14 日正五上（此日行幸摂政第。 
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   家司預此賞）。11 月373転右中弁（依加階越左少弁保信）。 
 
『栄花物語』で遵子と同じ年の公卿分の献上者とされる源時中は、表 1 でみられるように、
左兵衛督となる前年の寛和 2 年（986 年）7 月 23 日に正四位下から越階して正三位に昇叙され
て、同じ年の 10 月 15 日に参議に補任されている。舞姫献上するにふさわしい大きな昇進であ
る。時中が永延元年に新任参議として舞姫献上を命じられたことは大いにあり得ることである。 
『栄花物語』はこの五節の記事に続いて、「五節も果てぬれば、臨時の祭、二十日あまりにせ
させたまふ」と、遵子の五節献上の年の賀茂の臨時祭りが五節後すぐ 11 月 20 日過ぎに行われ
たことを語る。これを、新編の頭注は、永延 2 年の賀茂臨時祭は 12 月 7 日に行われたから、
これを「二十日あまり」というのは「史実に反する」という。確かに、永延 2 年（988 年）の
五節は 11 月 21 日辰の日に行われ、例年 11 月の下酉の日に行われるはずの賀茂臨時祭は 12 月
7 日の申の日に行われた。永延 2 年の賀茂臨時祭は永平親王の薨去によって延引されたからで
ある。ところが、前年の永延元年（987 年）には、五節は 11 月 22 日辰の日に行われ、賀茂の
臨時祭は 11 月 26 日、すなわち延引などはなく例年通り 11 月の下酉の日に行われていている
から（『日本紀略』）、この遵子の献上が永延元年であれば『栄花物語』の記述は全く史実に則し
ていることになる。 






『栄花物語』正篇は康保 4 年（967 年）からは１年単位の編年体になっており、事件の配列
の順序が比較的正確で、書かれている人物の官位なども大きな誤りのないことが指摘されては





2 年（988 年）のことではなく、その一年前の永延元年（987 年）の五節を描いたものだったと
考えられる。つまり、「中宮」遵子は、永延 2 年（988 年）ではなく、永延元年（987 年）に、










頁）と語るが、遵子は永観 2 年（984 年）8 月に夫君円融の譲位と共に内裏を出て自分の里邸













第５節 太皇太后昌子の献上 永祚元年（989 年） 
 










れている（「重可禁遏者」）。この年の献上者の 1 人の皇太后は、寛和 2 年（986 年）に太皇太后に
なった昌子内親王である。右衛門督道長は藤原道長で、後に摂政となり絶大な権力を振るった道
長も、この五節の前年に権中納言になったが、この五節の年に右衛門督を兼ねたまだ 24 歳の若者
に過ぎなかった。左大弁懐忠はこの年の 7 月に 55 歳で参議に任じられていた。昌子以外の 3 人
は全員参議以上の公卿であるので、この年は殿上の五節献上はなかった。9 月 21 日に献上を定め





昌子の生年は天暦 4 年（950 年）とされる。『権記』の長保元年 12 月 5 日条「去一日、太皇
太后昌子内親王崩、于時春秋五十」と『小右記』長保元年 12 月１日の崩御の記事の「春秋五
十、在位三十三年」による逆算である。父は朱雀上皇（退位後の誕生）で、母は保明親王の娘










       （新編①19 頁） 
 
とある。朱雀のキサキとしては、藤原実頼の娘で女御慶子もいたが、皇子女は産んでいない。
退位後に生まれた昌子だけが唯一の子であった。朱雀は天暦 6 年（952 年）、昌子 3 歳の年に、
一人娘の昌子の将来を案じつつ崩御した。皇子のいなかった朱雀は、弟成明（村上）に譲位し
ていたが、村上は昌子の良き庇護者となる。 
『栄花物語』は昌子の母のほうが昌子 3 歳の時に亡くなったように書くが、母の死は天暦 4
年、昌子誕生間もなくと考えられるので、『栄花物語』には年代のズレがあるが、『栄花物語』
はここで朱雀院が昌子を后の位に昇らせたいと願っていたことを語る。朱雀上皇の死後、昌子
は、叔父の村上天皇の庇護を受け、応和元年（961 年）12 月、12 歳の時、内裏の承香殿で立派
な裳儀の式を挙げて三品に叙せられた。村上天皇の心づくしであったという。応和 2 年（962
年）には村上天皇とともに仁寿殿で蹴鞠を見て侍臣に汗巾を下賜したりした。応和 3 年（963
年）2 月 28 日、村上は自身の第二皇子で東宮だった憲平の元服の際に、14 歳となった昌子を
添臥とした。康保 4（967）年 5 月 25 日に村上が崩御すると憲平が即位（冷泉天皇）。村上崩御












た。時の権力者の藤原伊尹の娘懐子は既に冷泉の東宮時代に入内して康保元年 10 月 19 日に皇
女宗子を、康保 3 年には皇女尊子を出産して、康保 4 年（967 年）9 月 4 日に懐子は女御とな




（968 年）10 月に藤原兼家の娘超子が入内して 12 月に女御となった。同じ日に師輔（伊尹、
兼家の父）の六女怤子も女御とされた。懐子は安和元年（968 年）第一皇子師貞（花山天皇）




を出産、安和 2 年（969 年）8 月 13 日、冷泉は円融に譲位したが、その際に、師貞が立坊した。
東宮の母女御として懐子は立場を盤石にした。兼家の娘超子は、光子、居貞、為尊、敦道と冷
泉天皇の 3 男 1 女を生んだ。中でも、居貞はのちに一条天皇の皇太子に立てられる（のちの三
条天皇）。懐子、超子、怤子の女御たちが冷泉後宮で寵を競うころ、中宮昌子は里居がちに過ご
していたが、安和 2 年に冷泉譲位の日に東三条に移御した（『日本紀略』安和 2 年 8 月 13 日条
「今日皇后移御東三条」）。昌子の在所は後に「三条宮」とか「三条第」とか呼ばれている。 
冷泉の退位してからの後院は冷泉院であるから、昌子は別居である。昌子は三条宮に移御の
後も毎年正月の中宮大饗（天延 2 年以降は皇太后大饗）を行っている375。天禄 4 年（973 年）、
昌子は皇太后に転上するが、これは円融が関白兼通の娘、媓子を中宮に冊立するため、中宮（皇










年 12 月 1 日崩御した。蛇足ながら、橘道貞は和泉式部の夫である376。昌子は 25 日に権大進橘








はないだろうか。『小右記』長保元年 10 月 12 日条に「宮御書被賜尼君御許、其御書云、両三
年御悩不平、御占頻勧申可他處之由、心有所憚、口未出言、然而苦悩之間、不思人難、大進雅
教宅去宮不遠、若度彼宅如何者、即令啓云、雅教是宮司、但有御下臈宅難歟」と、移御先に大
                                                        
375 安和 3 年（970 年）、天禄 2 年（971 年）、天禄 3 年（972 年）の記録はある。 










していた。弟隆家は前年 5 月 4 日に赦免されて（兄伊周も）帰京はしていたが、長徳 4 年（998
年）10 月 23 日にやっと兵部卿の職だけを得た状態381で、隆家・伊周に、定子を迎えるべき屋
敷はなかったのだろう。中宮定子が（敦康親王を）出産のため（出産は 11 月 7 日）、中宮大進
の平生昌成宅に移御したのは、昌子が病悩による移御を言い出す僅か 2 か月前の 8 月 9 日で、
昌子が移御した 10 月 25 日には定子は生昌邸に滞在中である。定子の中宮大夫だった平惟仲は
7 月 8 日に辞任。定子の皇后宮大夫は見当たらない。『公卿補任』には、藤原公任に長徳元年 9













                                                        
377 昌子は以前に、天元 3 年に、藤原実資宅にも滞在したことがあったが、実資は当時従四位下とはいえ、小
野宮大臣家の御曹司である。その家は下臈宅とは難じられまい。 
378 この間に閏月はない。 
379 この時点で彰子はまだ入内はしていない。8 月の時点で定子は中宮である。 
380 御湯殿儀から続く産養など一連の生誕儀礼が行われる場ともなる。注目が集まるからこそ、産所となるの
を避けたかったのだろうか。 
381 隆家が中納言に復するのは長保 4 年（1002 年）のことである。 
382 皇后は四脚門から入るのが規定である。 










日丑の日に「金作車一両、檳榔毛五両、筵張二両」の牛車を仕立てて、陪従 10 人、童女 2 人、

















































『枕草子』「宮の五節出ださせたまふに」86 段（新編 169-172 頁）384  
 




ところで、この定子の舞姫献上は正暦 4 年（993 年）の新嘗祭のこととされているが、実は、
はっきりとはしないのである。これだけ注目を集め、清少納言の目にも強烈な印象を与えた定
子の有名は五節の献上はいつのことだったのだろうか。献上年を考証したい。 
これまでの、先行研究者 5 人すべての舞姫献上者リストにおいては定子の献上は正暦 4 年の




                                                        




の記録は見当たらない385。『小右記』にもこの年の五節の記録はあるが、11 月 12 日丑の日条
（舞姫参入の日）と 15 日条の豊明節会の記事だけで、献上者の名はない（大日本古記録本 291-




（１）現行正暦 4 年説と前田本 
 
現行の『枕草子』の刊本をみると、新編38686 段の頭注は「正暦 4 年 11 月 15 日のことである
らしい」とする（新編 169 頁）。岩波新大系38786 段の脚注は「この出来事は正暦 4 年（993 年）
11 月」（新大系 115 頁）と断定。枕草子研究の大家、田中重太郎も『前田本枕冊子新註』以外
に、能因本を底本とする『枕冊子全注釈』においても、これを正暦 4 年の五節であると注釈す
る（田中重太郎 1972：222）。岩波旧大系 90 段ではこの五節の年に関する注記はない（旧大系















いう注記だが、正暦 4 年（993 年）には中宮は勿論 1 人しかいないし、清少納言が仕えたのは
                                                        
385 データベースも利用して、「中宮＋五節」、「中宮＋舞姫」、「中宮＋献」、「中宮＋舞妓」で正暦 4 年を検索
したがヒットする条はなかった。一応念のため「中宮」を「皇后」に変えて同じ検索もした。 
386 底本は三巻本一類陽明文庫本、75 段までは弥富本。 
387 底本は三巻本一類陽明文庫本、冒頭欠損部は内閣文庫蔵本。 









出仕の時期は、はっきりはせず、正暦 2 年（991 年）9 月 16 日、
正暦 3 年説、正暦 4 年説などがあるが、一番矛盾の少ないもの
として有力視されているのが正暦 4 年の春または 10 月説であ
る389。 
正暦 2 年（991 年）は 2 月 12 日に、一条の父円融院が崩御
しているので諒闇となり、たとえ清少納言が正暦 2 年に出仕し
ていたにしても正暦 2 年には五節舞は行われない。また定子の







年）か正暦 4 年（993 年）か正暦 5 年（994 年）かのいずれかに限られる。 
佐藤智子の「『枕草子』90 段［宮の五節いださせ給ふについて］について」というタイトル
の論文は、舞姫献上の年を正暦 4 年とする説を補強する（佐藤智子 1989）。そこでは清少納言
の出仕を正暦 4 年の 10 月ごろとしたうえで、出仕の時期が「雪の降る寒い折だった」にして
も、10 月でも矛盾はないことと、出仕して 1～2 か月（正暦 4 年は 10 月に閏月が入る）にしか
ならない清少納言がこの章段では、既に物慣れた対応をしているように見えるのも不思議では
ないとして、この五節を正暦 4 年のものとしている。しかし、これでは、この五節が正暦 4 年




                                                        














しげなりき」［新編 172 頁］）。女院とは一条の母である東三条院詮子である。詮子は正暦 2 年
（991 年）9 月、院号を授けられ、没したのは長保 3 年（1001 年）であるから、正暦 3 年でも、




編 83 段、151 頁）と、「円融院の御果ての年」（新編 132 段、250 頁）に登場する。定子が職の
御曹司にいたのは長徳 4 年（998 年）末から長保元年（999 年）正月までなので、「職の御曹司
におはしますころ、西の廂に」段は正暦 4、5 年の五節の年の比定には役に立たない。「円融院
の御果ての年」段は円融院の諒闇が明けたのは正暦 3（992 年）2 月になる。この時、清少納言
が既に宮中にいたことになると、出仕を正暦 4 年（993 年）とする説にとっての最大の矛盾点
となるが、正暦 4 年出仕説では、この章段は、清少納言の直接の見聞ではなく伝聞によって書
かれたものとする。どのみち、小兵衛の存在は定子の舞姫献上の年の比定には役立たない。 
実方であるが、従四位下実方が中将（右中将）になったのは正暦 2 年 9 月 21 日で、正暦 5 年
9 月 8 日に従四位上左中将に転じている（『近衛府補任』）。長徳元年（995 年）正月には左中将
を停止され陸奥守になって任国へ下るが、正暦 4 年（993 年）から長徳元年（995 年）正月ま
では確かに実方は中将だった。ここからいえることは、定子の献上は正暦 2 年（991 年）以降
















ら、出自はよかった。正暦 3 年（992 年）8 月 28 日に従四位下で左少将から左馬頭に転じた
（『近衛府補任』）。長徳 2 年（996 年）4 月 24 日には長徳の変の処罰として伊周・隆家の配流
が発表されたが、同日、「左馬頭相尹」も「勘事」に遭っている（『小右記』同日条）。これは、
断定はできないが長徳の変の連座らしい。相尹の娘が定子の舞姫となったのだから、相尹が中
関白家と親しい関係にはあったのだろう。ここの長徳 4 年の「勘事 左馬頭相尹」の記事から、
相尹は正暦 3 年に左馬頭に転じてから長徳 2 年正月まで左馬頭であったことが確認され、この
五節が正暦 3 年、4 年、5 年のいずれであって相尹は「馬頭」で不合理はない。 
道隆は正暦 5 年（994 年）11 月 20 日に病悩して、翌長徳元年（995 年）4 月に死去するのだ
が、正暦 5 年の五節としても定子の華やかな舞姫献上が不合理であるような、死期の迫った重
病人と思われていたとは考えにくい。病ではあったが、除目など政務は一応こなしており、特





段、199-207 頁）に詳しい。定子の献上が正暦 5 年の 11 月であっても中関白家は確かに栄華の
極みにいた。誰も翌年の凋落を予想してはいない。正暦 5 年としても、中関白家の栄華を反映
して、贅をつくしたきらびやかな五節であって当然でもある。道隆の病も、『枕草子』の描く定
子の舞姫献上が正暦 4 年（993 年）でなければならない理由とはならない。 
唯一、正暦 4 年が有力かと思われる事案には隆家の昇叙がある。『公卿補任』を見ると正暦 4




ない。正暦 4 年の 11 月 15 日には蔵人たちも叙位されている。蔵人たちの叙爵は通常正月であ
るが、蔵人の叙位は特別なものではない。隆家昇叙と比較になりそうな中宮彰子の長保 2 年
（1000 年）献上の時には、彰子の兄弟たちは元服前だから、豊明節会でも叙位されることはな










最大の問題が「淑景舎」である。定子が出した舞姫のかしづき 12 人のうち 10 人は定子の女
房から、あと 2 人のうち 1 人は女院の、もう 1 人は淑景舎の女房から出たという。 
この淑景舎は、定子の妹である原子なのであろうか。この五節が正暦 4 年の 11 月にせよ、
正暦 5 年にせよ、五節の時点では原子はまだ東宮妃淑景舎ではないのである。原子が東宮居貞
の妃となって、淑景舎の住人となるのは長徳元年（995 年）の正月 19 日なのである391。枕草子
年表などには正暦 4 年（993 年）の 3 月 27 日に原子の入内を記載するものがある。例えば、小
学館新編の巻末「枕草子年表」では正暦 4 年（993 年）2 月 22 日の「道隆二・三・四女著裳」
に続いて「三月二十七日 道隆二女原子、入内」と続く。『前田本枕冊子新註』（田中重太郎 1951：
［年表］6）でも正暦 4 年（993 年）3 月 27 日に「摂政道隆の二女原子入内。淑景舎」とある。
但し、両書とも、長徳元年（995 年）正月 19 日にも「道隆二女原子、東宮に入り女御となる」
（新編）、「道隆の二女原子（淑景舎）、東宮女御となる。内御匣殿と号す」（『枕冊子新註』）も
載せる。『小右記』をみると、確かに正暦 4 年 3 月 27 日条に、「摂政二娘今夜入内、或云、参
中宮、為見明後日縣已了又云、為備御所令参入云々、居宮定有思給歟」392の記述は見える。し
かし、正暦 4 年 3 月 27 日の「入内」は「為見明後日縣已」、つまり、明後日に開催されること
になっている賭弓を見るためだったか、参入した先は東宮でなく中宮であった。入内という言
葉は后妃となるため内裏へ参入する以外に普通に「内裏に参入する」という意味でも使われて
いる。近いところでは、『小右記』正暦 4 年 2 月 5 日条「左衛門陣、上卿不参、結政了、仍入
内、頃之退出」、4 月 17 日条にも、「左大弁自之、結政着了、午時許入内」とか同年 4 月 4 日条
「卿相入侍従所了、外記・史等入内」（それぞれ下線付加）などがあり、実資や外記や史が入内
して后妃となるのでないことは論ずるまでもない。 





                                                        









い。しかし、『小右記』の正暦 4 年 3 月 27 日条の「摂政二娘今夜入内、或云、参中宮、為見明
後日縣已了」で原子は「摂政二娘」であり淑景舎とは呼んでいない。『前田本枕冊子新註』が、
年表 6 頁の正暦 4 年 3 月 27 日に付した「摂政道隆の二女原子入内。淑景舎」は田中重太郎独
自の注釈に過ぎない。 













宮妃となってからは、当然ながら淑景舎とよばれている。しかし、260 段（新編 397 頁）では、
清少納言は原子を「中姫君」と呼称している。260 段は法興院（積善寺）での一切経供養の日
のことなので正暦 5 年 2 月 21 日394と特定される。原子の東宮入侍と日時などがいつ決定され
たのかは史料からはわからないが、東宮入侍 1 年前に「中姫君」と呼んでいた原子を、それよ
り以前に「淑景舎」と呼ぶ可能性は低いのではなかろうか。定子の舞姫献上が正暦 4 年だとす
ると、原子の女房もまだ摂関家の中姫君の女房であろう。定子の舞姫献上が正暦 5 年の 11 月
であっても、原子はまだ東宮妃にはなっていない。しかし、入内の 1 か月半前で395、既に淑景
                                                        




に長保 2 年（1000 年）12 月 13 日条、居貞が昭陽舎にいたことがわかる記事が見える。（いつから昭陽舎
に居住していたかではないが）。「東宮に参る。戌剋、昭陽舎に入御す。御車、寝殿に＊す」（「＊」に入る
漢字は「差」のエの代わりに車を入れたもの。逆向に戻って堂前につけるの意。） 
394 『日本紀略』及び『本朝世紀』正暦 5 年 2 月 21 日。新編頭注は「入内したのは正暦 4 年 3 月（『小右記』）
であるから、この時（正暦 5 年 2 月）既に宮中の人だったことになる」とするが、これも正暦 4 年に、定
子に呼ばれて（賭弓見物か）参内したことと東宮入侍の混同であろう。 






がちであるとはいえ麗景殿の尚侍であり、正暦 2 年に入内して、正暦 5 年には既に東宮居貞の
第一王子敦明（のちの小一条院）を 5 月に出産したばかりであった藤原娍子は宣耀殿にいた396
（娍子は後に立后する）。これから東宮に入内する有力者の娘の在所となるのは残っている淑





定子の舞姫献上を正暦 5 年の 11 月と考えれば、正暦 4 年の五節とした場合に起こってくる、
出仕直後としては物慣れた印象などの疑義は解消されるし、「淑景舎」の問題も僅少化する。定
子の舞姫献上は正暦 4年だったと断定する根拠は前田本に書き入れられた後世の注解以外には
なく、注解の書き入れの時期や根拠は不明である。書き入れの 11 月 12 日という日付にしても、
正暦 4 年とすれば、参入は丑の日だから 12 日にしたというだけではなかろうか。前田本の書
き入れだけを根拠に定子の舞姫献上は正暦 4 年であって正暦 5年ではなかったということはで
きず、むしろ、正暦 5 年であった可能性が高いと考える。  





第７節 中宮彰子の献上 長保 2 年（1000 年） 
 
『紫式部日記』には、彰子が敦成親王を出産した寛弘 5 年（1008 年）の五節が描かれている。
「五節は廿日にまゐる」（新編 175 頁）に始まり、五節の様子と、衆人環視の中を進む舞姫・童
女に寄せる式部の感懐が綴られている。敦成親王出産の慶事に華やかに行われた五節であった。
紫式部が彰子のもとへの出仕したのは寛弘 2 年（1005 年）あるいは 3 年の 12 月 29 日とされる
ので、彰子はこの 8 年前の長保 2 年（1000 年）に、舞姫を献上していた。式部は中宮の舞姫献
上を実際には見ていない。中宮彰子の献上を考証する。 
 
（１）長保 2 年の献上者 
 




者だったことがわかる。藤宰相は参議懐平である（『公卿補任』）。懐平は長徳 4 年（998 年）10















らの『藤中納言』かはっきりしない。「藤中納言」は『権記』長保 2 年 7 月 16 日条では「藤中
 265 
 






彰子は藤原道長と倫子の間に生まれた長女である。彰子は前年の長保元年（999 年）11 月 1




皇后遵子は皇太后へ繰り上がって皇后位に空きが移る。そこで彰子は翌長保 2 年の 2 月に立后
されて中宮となり、定子は皇后と呼称を変えた。彰子は中宮となって初めて迎える五節に舞姫
を献上したことになる。しかし、この時、彰子は 13 歳。21 歳の夫一条にとって彰子は関係を

















                                                        








内していた。まず、長徳 2 年（996 年）7 月 20 日、大納言公季の娘義子が入内して 8 月 9 日弘
徽殿女御となり、11 月 14 日に右大臣顕光の娘元子が入内して、12 月 2 日に女御となった（承
香殿）。さらに長徳 4 年（998 年）2 月 11 日、故関白道兼の娘の尊子が入内して御匣殿となっ
ていた。義子と尊子は一条に厚遇されなかったが、元子は定子が不在の間、一条の寵愛を受け











                                                        




第８節 寛仁 2 年（1018 年）の一品宮の献上 敦康親王か脩子内親王か 
 
 寛仁 2 年（1018 年）の舞姫献上者は 9 月 14 日に定められた。『御堂関白記』（大日本古記録










元年 3 月 4 日に 31 歳で参議（正四位下）に任じられたばかりであった。五節は 11 月の 2 度目
の卯の日に行われるが、今はまだ 9 月の中旬。後日、差し障りが出て、献上者交代もないこと




















ので、この 3 人は 9 月の定め通りに献上したことが確認される。景斉だけが、確認できないが、





























                                                        




親王の最高品位である一品宮は同時に数多くは存在しない。長和 4 年（1012 年）には三条天
皇皇子敦明を入れて 3 名いたが、敦明は長和 5 年に立太子した時点で「一品宮」ではなく「東
宮」と呼ばれ、長和 6 年（1014 年）、東宮位を辞して准上皇となってからは「院」と呼ばれて
いるので、寛仁 2 年（1018 年）9 月～11 月現在の「一品宮」は皇后定子所生の敦康親王と、同






では、敦康親王は寛仁 2 年に官職がないほど幼かったのか。長保元年（999 年）11 月 7 日生





ところが寛弘 8 年（1011 年）8 月に『小右記』は敦康を「男一宮」、寛弘 9 年（1012 年）6 月












貞親王が即位（三条天皇）した寛弘 8 年であり、敦康元服の寛弘 7 年 17 月には敦明はまだ式
                                                        






る。（為平は寛弘 7 年 10 月 9 日に出家した。）帥宮も若い親王の官職として悪くはない。村上
天皇となった成明は后腹の三品太宰帥から立坊している。（『日本紀略』に「天慶七年四月二十
二日甲子寅時、太宰帥ノ親王成明親王坐凝花舎、同日御南殿、以成明親王為皇太子」とある。） 
敦康は元服の翌年寛弘 8 年（1011 年）6 月 2 日、一品に叙せられ准三宮とされる。これは死
を前にした一条が、立坊させてやれなかった愛息にみせた、せめてもの配慮であったことは明




元服後 12 歳ではすぐには官職につかなかったと解釈しておきたい。 


























らかだろう。この年、脩子は 16 歳、敦康は前年元服したばかりの 13 歳。敦康が一品に叙され
准三后宣下を受けたのはこの 2 か月前の 6 月 2 日だった。 




『小右記』長和 2 年（1014 年）正月 27 日「今夜故院一品内親王渡給三条宮」（故院は一条
天皇） 
『小右記』長和 3 年（1015 年）11 月 10 日「資平云、昨日帥宮被参女一品宮、左相国同車」 




これに対し敦康親王を示す語は、『権記』においては寛弘 7 年 7 月 17 日の元服の条で「一宮
御元服」、同じく『権記』（桂宮本）寛弘 8 年 5 月 7 日条では「一宮御方」と、「一宮」である。 
 
『小右記』 寛弘 8 年（1011 年） 8 月 11 日 男一宮 
『小右記』 寛弘 9 年（1012 年） 6 月 19 日  男一品宮 
『小右記』 長和 2 年（1013 年） 9 月 23 日   帥宮 
『小右記』 長和 3 年（1014 年） 10 月 12 日 帥宮 
『小右記』 長和 3 年（1014 年） 10 月 25 日  帥宮 
『小右記』 長和 3 年（1014 年） 11 月 10 日  帥宮 
『小右記』 長和 4 年（1015 年） 10 月 6 日  帥宮 
『御堂関白記』長和 5 年（1016 年） 7 月 20 日  式部卿宮  








には「帥宮」と呼ばれ、長和 5 年（1016 年）式部卿任官後は、『小右記』でも『御堂関白記』
でも式部卿宮あるいは式部卿親王と呼ばれていることが確認される。 
ここまで、もし寛仁 2 年（1018 年）の舞姫献上者が敦康であれば一品宮でなく、式部卿宮と
呼ばれたであろうことを検証してきた。したがって、寛仁 2 年の舞姫献上者の「一品宮」は、
官職をもっては呼ばれ得ない一品内親王脩子であったと考える。 
なお、敦康親王は寛仁 2 年 12 月 17 日、五節から約 3 週間後に 20 歳の若さで病死した。15







 以上見てきたことから、寛仁 2 年（1018 年）の舞姫を献上した一品宮が敦康でなく脩子内親
王であったということが明らかになったと考える。 
 脩子は、父は一条天皇、母は中宮定子で、2 人の間の最初の子として、長徳 2 年（996 年）12
月 16 日生まれた。母定子は脩子が 5 歳の長保 2 年（1000 年）12 月に死去した。定子の後見で
あった中関白家が没落すると脩子も頼りない身となったが、父一条は愛情を注ぎ、寛弘 2 年
（1005 年）3 月 27 日着裳と同時に三品に叙した。翌年寛弘 3 年二品に、寛弘 4 年（1007 年）
正月には一品に叙し、准三后とし、本封の他に封戸 1000 戸を加えた。父一条の寛弘 8 年（1011
年）6 月 22 日死後、道長たちの世話になることを潔しとせず、寛弘 8 年 8 月 11 日、脩子は一
条院を出て母定子の弟である隆家の邸へ移った。この時敦康は一条院に残ったので、それ以降
は姉弟別々に暮らすことになった。（長和 2 年からは脩子は三条宮に暮らす。） 
政治抗争を離れ、三条宮でひっそりと暮らす身であった脩子は、寛仁 2 年（1018 年）に舞姫
献上を命じられた時、固辞したという（『小記目録』第七、十一月新嘗会「一品宮被固辞五節
事」）。脩子は固辞はしたものの、『小右記』（寛仁 2 年 11 月 19 日条、25 日条）や『御堂関白








寛仁 2 年（1018 年）とはどういう年だったのだろうか。この五節に先立つこと約 2 年、三条
天皇は、道長（及びその意を受けた貴族たち）からの度重なる譲位の圧力を受けていた。百人
一首に採られて有名な「心にもあらでうき世に長らへば 恋しかるべき夜半の月かな」（『後拾
遺集』雑一）と、苦しく悲しい思いを託した歌を残した三条は、長和 5 年（1016 年）正月 29
日、自身の長子敦明の立坊を条件に退位した。三条はこの歌を詠んだ時には、既に眼病によっ
て月を見ることはできなかっただろうと考えられている。正月 29 日、直ちに道長の外孫であ
る敦成親王が践祚して、道長は摂政に就任した。長和 5 年（1016 年）の五節は、後一条天皇（敦
成）の大嘗祭の一環として行われた。翌年寛仁元年（1017 年）、病んだ三条上皇は 5 月 9 日に





子にとって頼りとなる叔父の中納言隆家は、自ら希望して大宰権帥となり、長和 4 年（1015 年）
4 月 24 日正二位に叙されてその日に赴任して行ったので、京にはいなかった401。 
脩子は、なぜ舞姫献上を命じられるハメになったのだろうか。結論をいえば、それは脩子が
准三后であったからだと考える。准三后とは、太皇太后、皇太后、皇后の 3 つの后に准じた位
で、前にも述べたが、脩子は寛弘 4 年（1007 年）に父一条によって准三后とされ、封戸 1000
戸が加封されている。寛仁 2 年（1018 年）には後一条は 11 歳で、まだ子女が儲けられる年齢
ではなかったが、3 月 7 日に道長女威子が 20 歳で入内（それまで尚侍）、10 月 16 日に中宮に




ので、既に巡による献上は果たしている。妍子に加えて寛仁 2 年現在には、もう 1 人三条の妻
                                                        






后がいた。皇后娍子である。娍子は正暦 2 年（991 年）東宮時代の三条の妻となって以来、三
条の愛情は深く、敦明はじめ 6 人の皇子女を生んでいる。寛弘 9 年、妍子に遅れること 2 か月
で、道長の不興を承知で立后された402。娍子もまた三条の退位とともに内裏を出ている。内裏
外居住なら准三后脩子より、同じく内裏外居住ではあるが、中宮妍子または皇后娍子のほうを
献上者とするほうが順当に見える。三条の足掛け 6 年の在位中に五節は 2 回は停止されて、3
回が催行されている。寛弘 8 年（1011 年）は 10 月 24 日に三条の父冷泉院が崩じたため、また
長和 4 年は 11 月 17 日の内裏の 9 度目の焼亡の為の中止であった。催行された 3 回のうち長和
2・3 年（1013 年・1014 年）の献上者は判明しており、長和元年（大嘗会）のみが不明である。
この不明の年の献上者たちの 1 名が中宮妍子または皇后娍子であった可能性はゼロではない。
三条上皇が前年寛仁元年（1017 年）5 月 9 日に崩御しているので、妍子も娍子も、夫の死で重
服は 1 年（13 か月）であるから、寛仁 2 年（1018 年）6 月まで服である。『一代要記』によれ
ば、娍子は寛仁 2 年 3 月 25 日尼となる403。（そこに傍書で、寛仁 2 年を 3 年に訂正している）。




親王が、長和 4 年（1015 年）に准三后になっていた。道長の外孫である。しかし、長和 2 年













                                                        






おわりに        
 




で、11 月の五節ではないのだが、寛和元年、正月 16 日の女踏歌に舞妓を出すように要請のあ
った 2 人の后は舞妓を献じなかった。寛和元年には后は 2 人しかいない。詮子が皇太后となる
のは息子一条天皇の寛和 2 年（986 年）の即位のあとであるから、寛和元年の后は皇太后昌子
と中宮遵子である。昌子たちは、踏歌節会の妓女を出すように要請されたのである。女踏歌は






































資力はあるまい。記録に残る献上者で内親王だった 2 人はいずれも品封に加えて封戸 1000～







後一条朝期に、4 人の舞姫のうち 2 名分を受領たちが引き受ける制度が確立すると、公卿から
の献上者は 2人だけを確保すればよいことになった。公卿の数も増加傾向にあった。天慶元年、
穏子が舞姫を献上した年の公卿（8 月 1 日現在）は 12 人であったが、後一条の治世最後の年で
ある長元 9 年（1036 年）の 8 月には 25 人の公卿がいた。12～13 人のうちから年に 3～4 人の





                                                        









































大嘗祭は大祀で致斎は 3 日間だが 11 月 1 日から末日まで散斎 1 か月である。大嘗祭の散斎
は初期には 3 か月も続いたが、大同年間（806～810 年）のころからは 1 か月、すなわち 11 月
1 日から 11 月晦日までだけになった。しかし、11 月晦日までとあるように、致斎（丑、卯、辰
の 3 日間）の前だけでなく、神事が終わった後も 11 月末日まで続く（『令義解』二「神祇」）。 









                                                        
406 『延喜式』では中祀は祈年、月次、神嘗、新嘗、賀茂等としている。 
















                                                        
409 觸穢となれば五節そのものが中止となることもあった。〖補注 4〗を参照。 
410 例えば、『狭衣物語』には院の女御の妊娠による退出がある（巻四新編②224 頁）。「院の女御は、五節のほ
どに堀川に出たまひしに、斎院のおはしましし方にぞおはしける」と院の女御が五節の前に宮中から里邸
とする堀川へ退出したとある。この女御は翌年 4 月 1 日に皇女を出産する。すると遡って懐妊は 5 月終わ













妊婦妊娠 5 か月あるいは 3 か月以後の参詣は控えるべきであるが、妊婦の夫もまた、出産予定
当月は内院には入ることは忌むとある。『拾芥抄』下「觸穢部」には妊婦は 3 か月以後、夫は 5
か月以後の参拝は憚るべき（従って 5 か月以上の妊婦の夫は神社への奉幣使には立たない）だ
という。しかし、妊婦とその夫の参詣については各神社ごとにそれぞれ規定を設けており、妊
婦の参詣に関しても 5 か月以後を禁じた神社や、3 か月とした神社もあった。妊婦の夫も、神
社に参拝しようと思ったら、その期間だけ同じ家に居なければいいというのだが、この「同じ
家」については『都玉記』で建久 2 年（1191 年）11 月 1 日条に春日神事の札を立てることに関
して、女房着帯以後、妻室と同室であっても、母屋と廂で別れていれば、あながちに忌まなく
てもよいかと鷹揚な解釈をしている 411。 
妊婦たちは妊娠 5 か月あるいは 7 か月で着帯する。『源氏物語』の時代では、藤原彰子が、




堂関白記』）、実際の出産のための退出は 7 月 16 日であった（『御堂関白記』、『権記』、『日本紀
略』）。時代が下っては承保元年（1074 年）10 月 16 日に中宮賢子が懐妊 7 か月で禁中から退出 
した（『扶桑略記』30「白河」）。白河の即位は延久 4 年（1072 年）12 月 8 日だが、翌年父であ
る後三条上皇が病没しているから、次の年、すなわち、この承保元年が大嘗祭（11 月 21 日）
である。したがって、11 月 1 日より前の退出となったのだろう。 










記』保延元年（1135 年）11 月 20 日条に「軽服日数中、五節之間参内、無其憚也。但不入帳台
内」とあり、五節の間、帳台には参入できないが、参内は憚りなしといっており、『山槐記』治




                                                        
412 神事の宮中へ僧尼は参入できない。これを使って、五節に関してではないが、道長が定子の内裏参入に嫌




















大辞典』や『国史大辞典』などに掲載はないが、唯だ 3 月 9 月は宮中外に退出と云っているこ















抄』などで、原則 7 日の忌みに集約されてゆくように見える。 
宮女や女房たちは月事の期間中、新嘗祭なら、おのおのの曹司に下がっていればよいようで













































                                                        
























車 『小右記』長和元年（1012 年）4 月 5 日、道長が、出家してしまった三男の顕信に会
うため比叡山に登った際、実資の養嗣子の資平も同行したが、実資は資頼の車に乗り、
「資平依觸穢別車」と觸穢の資平は別の車に乗って同道している。 





                                                        




























表 着裳年齢419  
史料名 着裳年月日 西暦 娘 誕生年 着裳 
年齢 
父 備考 























道隆四女 985？ 9？ 道隆 
（摂政） 
一条天皇御匣殿 
御堂関白記 長保元年 2 月 9 日 999 藤原彰子 988 12 道長 一条天皇后 
小右記 長保 2 年 11 月 
もしくは 12 月 
1000 恭子女王 
（斎宮） 
984 17 為平親王   
小右記 寛弘 2 年 3 月 27 日 1005 脩子内親王 996 10 一条天皇   
御堂関白記 寛弘 6 年 3 月 27 日 1009 藤原寛子 999 11 道長   
御堂関白記 長和元年 10 月 20 日 1012 尚侍威子 999 14 道長   




1001 15 三条天皇   
御堂関白記 寛仁 3 年 2 月 28 日 1019 藤原嬉子 1007 13 道長 尚侍 
御堂関白記 寛仁 3 年 2 月 29 日 1019 禔子内親王 1003 17 三条天皇   
小右記 万寿元年 12 月 13 日 1024 藤原千古 1011？ 14 ？
420 
実資   












現在日本の女性たちの初潮年齢は、12 歳 2.3 か月（50％の中央値）という421。日本の少女た
ちの初潮年齢については、他にも多くの調査もなされてきたわけだが、初潮年齢の若年化は世
界的に普遍的現象であり、日本においても同様で、1880 年代には 16.5 歳であった平均初潮年







これによれば、昭和 25 年と 27 年（1950 年と 1952 年）に 13 歳だった少女たちの未潮率は 80％
前後で、14 歳でも 1950 年 60.6％、1952 年 54.8％ある。また、前述の早田みどり等による論文
                                                        
420 千古の誕生年・着袴年齢は不明だが、万寿元年の着袴を（同時代の多数例により）3 歳と仮定した繁田（2008：
28）による。 
421 多くの統計がとられているが、大阪大学大学院人間科学研究科・比較発達心理学研究室の行った 2011 年
2 月第 13 回全国初潮調査資料を参照した。http://hiko.hus.osaka-u.ac.jp/hinorin/introduction.pdf 最終アクセ




れば、サンプル数は少ないが 1870～1879 年に生まれた 6 人の平均初潮年齢は 17.3±1.11 だが、
最若年は 15 歳、最年長は 18 歳、1880～1889 年生まれでは 40 人の平均初潮年齢は 16.5±1.60











新編 86 段 172 頁）とあり、定子の出した舞姫は、父は馬頭の相尹で母が式部卿宮の北の方の
姉妹という娘で 12 歳の少女であった。 







年長で 15～17 歳程度であったと推量する。 
ちなみに定子は 15 歳で入内したが、第一子脩子出産は 21 歳の時であり、彰子の敦成親王出
産も、彰子は 21 歳の時であった。彰子は 12 歳で入内したが、当初は一条との男女関係は想定
されていないキサキであった。詮子の一人子の一条出産は 19 歳（あるいは 18 歳とも）の時だ
ったし、藤原穏子が保明親王（夭折）を出産したのも 19 歳の時、安子が第一子の承子内親王を
出産したのは 22 歳の時だった。早期の皇子誕生が切望されたキサキたちの第一子出産年齢は
20 歳前後であったのだ。ちなみに道長の正妻倫子は永延元年（987 年）に 23 歳で道長と結婚


































































原から軍勢を率いて上洛して後白河院を鳥羽殿に幽閉した治承 3 年（1179 年）11 月、京洛に
軍馬のいななきと逃げ惑う人々の喧騒が満ちた夜、宮中では奇しくも五節の舞が舞われていた。
























































































仁和 3 年（887 年）2 月 16 日女御となる。山蔭中納言の娘。父、藤原山蔭はその約半年
前の仁和 2 年（886 年）6 月 13 日に 63 歳にして従三位に叙せられて同日中納言となった
ばかりであった422。翌仁和 4 年（888 年）2 月 4 日、中納言になって足掛け 3 年で薨じた。










寛平 8 年（896 年）11 月（あるいは 12 月）宇多天皇の女御となる。父は菅原道真であ
る。道真は寛平 5 年（893 年）2 月に参議に列し、衍子の女御宣下により一年前の寛平 7 年
10 月 26 日に中納言になったばかりであった。翌寛平 9 年 6 月 19 日、宇多天皇譲位（7 月
                                                        







 藤原能子（善子）       
 延喜 13 年（913 年）10 月 8 日、醍醐天皇の女御となる。のちに右大臣となる父の藤原
定方も能子の入内時は中納言であった。 
 
  定方 任中納言 延喜 13 年（913 年）正月 28 日 39 歳 
      任大納言 延喜 20 年（920 年）正月 1 日  46 歳 
 
定方の父（能子の祖父）藤原高藤は昌泰 3 年（900 年）正月 28 日に正三位内大臣となる










 藤原超子  
冷泉天皇の女御となり、のちの三条天皇を産んだ超子は、藤原兼家と時姫との間の長女
である。時姫は道隆、道兼、道長 3 兄弟の母でもあり、のちの東三条院詮子も超子の同腹
の妹である。超子は安和元年（968 年）10 月 14 日に御匣殿として入内（『日本紀略』）。同
年 12 月女御となった。この時、父の兼家は 40 歳で、同年（安和元年）11 月 23 日にやっ


















































春～夏 3 月、藤壺宮の一周忌。 
 夕霧元服。12 歳。春 3 月、於三条宮。 
夏 字つける儀式、於二条東院 （「釣殿に召す」「短き頃の夜なれば」）。 
 入学、二条東院に籠ること 4～5 か月。 
秋 寮試の予行演習（学問開始から 4～5 か月だから 9～10 月ごろ）。 
 （場所はおそらく光源氏の二条院、若しくは二条東院。） 
  冬    寮試、10～11 月ごろ（寮試は元来不定期であるが、この年はおそらく光源氏家の
要請によって夕霧の予行演習後まもなく行われたと考える）。大学入学425。 
 梅壺立后。 
                                                        
424 李嶠は初唐の人。 
425 大学に入学した夕霧は少女巻で惟光女を垣間見て和歌を詠んだ場面で「大学の君」と呼ばれている（新編
③60 頁）。  
 296 
 
 光源氏、任太政大臣大饗 10 月。於二条院。 
 光源氏、五節舞姫献上。11 月中の丑の日。 
 大宮、夕霧の正月衣装を調える。年の暮れ。 
 夕霧、六位の身分で参内するのは気乗りしないという。 
春 冷泉帝、朱雀院へ行幸。翌年 2 月 20 日。 
 夕霧省試（放島の試み）及第。文章生となる。行幸当日。 
夏 六条院完成。8 月。 
秋 夕霧、秋の司召し（例年 10 月）で従五位下、侍従となる。 
 
























427 『兵範記』の記録は長承元年～承安元年（1132～1171 年）。 
 297 
 































夕霧が受験した省試であるが、省試は、久木幸男（1990：202）によれば、毎年 2 月と 8 月の
2 回行われる規定であり、擬文章生でないものも受験を認められていた。少女巻の朱雀院への
行幸は 2 月 20 日過ぎであるので、これは時期的には定期の省試（文章生試験）と考えられ、



















科書の学習年限は紀伝道では『史記』80 巻、『漢書』115 巻、『後漢書』115 巻、『文選』60 巻そ




































機させられた舞姫たちを取り上げたい。この仁安 3 年（1168 年）の五節は大嘗会であった。大
嘗会の舞姫は叙位されるのが通例であったので、この年の舞姫たちについての記録がある。仁
























能」の出自は不詳だが、藤原（持明院）基宗なら久寿年（1155 年）の生まれだから仁安 3 年
                                                        
429 『朝日日本歴史人物事典』の解説（櫻井陽子）による。  
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（1168 年）に 14 歳であり、のちのその室となる成子が舞姫となるにふさわしい年ごろであっ
ておかしくない。成親自身も、鳥羽院の近臣であったが、伝統的な上級貴族の出身ではなかっ
た。娘の 1 人を太政大臣となった師長の室に入れ、1 人は清盛の直系惟盛の妻にというように、
娘は自家の栄達のために巧みに利用しているのである。実子を大嘗会の舞姫に出して叙爵させ、
上臈女官出仕の足掛かりにするのは願ってもないことだったのかもしれない。しかし成子が仁
安 3 年（1168 年）の五節で 12～15 歳程度で、後に成子がめでたく後堀河院の乳母になったと
仮定すれば、後堀河院の誕生時の建暦 2 年（1212 年）には 50 代も半ばとなる。乳を与える乳
母は別にいて、成子は養育乳母だったとしても、基宗の妻となった成子とすると年齢的には疑
問がある。 
もう 1 名、藤原季成の娘に成子がいるが、年齢的に仁安 3 年（1168 年）の舞姫にはなりえな
い。藤原季成の成子は雅仁親王（後白河）の寵愛をえて、亮子内親王（殷富門院）、守覚法親王、
以仁王、さらに式子、好子、休子の各内親王を生む。従三位。播磨局、高倉三位局とよばれた。
安元 3 年（1177 年）3 月 11 日死去430。亮子内親王の誕生は、久安 3 年（1147 年）であるから、






（1154 年）には「忠基卿女」が舞姫になっている（『台記』久寿元年 11 月 16 日条）。忠基はこ
の時、54 歳で前年 12 月 23 日権中納言を辞して太宰権帥に任じられていた（『公卿補任』）。但
し、久寿元年の公卿分献上者は藤原師長と公通であり、献上者に「忠基卿」はいない。 






されていた。公達の家柄が成立したのは 10 世紀末から 11 世紀にかけてである。藤原忠平以降
の摂関家や宇多源氏以降の賜姓源氏の子孫で、侍従や近衛少将、中将などを経て公卿に昇進す
                                                        
430 デジタル版『日本人名大辞典+Plus』による。 


















                                                        
432 中原康富の見解。康富は室町時代の官吏で『康富記』を残した。  
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天安2年（858年） （清和） 園韓神祭が停止、その後の諸祭は皆、停止となった。 
貞観13年（871年） （清和） 9月28日の太皇太后（文徳の母順子）崩御による。 
元慶7年（883年） （陽成） 内裏で死があった。  
延喜元年（901年） （醍醐） 内裏穢。 
康保4年（967年） （冷泉） 5月28日の冷泉父の村上崩御で諒闇となった。 
応徳2年（1085年） （白河） 11月8日、皇太子実仁親王（疱瘡で）薨去。 
天永2年（1111年） （鳥羽） 穢気の蔓延433。  




行新嘗会例」）、承和 18 年434、延喜元年（901 年）11 月 19 日丁卯、3 年（903 年）11 月 19 日乙
卯、7 年（907 年）11 月 18 日辛卯と 4 回はあったことを記す。これらの年には、内裏で穢があ
ったにもかかわらず新嘗祭は挙行されているのである。 
 







                                                        
433 乱闘で 3 人を切り殺した下野守明国が帰京後、そのままあちこちに行ったため穢が蔓延。新嘗祭は停止さ
れ、賀茂臨時祭は 12 月に延引された（『中右記』天永 2 年 11 月 4 日条）。 













11 月 10 日には園韓神祭が穢によって中止されていたことがわかる。その際、新嘗会について
も停止が進言されている。新嘗会は 23 日の予定だった。「園韓神祭の中止の原因となった穢は
前月 22 日の左兵衛府の胎穢が内裏に入ったためであり、新嘗祭の 23 日は、穢発生から満 30
日を経過しているので穢外ではあるが、散斎中であるから、停止すべきである」ということが









この停止の背景にはこの年の世情があると考える。この年、延喜 15 年は 8 月に、京中の樹
木に花が狂い咲きをしたかと思ったら赤痢が大流行した（『扶桑略記』23 裡書、『日本紀略』「醍
醐天皇」）。そのため 9 月 7 日に石清水、賀茂上下、松尾、平野、大原野、稲荷などに奉幣が行
われた（『西宮記』第九巻「九月例祭」）。但し、この日は内裏で犬の死穢があったため、奉幣使
は左衛門陣外から発遣されたのだったが。そして、諸国旱損疫の由によって 9 月 9 日の重陽の
宴は停止された（『日本紀略』、『扶桑略記』）。しかし、疫病はおさまらず、疱瘡までもが流行し
はじめたので 9 月 25 日には疱瘡と赤痢を鎮めるべく 3 日間の仁王経読経が始められた。しか
し、10 月に入って、ついに醍醐天皇も疱瘡に罹患してしまう。そこで 10 月 16 日に紫宸殿大
庭、建礼門、朱雀門の 3 か所で大祓を行ない、仁寿殿で読経、建礼門前で戌の刻に鬼気祭436が







の位が授けられた437。さらに 10 月 26 日には大赦や税の減免が行われた（『日本紀略』）。 
延喜 15 年の新嘗祭停止は、この大変な時期の新嘗会開催への人々の懸念があらわにされて
いるように感じられる。疫病の伝染も懸念されたのではないだろうか。しかし、11 月 10 日の
進言の際には一応、新嘗祭「挙行」の方向は変わらなかったようで、丑の日の舞姫も参入も予
定されていたわけである。しかし、舞姫参入の日、再び左兵衛佐の曹司で死穢が発見されて大
勢は停止へと動く。ついに翌々日 23 日の新嘗祭は「八省穢によって」停止された438。 
余談にはなるが、この年、新嘗会が停止された時は、例外的に見参がとられた。見参とは出
席簿である。『延喜式』大蔵省の「諸節禄法」では、正月 7 日節（「十一月新嘗准此」）・同 16 日











皇太子  80 500   
一品  45 350   
二品   40 300   
三品 35 250   
四品 30 200   
無品 20 100   
太政大臣 70 500   
左右大臣 50 400   
大納言 30 200   
中納言 25 150   
三位参議 20 100   
四位参議 15 60   
四位参議 15 60   
一位 30 200   
二位 25 150   




むるというものであるが、道饗は 6 月と 12 月に行われる定期的な祭祀であった
のに対して、疫病の流行は時を選ばないから、鬼気祭は臨時の道饗祭的意味合いを持っていた。鬼気祭に
ついては、宮崎真由（2012）に詳しい。 








三位 15 60   
四位 6 30   
五位 4 20   
外五位 3 10   
六位女王 2 4 女王には翌日支給。 






















































































































 永祚元年（989 年）11 月、舞姫は中務少輔遠高（良峰）の娘。修理大夫（藤原懐平）が大
師の膳と絹 6 疋・綿 3 屯を送ったと聞いた（「十四日、辛夘、修理大夫今夕送大師前物等、
＜相加絹六疋・綿三屯云々＞」［『小右記』］）。懐平は実資の実兄。実資自身の禄は大日本記
録本（広本）には見当はたらない。 
 長保元年（999 年）11 月 16 日、藤原実資は実資の献上する舞姫の宅に舞師を送っている。
この日（16 日）は未の日であるので、舞姫の内裏参入予定の丑の日より 6 日前になる。舞
姫宅で実際にどのぐらいの長さ教習したかはわからない。この時、舞師に対して禄として
絹 3 疋、饗料として米 5 石（このうち 2 石は従者用）の他、菓子、魚物などが与えられて
いる。（絹 3 疋から推論してこの師は小師だろうが、大師でなかった確証はない。） 
 寛弘 8 年（1011 年）五節は停止になった。 
 万寿 2 年（1025 年）実資の舞姫は故好任朝臣の娘。五節大師の要請により前例はないとし





請により前例より多い禄、絹 3 疋、綿 3 屯、米 5 石を送っている。服藤の表には挙げてい
ないが、実資も大師の要請により前例はないが桑糸 3 疋を送ったと記す（8 日の条）。要請
がなければ送らなかったかもしれない。12 日には五節所の大師へは理髪に菓子を送ってい
る。朝干飯は中宮権の大夫能信が大師のもとへ送った。 
 長和 3 年（1014 年）には実資は、献上者である藤原能通の五節所へ師の前物、絹六疋、綿
3 屯、褁443絹を送った。 
 







① 絹 （疋） 
『国史大辞典』の「疋」の項では「長さと幅は不明、品目により相違しているらしい」との
説明があるだけである。山下信一郎（1994）によれば、五位以上の諸司官人に春夏に支給され
る纁絁4443 丈 7 尺＋帛 1 丈 5 尺＝5 丈 2 尺、及び秋冬に（綿を除く）支給される纁445絁 3 丈 7
尺＋帛 1 疋 7 尺＝一疋 4 丈 4 尺の時服はそれぞれ袍・袴各一つを春夏（単）、秋冬（袷）作成
できる分量だったと解説する。 
女官の時服としては五位以上には、夏（4 月 2 日）絹 1 疋、冬（10 月 2 日）はこれに綿 3 屯
がプラスされる。女儒以上は夏絹 3 丈、冬はこれに綿 2 屯がプラスされた。内教坊未選女儒に
は夏に絹 3 丈＋貲布 1 端、冬は絹 3 丈＋綿 2 屯に調布 2 端が支給された（『古事類苑』「時服」、
『延喜式』「中務」）。 
 
② 米 （石） 
当時の一斗は現在の 0.4 斗といわれるが、それでも 1 斗は 15 kgｘ0.4＝6 kg、3 石＝30 斗＝30
ｘ6＝180 kg 従者用は別に支給されているから、わずか数日の五節所詰めで 180 kg の米を消
化できるとも思われない。饗料という名目の謝礼の一形態なのだろう。長元 5 年、この年は実
資の愛娘千古の婿兼頼が献上したが、『小右記』長元 5 年（1032 年）11 月 24 日条に、大師に
前物代米 5 石・絹 1 疋を送ったとあるので、膳の代わりとして、米 5 石を送ったわけで、それ
はそのまま大師の物となったのだろう。 
 
③ 綿 （屯） 
屯は律令時代に用いられた綿の質量・取引単位。『角川古語辞典』によれば令制では 1 屯は 2
斤で約 1.2 kg とある。これがどれ位の量であろうかというと、現在の普通の 55 cmⅹ53 cm の
家庭用座布団が、綿（合成綿）一枚で大体 800 g ほどであった。材質によって重さは変わるだ







                                                        
444 絁
あしぎぬ

















の裏つけて綿入れたる」（寒い夜の宿直装束を持たせた） 『うつほ物語』②蔵開中 451 頁 
b. 「畳には高麗綿を薦に、紫の裏つけて」  『うつほ物語』②蔵開中 519 頁 
c. 「先つ頃、綿の衣縫はせて」  『うつほ物語』②蔵開下 530 頁 
d. 「御装束どもは、白き襖、綿入れて」  『うつほ物語』③国譲下 312 頁 
e. 「薄き縹の綾の張綿重ねて着たる人の」  『うつほ物語』③楼の上 421 頁 
f. 「はり綿」 『落窪物語』27 頁、36 頁、51 頁 
g. 「汗の香り少しかかへたる綿衣の薄きを」       『枕草子』100 頁 
h. 「青鈍の指貫の綿入りたる、白き衣どもあまた着て」       『枕草子』225 頁 
i. 「夏とほしたる綿衣のかかりたるを」  『枕草子』326 頁 
j. 「物裁ちなどするねび御達、御前にあまたして、細櫃めくものに、綿ひきかけてまさぐる
若人どもあり」  『源氏物語』③野分 281 頁 
（寒い朝、花散里の居所では夕霧の装束を仕立てているが、綿を使っている） 
k. 「胸つぶれて、いかなるにかと思し嘆き、御衣ども綿厚くて急ぎさせたまひて、奉れなど
したまふ」  『源氏物語』⑤椎本 187 頁 
l. 「かならず冬籠る山風防ぎつべき綿衣など遣はししを思し出でてやりたまふ」 
     『源氏物語』⑤椎本 204 頁 








































王禄における支給品は『権記』長保三年（1001 年）11 月 26 日条に 1 人に絹 2 疋・綿 6 屯とあ




                                                        





を賜る女王は 262 人もいた、と『延喜式』にある」と解説する。 
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参考資料    舞姫献上者の負担――元暦元年の九条家の例 
 
元暦元年の良通の献上にあたり、九条家が発注した物品が『玉葉』元暦元年 11 月 22 日条に
列挙されている。発注リストであるので品目の調達先／贈り主も記しているが、ここでは主な













         *衤偏に帯 
そのほか、日蔭糸、蘿、古々呂葉、赤紐、理髪用の七尺鬘が用意された。但し、舞姫は丑の日






























しては、屏風 5 帖、壁代 7 帖、几帳 8 本、茵 2 枚、御簾計 13 間、畳 15 枚、弘筵 5 枚、差筵 30
枚、鎮子 12、燈楼 4、燈台 3 本、火櫃 2 口、炭取 2 口が用意された。このほか、盥具（手洗 2
ロ、 楾
はんぞう















にも 6 丈絹 1 疋、八条女院の使者馬権頭基輔に女装束一襲、庁官に 6 丈絹 1 疋、摂政基通の使

























西暦 和暦 参入日の条 舞姫献上者たち 典拠史料 備　考
清盛
年齢
清盛 一門 世の中 平家物語関係章段
1118  元永元年 11月17日 帥中納言重賢、尾張守師俊、能登守基頼、越中守俊親 中右記 1
1119  　　  2 年 11月11日 新中納言実隆、宰相中将雅定、近江重仲、備中重通 中右記／
長秋記
2
1120  保安元年 11月16日 新大納言仲実、治部卿能俊、加賀実能、讃岐守顕能 中右記 3
1121  　　  2年 4
1122  　　  3年 不明 参議藤原顕隆 兵範記 仁安2年10月24日条。 5
1123  　　  4年 6
1124  天治元年 11月16日 新中納言雅定、右大弁為隆、越前守忠盛、安芸守為忠 中右記目録 翌日、為忠は昇殿を許さるが、忠盛は許され
ず。
7
1125  　　  2年 11月22日 源中納言顕雅、左宰相中将宗輔、加賀季成、越中顕俊 中右記目録 8
1126  大治元年 11月22日 中納言、甲斐雅職 中右記目録 9





1128  　　  3年 11月21日 右大臣（家忠）、民部卿忠教卿、美濃顕保、備後時通 中右記目録 この年、越中守忠盛綿50両送る。 11
1129  　　  4年 11月21日 大納言能実、中納言実行、因幡通基、丹後資憲 中右記目録
皇后宮大夫、別当、因幡通季、丹後守資賢 長秋記 12 正月、従五位下。任左兵衛佐。
1130  　　  5年 11月14日 中納言長実、参議忠宗、土佐家長朝臣、甲斐範隆 長秋記 13 正月7日、忠盛叙正四位下。
新中納言長実、宰相右中将忠宗、土佐守家長、甲斐守範隆 中右記
1131  天承元年 14 正月、従五位上。
1132  長承元年 11月20日 宰相中将（宗能）、参議左大弁実光、能登守季兼、加賀守顕広 中右記 この年、備前守忠盛、宗能に几帳帷2帖を送
る。
15 3月13日、忠盛内の昇殿。 「殿上闇討」
1133  　　 2年 16
 　　 3年 権中納言別当顕頼、参議修理大夫家保、能登守季行、長門守顕盛 中右記
（「能登守季行」を「師能」に作る。） 長秋記
1135  保延元年 11月20日 按察大納言実行、右宰相中将実衡、播磨守家成、出雲守光隆 中右記 18 正五位下。従四位下。
1136  　　 2年 11月13日 権大納言右大将頼長、宰相中将、（新権中納言）成通、和泉守宗兼、伊賀守光房 中右記 11月10日の除目で、盛時の別功賞で、子の平
政時　左兵衛権少尉。
19
1137  　　 3年 20 任肥後守。
1138  　　 4年 21
1139  　　 5年 22
1140  　　 6年 23 従四位上。 近衛天皇即位。
1141  永治元年 24
1142  康治元年
 大嘗会
11月13日 権中納言実光、参議藤原顕業、参議藤原経定、越後守家明、甲斐守顕遠 本朝世紀 近衛天皇大嘗会。 25
1143  　　 2年 11月13日 右大将権大納言実能、宰相中将教長、土佐守高階盛章、上野介藤原保説 台記／
本朝世紀
26
1144  天養元年 27 10月28日、忠盛正四位上。
1145  久安元年 11月18日 参議忠雅 公卿補任 28
1146  　　  2年 11月11日 内大臣頼長、権中納言公教、越前守藤原俊盛、美作守平親家（？） 本朝世紀 29 正四位下。安芸守。 忠盛播磨守見任。
1147  　　  3年 11月17日 権中納言成通、権中納言公能、長門守源師行、能登守通重 本朝世紀 30







1151  仁平元年 11月17日 参議藤原経宗、参議師長、備前守源信時、武蔵守藤原信頼 本朝世紀 34 忠盛刑部卿。
































1156  保元元年 諒闇。7月2日、後白河の父鳥羽上皇崩御。 39 任播磨守。 保元の乱。崇徳院配流。
1157  　　  2年 11月15日 右大臣基実、権中納言朝隆、甲斐守盛方、因幡守信隆朝臣（「宰相中将―童女御
覧」の条による）
兵範記 朝隆と信隆は参入の儀なし。 40
1158  　　  3年 11月21日 按察使権大納言重通、権中納言伊実、越前守実清、伊豆守経房 兵範記 経房だけ参儀。 41 任太宰大弐。 二条天皇即位。
忠盛播磨守重任。








舞姫献上者たち 典拠史料 備　考 年齢 清盛 一門 世の中 平家物語関係章段








1161  応保元年 11月21日 源中納言定房、権中納言顕時、摂津守泰経、伯耆守基親 山槐記 基親以外密参。 44 正月23日、任検非違使別当。
9月13日、任権中納言。
1162  　　  2年 45 8月20日、従二位。
1163  長寛元年 内大臣兼実 玉葉 元暦元年（寿永３）11月18日条。 46
1164  　　  2年 47 8月、崇徳院崩御。


























51 2月11日、出家。 宗盛正三位。 2月19日、高倉天皇践祚　。
3月20日、滋子皇太后に。













1171  承安元年 11月19日 中御門中納言宗家、新宰相藤原頼定、美作雅隆、相模有隆 玉葉 54






1173  　　  3年 11月12日 権中納言藤原兼雅、参議左大弁藤原実綱、備中源雅賢（権中納言源資賢知行国） 玉葉／
除目大成抄
童女御覧に童女を出したのは兼雅だけ。 56
1174  　　  4年 11月18日 権中納言右衛門督宗盛、平宰相教盛、常陸守（高階経仲か）、因幡守（藤原隆保
か）
玉葉 57
1175  安元元年 玉葉 11月20日、童御覧に右大将重盛御前に候。 58
1176  　　  2年 諒闇。母后滋子崩崩御。 59 7月、滋子と六条天皇崩御。












































（玉葉11月22日～25日条に舞姫献上者名の記述無） 玉葉 安徳天皇大嘗会。 宗盛、9月に権大納言、10月
に内大臣。
「大嘗祭会之沙汰」
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『除目大成抄（大間成文抄）』史籍集覧本  近藤瓶城・角田文衛・五来重 1973 臨川書店 
『新加纂録類』史籍集覧本 近藤瓶城編 1984 臨川書店 
『宸筆御八講記』群書類従本 塙保己一編・続群書類従完成会校訂 第 24 輯 釈家部 巻四
百二十八 1959～1960 続群書類従完成會 
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『宸筆御八講記 天暦九年～文安二年』群書類従本  塙保己一編・続群書類従完成会校訂 続第
26 輯下 釈家部 巻七百五十八 1959～1960 続群書類従完
成會 
『朱雀天皇実録』 藤井讓治著・吉岡眞之監修・解説 2007 ゆまに書房 
『政事要略』国史大系本 黒板勝美・國史大系編修會編 1964 新訂増補 吉川弘文館 
『仙洞御移徒部類記』 宮内庁書陵部編 1990～1991 宮内庁書陵部 ※圖書寮叢刊 
『続教訓鈔』覆刻日本古典全集本 狛朝葛著・正宗敦夫編纂校訂 1977 現代思潮社 
『尊卑分脈』国史大系 黒板勝美・國史大系編修會編 1966～1967 新訂増補 吉川
弘文館 
『台記』史料大成本 増補史料大成刊行会編 1965 臨川書店 
『醍醐天皇実録』 藤井讓治著・吉岡眞之監修・解説 2007 ゆまに書房 
『大嘗会儀式具釈』 本居宣長著・物集高見編 1928 『新註皇學叢書』第七巻 廣
文庫刊行會 
『大内裏図考証』故実叢書本 裏松光世著・故實叢書編集部編 1993：26-28 
『大日本史料』 東京大學史料編纂所編纂 1968～東京大學出版會 
『代始和抄』群書類従本 塙保己一編・続群書類従完成会校訂 第 26 輯 雑部 巻四百
六十六 1959～1960 続群書類従完成會 
『大嘗会御禊節下次第』 塙保己一編・続群書類従完成会校訂 第 7 輯 公事部 巻九
十三 1959～1960 続群書類従完成會 
『治承元年公卿勅使記』群書類従本 塙保己一編・続群書類従完成会校訂 第 1 輯 神祇部 巻八 
1959～1960 続群書類従完成會 
『中古京師内外地図――中昔京師地図 大内裡図』故実叢書本  故實叢書編集部 1993 明治図
書出版 
『柱史抄』群書類従本 塙保己一編・続群書類従完成会校訂 第 7 輯 公事部 巻百
六 1959～1960 続群書類従完成會 
『中右記』史料大成本 増補史料大成刊行会編 1965 臨川書店 
『長秋記』史料大成本 増補史料大成刊行会編 1965 臨川書店 
『朝野群載』国史大系本 黒板勝美 國史大系編修會編 1964 新訂増補 吉川弘文館 
『貞信公記』大日本古記録本 東京大學史料編纂所編纂 1956 岩波書店 
『貞信公記』東京大学史料編纂所データベース 東京大学史料編纂所 （「その他」の項に別記） 
『天満宮託宣記』群書類従本 塙保己一編・続群書類従完成会校訂 第 2 輯 神祇部 巻二
十 1959～1960 続群書類従完成會 
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『殿暦』 東京大學史料編纂所編纂 1960～1970 岩波書店 
『都玉記』 日野資実 建久元年（1190 年）～二年（1191 年）尾張国増
田氏蔵書印 国会図書館蔵本 
『成通卿口伝日記』群書類従本 塙保己一編・続群書類従完成会校訂 第 19 輯 蹴鞠部 巻三
百五十四 1959～1960 続群書類従完成會 
『二中歴』尊経閣善本影印集成本 前田育徳会尊経閣文庫編 1997～1998 八木書店 
『日本紀略』国史大系本 黒板勝美・國史大系編修會編 1965 新訂増補 吉川弘文館 
『日本三代實錄』国史大系本 黒板勝美・國史大系編修會編 1952 新訂増補 吉川弘文館 
※本文中では「日本三代実録」と記す。 
『仁明天皇実録』 藤井讓治著・吉岡眞之監修・解説 2007 ゆまに書房 
『年中行事抄』群書類従本 塙保己一編・続群書類従完成会校訂 続第 10 輯上 公事部 
巻二百五十三 1959～1960 続群書類従完成會 
『年中諸公事装束要抄』群書類従本  塙保己一編・続群書類従完成会校訂 続第 11 輯下 装束
部 巻三百十一 1959～1960 続群書類従完成會 
『八槐御記』 東京大學史料編纂所編纂 大日本史料（稿本） 
『百錬抄』国史大系本 黒板勝美・國史大系編修會編 1965 新訂増補 吉川弘文館 
『扶桑略記』国史大系本 黒板勝美・國史大系編修會編 1965 新訂増補 吉川弘文館 
『兵範記』史料大成本 増補史料大成刊行会 1965 臨川書店 
『兵範記』データベースれきはく 国立歴史民俗博物館（「その他」の項に別記） 
『平安遺文』 竹内理三編 1974 新訂版 東京堂出版 
『北山抄』神道大系本 土田直鎮・所功校注 1992 神道大系編纂会 
『本朝皇胤紹運録』群書類従本 塙保己一編・続群書類従完成会校訂 第 11 輯下 装束部 巻
三百十一 1959～1960 続群書類従完成會 
『本朝世紀』国史大系本 黒板勝美・國史大系編修會編 1999 新訂増補 吉川弘文館 
『本朝文粋』国史大系本 黒板勝美・國史大系編修會編 1999 新訂増補 吉川弘文館 
『満佐須計装束抄』群書類従本 塙保己一編・続群書類従完成会校訂 第 8 輯 装束部 巻百
十二 1959～1960 続群書類従完成會（『雅亮装束抄』とも。） 
『御堂関白記』摂関期古記録データベース 国際日本文化研究センタ （ー「その他」の項に別記） 
『御堂関白記』大日本古記録本（陽明文庫本） 東京大學史料編纂所編纂 1952～1954 岩波書
店 
『明月記』 国書刊行会 1911～1912 
『康富記』史料大成本 増補史料大成刊行会編 1965 臨川書店 
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『養老令』 井上光貞・関晃（他）校注『律令』1976 岩波書店 
『令義解』国史大系本 黒板勝美・國史大系編修會編 1975 吉川弘文館 
『類聚雑要抄』群書類従本 塙保己一編・続群書類従完成会校訂 第 26 輯 雑部 巻四百
七十 1959～1960 続群書類従完成會 
『類聚符宣抄』 宮内省図書寮 1930 宮内省図書寮 







 アクセス: 2017 年 11 月 30 日 
『承安五節絵』早稲田大学図書館蔵 長谷川重喬写 承安五節之図 安永 5 年   
http://archive.wul.waseda.ac.jp/kosho/chi04/chi04_06304/chi04_06304.pdf 
アクセス: 2017 年 11 月 30 日 
『承安五節絵』国立国会図書館蔵 藤原壽栄写 文政 13（1830 年） 
 国立国会図書館デジタルコレクション http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542679  
アクセス: 2017 年 11 月 30 日 
『承安五節淵酔屏風絵』京都大学図書館蔵 
http://edb.kulib.kyoto-u.ac.jp/exhibit/k167/image/01/k167l0001.html  
アクセス:2017 年 11 月 30 日 
『駒競行幸絵巻』和泉市久保惣記念美術館蔵 ※重要文化財 
文化遺産オンライン http://bunka.nii.ac.jp/db/heritages/detail/150601  





「記録年表」（『國史大辭典』収録) 八代國治・早川純三郎・井野邊茂雄編纂 1925～1926 吉川
弘文館 
「皇居略年表」（『平安京提要』885-939 頁）西井芳子編・角田文衛総監修 1994 角川書店 
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「国司一覧」（『日本史総覧』2 収録）今井堯・児玉幸多・小西四郎・竹内理三 1984 新人物往
来社 
『朝日日本歴史人物事典』 朝日新聞社編 1994 朝日新聞社 
『衛門府補任』 市川久編 1996 続群書類従完成会 
『官職要解』 和田英松著・所功校訂 1983 講談社 
『玉葉索引』 多賀宗隼 1974 吉川弘文館 
『公家事典』 橋本政宜編 2010 吉川弘文館  
『藏人補任』 市川久編 1989 続群書類従完成会 
『検非違使補任』 宮崎康充編 1998～2006 続群書類従完成会 
『系図纂要』  岩沢愿彦監修 1990～1999 名著出版 
『源氏物語大成』 池田龜鑑編 1953～1956 中央公論社 
『皇居行幸年表』 詫間直樹編 1997 続群書類従完成会 
『広辞苑』 新村出編 2008 第 6 版 岩波書店 
『國史大辭典』 国史大辞典編集委員会編 1979～1997 吉川弘文館 ※本文
中では『国史大辞典』と記す。 
『国司補任』 宮崎康充編 1989～1999 続群書類従完成会 
『古事類苑』 神宮司廳編 1969-1971 吉川弘文館 
『字通』 白川静 1996 平凡社 
『新編国歌大観』 「新編国歌大観」編集委員会編 1983～1992 角川書店 
『世界大百科事典』 平凡社編 2014 改訂新版 平凡社 オンライン版（ジャパ
ンナレッジ） 
『大辞林』 松村明編 2006 第 3 版 三省堂 
『平清盛小事典――平家物語の真実』  歴史と文学の会編 2011 勉誠出版 
『日本国語大辞典』第 2 版 日本国語大辞典第二版編集委員会・小学館国語辞典編集部
編 2000～2002 小学館 オンライン版（ジャパンナレッジ） 
『日本大百科全書（ニッポニカ）』 小学館 1994 小学館オンライン版（ジャパンナレッジ） 
『日本史大事典』 青木和夫 他 編 1992～1994 平凡社 
『日本人名大辞典+Plus』 上田正昭・西澤潤一・平山郁夫 三浦朱門監修 2001 講談社 
オンライン版（ジャパンナレッジ） 
『日本人名大事典』 平凡社編 1979 復刻版 平凡社 
『日本人名事典』 栄原永遠男監修 1996 むさし書房 
『女官通解』 浅井虎夫著・所京子新訂 1985 講談社 
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『平安時代儀式年中行事事典』 阿部猛・義江明子・相曽貴志 2003 東京堂出版 
『平安時代史事典』 古代学協会・古代学研究所編 1994 角川書店 
『平家物語研究辞典』 市古貞次編 1978 明治書院 
『平家物語必携』 梶原正昭編 1985 學燈社 
『弁官補任』 飯倉晴武校訂 1982～1983 続群書類従完成会 
『ブリタニカ国際大百科事典』 小項目事典 ブリタニカ・ジャパン 2014 オンライン版（コ
トバンクデータベース） 
『有職故実辞典』 関根正直・加藤貞次郎 1917 六合館 






























文化庁 文化遺産オンライン・国指定文化財等データベース  
http://bunka.nii.ac.jp/ 
https://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/maindetails.asp 
早稲田大学図書館古典籍総合データベース 
http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/index.html 
 
 
 
 
 
